




































































ラブノート




俺だけが知っているヒロインルートの攻略法

【電子特別版】








藤井論理





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　伊達だて光こう成せいは高校生活に敗北した。

　──しかし、俺は戦ったのだ。

　戦わねば負けることもできない。その思いだけがいまの光成を支えている。

　逆に言えば、そうでも思わないと折れるのだ、心が。

　光成の座席は教室の後ろ、廊下側。そこから教室の前方を望む。

　教壇の周りでは高校生活に勝利したグループが談笑している。そのなかで一際背の低い、しかし一番声の大きい男子に目がいく。

　名前を佐さ藤とう洋よう一いちという。栗くり色いろの髪を、お前それ朝何時に起きてセットしてるんだ、と問いただしたくなるほどツンツンのがっちがちに固めている（しかも毎日寸分違たがわない形状であり、カツラかヘルメットではないかという疑いを光成は捨てていない）。吊つり目だが、笑うと人懐っこい笑顔になる。勉強は得意ではないが、バスケットボール部でポイントガードを務めているので地頭はよいのだろう。一年生だからレギュラーではないが、話によると上級生からも一目置かれているらしく、彼が部の主力になるのは既定路線と言われている。そして毎日違う腕時計を巻いている。五日間、毎日だ。すべてメーカーが同じだからわかりにくいが、ベルトの色が違う。あとピアスも毎日違う。それと靴下はタッキースタイルが好み。あと、スマホはＳＩＭフリーの海外製で、通信業者もＭＶＮＯみたいだ。それとそれと──。

　──まあ、興味ないけど。

　つまりなにが言いたいかというと。

　──化けるものだな。

　そう、佐藤洋一は『高校デビュー』を果たしたのだ。

　──ほら、あれだ……。最近のラノベでよくいる奴。

　中学生のころは根暗でハブられていたが、高校入学を機に一念発起してファッションや立ち居振舞いを訓練し、リア充グループ入りを果たす奴。

　そしてぼっちオタクの主人公が「リア充はいいね」なんて嫉妬すると、

「俺は努力してこうなったんだ！」

　みたいなことを言って、主人公の怠惰を説教する奴。それが佐藤洋一だ。

　それはいい、どうでもいい。うらやんだりはしない。怒られるし。

　光成が言いたいのは、彼は──。

　希け有うな例である、ということだ。

　光成自身もライトノベルを愛好しているせいで感覚がおかしくなっていたが、そもそも高校デビューなどというものは、まず成功しない。

　考えてみれば当たり前の話だ。三つ子の魂百までということわざがあるが、発達心理学によれば、人間の性格が環境によって変化するのはおおよそ三歳くらいまでだという（もちろんそれ以降まったく変わらないということではなく、大きなイベント──結婚、出産、死別──などによって変わることはあるが）。中学時代に根暗な人間が高校入学と同時に根明に変身するなどあり得ない話なのだ。

　要するに、高校デビューに成功するような輩やからは、そもそも高校生活に勝利する才能があるということだ。

　くだんの佐藤洋一は、中学時代は陰気な男だった。クラスメイトの輪には入れず、休み時間ともなれば机に突っ伏してコミュニケーションを拒否するような男だった。

　──どうして知っているかって？　同じ中学だったからだよ。

　ここ須す部べ石いし高校は、光成たちの中学校からは遠い。ではなぜそのふたりが同じ高校で出会ってしまったのか。簡単なことだ。

　光成もまた高校デビューを画策した。

　そして光成は、高校生活に敗北したのだ。

　──少なくとも、俺は戦ったのだ。

　そう思わないと心が折れそうになる理由がおわかりいただけただろうか。

　佐藤洋一を──勝利者を目にするたび、毎日、自分が敗北者であることを突きつけられるからだ。

　高校生活に敗北した者がどういった末路をたどるか。ふつうであれば、いわゆるクラス内ヒエラルキーの最下層に沈むと考えるだろう。

　──甘い。

　ヒエラルキーは上位にリア充、下位にオタク、それ以外は程度の差こそあれ、おおむね中間層というのが一般的な認識だろう。

　しかし、高校デビューに失敗した者は、どこにも入れない。

　リア充たちからは「痛い奴」と罵られ、オタクたちからは「裏切り者」と糾弾され、中間層からは「両方にハブられてる奴はこっち来んな」と距離を置かれる。

　ヒエラルキーにすら属せない、完全なる傍観者。アウトサイダー。それが高校デビューに失敗した者の末路──つまりは、伊達光成の末路なのである。

　もうこうなったら透明人間も同然だ。休み時間はやりたくもないソーシャルゲームで暇を潰し、授業が終わればそそくさと帰る。

　別につらくはない。むしろ人間関係に気を揉もむ必要がないぶん楽だった。

　──というか、十六やそこらで処世術が必要とかおかしくない？　ねえ？

　目の前をリア充グループが通りすぎる。そのとき佐藤洋一と目が合った。

　須部石高校入学式の日、中学生のころとは正反対のちゃらちゃらした格好の光成が、同じくちゃらちゃらした格好の佐藤と鉢合わせたときの気まずさは、いまも不意に思い出しては軽く十分は身み悶もだえできるほどだ。

「おお」

「ああ」

　と、謎のあいさつをかわしたのを最後に、ふたりは一言も会話をしていない。

　これから戦場へ向かう戦友に、それ以上の言葉が必要だろうか？

　そう、彼は戦友なのだ。彼は生き残った。光成は死んだ。それだけの違いだ。

　光成は佐藤に向かってうんうんと鷹おう揚ようにうなずき、サムズアップをした。

　──お前は俺たちの希望の光だ。俺の屍しかばねを越え……

　佐藤はぷいっと顔をそらして教室を出ていった。

「……うん」

　──それでこそリア充だ。もう教えることはなにもない……。

「なにこいつ、泣いてる、きもっ」

　ギャルギャルしい格好の女が光成に簡潔な罵声を浴びせて教室を出ていった。

「しかし俺は戦ったのだ、しかし俺は戦ったのだ、しかし俺は戦ったのだ……」

　最近、この言葉の使用頻度が高く、効果が薄まってきた。もっと強いのが必要だ。




　家に帰ってもとくにすることはない。母が作ってくれた夕飯を食べ、少し勉強して、風呂に入り、漫画やライトノベルを消化する。

　眠る前のこの読書タイムが一番心が安らぐ。

　光成はベッドに敷いてあった布団を、わざわざ床に敷きなおした。

　小学生くらいのころ、両親にベッドを買ってもらってはしゃいでいたが、その夜から夢のなかに生白い肌の女の子が現れるようになり、それ以来、ベッドが苦手になったのだ。しかしせっかく買ってもらったベッドを撤去してくれとも言い出せず、床で眠るようになった。それ以降、女の子の夢は見ていない。

　部屋の明かりを落とし、代わりにデスクライトを点灯させる。これくらいの明るさが文字の読みやすさを損ねず、かつ物語への没入感も得られてちょうどよい。

　読書を開始する。

　気まぐれで買ったこのライトノベルは当たりだ。キャラもいいし、ちゃんと笑える。ページをめくる手が止まらない。

　わくわくしながらページをめくる。

　手が止まった。リア充キャラが登場したのだ。過去になにかトラウマがある奴だ。そしていやに根暗主人公に突っかかってくる。

　──出やがったな、佐藤洋一……！

　キャラの名前は佐藤洋一ではない。しかし光成にとってこいつは佐藤洋一だった。

　本のなかで佐藤洋一は主人公に論破されていた。胸がすっとした。なんだか自分が佐藤洋一に勝ったような気分になったのだ。

　そして主人公はヒロインたちといちゃいちゃしはじめる。

「お前も佐藤か！」

　光成は本をぶん投げた。

「くそっ、なんだこれ、全然楽しくないぞ高校生活！　こんなもんか？　お前の力はそんなもんか？　俺をもっと楽しませてみろ！」

　光成は布団の上を転げ回って手足をばたばたさせた。

「ああ正直に言うよ、未練たらたらだよ！　とくに苦労もなくモテたいよ！　悪いか！　悪いわけがない！　みんなそうだろうが！」

　立ちあがって天井に向かって叫んだ。

「可能性すらなくなった俺はどうすりゃいいんだよ！」

　床が「ドドドン！」と鳴った。一階にいる母、光みつ代よが天井をモップの柄かなにかで突いたのだ。いまのは「黙れ」という意味だ。

「ええ……？　おかしいだろ。対話だ！　対話を要求する！　俺は動物園の猿じゃねえぞ！」

　床が「ドドドド、ドドドドド！」と鳴った。意味は「殺すぞ、早く寝ろ」である。ちなみにこれを無視すると直接の折せつ檻かんが行われ、待遇は動物園の猿以下となる。

「はい」

　光成は弾はじかれるようにライトを消して布団に飛びこんだ。深いため息をつく。

　──俺はいったいなにを間違ってしまったんだろう。

　シミュレーションは完璧なはずだった。

　中学時代、あらゆるラブコメを読み尽くした。そして不満に思った。

　主人公たちはわざわざ窮地に陥ろうとしていないか？　と。突然、耳が遠くなってヒロインの重要なセリフを聞き逃し、シリアスな場面でセクハラをかまし、そのくせモーションをかけられると臆病になって逃げ回る。

　自分ならもっとうまくできる。もっとちゃんとした主人公になれるはずだ。

　あらゆる場面を想定し、とるべき言動をシミュレートした。こう言ってきたら、こう返そう。セリフは一言も聞き逃すまい。性欲に負けてセクハラはすまい。ヒロインの情熱には全力をもって誠実に応えよう。ヒロインたちを悲しませたりは絶対にしない……。

　だから、高校生活は必ずうまくいくと思っていた。

　中学校を卒業する少し前、光代が光成に、

「お前、最近なんか変わったな」

　と言った。光成は、自分の努力が実ったのだ、これで高校生活は安泰だ、そう思った。

　しかし光代の言葉は光成の期待とは違った。

「ツッコミがうまくなった」

「……は？」

「ツッコミがうまくなったっつったんだよ。ナントカっていう芸人みたいだな。名前は思い出せねえけど」

「い、いや、ほかに変わったところは」

「？　ねえけど」

　愕がく然ぜんとした。高校デビューを目指し、ラブコメを解析し、努力に努力を重ねて光成に残ったものは、少々のツッコミの腕と多大な徒労だった。

　結果は知ってのとおり、敗北。

　光成はもう一度、大きなため息をついた。

　目をつむったとたん、今日の出来事がフラッシュバックして眠りを邪魔しにやってくる。光成にとってはジ○リ映画の再放送みたいなもので「はい来ました恒例のあれね」といつもどおり「でも俺は戦った」の呪文を「バ○ス」感覚で唱えているうちに、とろとろとした眠気がやってきて、やがて意識は暗転した。




　　　○




　鼻孔をいい匂いがくすぐった。魚の焼けた香ばしい匂いだ。

　意識が覚醒するにつれ香りは強くなり、強くなった香りがさらに意識を覚醒させる。

　階下から黄色い声が聞こえてくる。光代と、もうひとりの声。

　──また来てるのかよ……。

　光成は盛大にため息をついてダイニングへと向かった。

「あ、おはよー！」

　料理をしていた旭あさひ川かわ柚ゆず葉はが光成に気がついて振り向いた。少し癖のある長い髪をポニーテールにまとめ、制服の上にエプロンを着けている。窓から射さしこむ朝日に照らされて、柚葉の笑顔が輝いている。

「ああ、うん……」

　しかし光成はぶすっとしてダイニングのイスに座った。

　柚葉は光成の幼なじみだ。しかし徹底的に性格が合わない。

　どちらかと言えば家で落ち着いて読書をしたいタイプの光成とは違い、柚葉は選択肢の最上位に「とりあえず外に出て身体からだを動かそう」が厳然と、それこそ殿堂入りするレベルで常にランクインしているような娘こだった。

　──合わない、じゃないな。苦手なんだ。

　子供のころ、アニメが見たいと言っているのに強引に外に連れ出され、引っぱり回されたあげく、どこか知らない街に置き去りにされたことがある。あのときは光成が行方不明になったと近所を巻きこんでの大騒動になった。また別のときには、公園の一番高い木に無理やり登らされて、落っこちて腕を骨折した。右腕の内側にはそのときの手術跡が残っている。

　柚葉といるとろくなことがない。これはもう一種の刷りこみだった。

　テーブルに朝食が並べられる。白米に味噌みそ汁しる、アジの塩焼き、漬け物、納豆。柚葉の作るメニューはいつも純和風だ。

　──そして悔しいことに、めちゃくちゃおいしい。

　味噌汁の出汁だしの風味も、アジの塩加減も完璧だった。柚葉の料理を食べているときだけ、柚葉への苦手意識が雲散霧消する。

　その神懸かり的な味つけに、光成はうめいた。

「ほんとに……なんなんだお前。どうやって作ってるんだこれ」

「んー？　わかんない」

　光成の正面に座り、頰ほお杖づえをついていた柚葉は小首を傾かしげた。

　レシピは適当なのだ。だから毎回味が違う。なのに毎回うまい。

　メシマズという言葉がある。有り体に言えば料理が下手、あるいは下手なひとのことだ。彼らあるいは彼女らは、レシピ無視のアレンジを施して失敗するのが定番である。

「メシマズキャラじゃないとおかしいだろ……」

「メシマズ？」

「料理が下手な奴のことだよ」

「え、わたし、下手かな……」

「違う、逆だ。うますぎてなにかチートを使ってるんじゃないかって言ってるんだ」

「うますぎて……」

　柚葉はにへーとだらしない表情になった。

「いや、チートだぞチート。意味わかってるか？」

「イタリアのパセリかなにかでしょ？」

「そのイタリアのパセリへの信頼感はなんだ。あとイタリアのパセリの名前はまんまイタリアンパセリだろうが。そうじゃなくて、ずるだ。なにか不正をやってるんじゃないかって言ってるんだ」

「ええ？　してないよお」

「お前の料理がうまい理由を長年考えてきたけど答えが出ない。解明できれば世の中からメシマズが消えて世界平和に貢献できるかもしれないんだ。だから真面目に答えろ」

　柚葉は腕を組み「う～ん」と考えこんだ。そして光成を上目遣いでうかがう。

「あ、愛情、とか……」

　柚葉の顔が真っ赤になった。恐らく光成の顔も同じ色になっている。

「な、なんて！　なんてね！」

「新婚夫婦みたいだねえ」

　換気扇の下で煙草たばこを吹かしていた光代がぼそりと言った。

「それはない！」

　照れもあり、光成は間髪入れず否定した。

「孫は男女ひとりずつな。名前は龍りゆう基きと安あん娜な」

「ビジョンが明確すぎて怖い。あとヤンキー臭さを少しは隠せよ」

「もー！　おばさんったらもー！　コウくんも……困るよね？」

　柚葉は照れながら、ちらっと光成の顔を見る。

　──くっ……！

　光成は柚葉のこの表情が苦手だった。期待と不安が入り交じったような笑顔。この笑顔のせいで光成は行方不明になり骨折した。くわえて味噌汁のうまさで苦手意識のハードルが下がっている。そうなると柚葉は、

『自分を好いてくれる幼なじみの美少女』

　でしかなくなる。

「ごちそうさま！」

　そう意識したとたん急に恥ずかしくなって、光成は叩たたきつけるように箸を置き、ダイニングを出る。

「あ、待って待って！」

　柚葉が「これ、よかったら……」と差しだしたのは、青い巾着に入った弁当だった。これももちろん柚葉の手作りだ。

「いや、前にも言ったけど、こういうのはちょっと……」

「そ、そうだよね。迷惑だよね。ごめん……」

　と、寂しそうな笑みを浮かべる。

　──だからその顔はやめろって……。

「ああ、待て待て」

　背を向けた柚葉に声をかける。

　──これはシミュレーション。ヒロインを悲しませないためのシミュレーションだ。

「ウインナーはタコになってるのか？」

「なってるけど……」

「じゃあやっぱりもらうよ。好きなんだ、あれ」

「……うん！」

　柚葉は満面に喜色をたたえた。

　──くそ……。なんか今日はずいぶん積極的だなこいつ……。

　光代が「ちょろさは父親似だな」とつぶやいた。光成は光代をにらみつけたが反論はしなかった。そのとおりだと思ったからだ。

　柚葉はエプロンをはずした。

「今日はどこの助っ人だ？」

「バレー部！」

　柚葉は玄関を飛び出して一度振り返り、ぶんぶんと手を振ってから走っていった。

「朝から元気だな、まったく」

　やはり彼女とは生きる速度が違うなと光成は改めて思った。




　　　○




　春の朝はまだまだ空気がひんやりとしていて、鼻の奥がつんとする。

　柚葉ほどではないが、光成も少し早めの時間に登校することにしている。クラスメイトとニアミスせずに済むからだ。

　しかし今日は家を出るのが早すぎた。光代が柚葉との仲を茶化したせいだ。光代はどうにか光成と柚葉をくっつけたいらしい。

　──ない、それはない……。

　行方不明や骨折では済まない未来が容易に想像できる。うますぎる飯とストレスで胃腸がやられるのは間違いない。

　時間を潰すためにわざと遠回りする。住宅街のせまい路地を身体を横にしながら歩き、広い道へ出た。

　その瞬間。

　身体の側面を激しい衝撃が襲った。走ってきた誰かに衝突されたらしい。

「きゃ……！」

　吹っ飛ばされて、地面に肩を打ちつける。うめき声を漏らしながらなんとか上体を起こし、尻餅をつく相手をにらみつけた。怒鳴りつけてやろうとしたのだ。

「……」

　しかし光成は馬鹿みたいに口をぽかんと開けることしかできなくなった。

　女の子だった。光成と同じ須部石高校の制服を着ている。ネクタイの色は緑、つまり光成と同じ学年ということになる。

　──でも……。

　こんな女子は見たこともない。

　この『見たこともない』という言葉にはふたつの意味がある。ひとつ目は、学校内で彼女を目にしたことがない、ということ。もうひとつは、こんなライトノベルから飛び出してきたような現実離れした容姿の少女をいままで見たことがない、ということ。

　外国の血が混じっているのだろう、豊かな金髪のロングヘアーをサイドでくくっている。切れ長の目は南国の海みたいな碧へき眼がんで、いまは不快そうに歪ゆがんでいた。

　黒のサイハイソックスに包まれたすらっとした脚が投げだされている。ぶつかった勢いでスカートがめくれあがっているから当然、下着が見えるわけで、光成もちらっとは見たのだが、それよりも彼女が蕎麦そばの出前みたいに持ったトーストが気になってそちらに目を奪われた。

　少女は、はっとしたようにスカートを直して光成をにらみつけた。

「み、見たわね」

　トーストは顔の高さでキープしたままである。
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「み、見たと言えば見たけど決して見たうちには入らない！」

「なによそれ」

「君の言う『見た』って言うのは全神経がパンツに向いた、ということだろう。悪いが、いやなにが悪いのかはわからないが、十割の意識のうち一割程度しかパンツには向いていない！」

　光成は早口で言い訳した。

　──油断した……！

　トーストをくわえた美少女と曲がり角でぶつかるなんて王道中の王道、古典と言ってしまってもいい。ゆえにシミュレーションをおろそかにしてしまっていた。

　しかし光成はとっさに『脱衣所のドアを開けたら着替え中のヒロインがいた』シチュエーションのリアクションを頭から引き出し、応用したのだ。

　見た、見ていないなどという話は水掛け論にしかならない。だから見たことは認め、しかし意識のリソースは一割程度しか割いていない、と主張する。意識という定量的でないものに対して割合を持ちだすことにより直感的にわかりづらくし、煙けむに巻く算段だ。

　少女は眉をひそめている。少なくとも怒ってはいないらしい。なかなかよい対応ができたと光成は自画自賛した。

「要するに、見はしたのね？」

　煙に巻いても、要されると立つ瀬がない。

「そ、そうなる」

「そう！」

　怒号が襲いかかってくるかと思いきや、どういうわけか少女は我が意を得たりとばかりに破顔した。立ちあがり、スカートの埃ほこりを払う。身長は百七十センチほどだろうか、光成と同じくらいの背丈だった。

「で、ど、どうだった？」

「なにが？」

「なにか……感じた？」

「……は？」

「い、いや、だから……。わたしのパ……パンツ」

「……うん？」

「だから！　わたしのパンツを見たときのあなたの気持ちを述べよって言ってるの！」

　──なんだその現代文の設問みたいなのは。

　素直にパンツの感想を述べても罵られる未来しか見えない。それに正直なところパンツよりも、ずっとかかげられているトーストのほうが気になっている。

「いや、とくにはなにも。それよりそのト」

「はああ!?　馬鹿じゃないの！」

　なぜかキレられた。

「女神と見まごうばかりの美少女が下着を露あらわにしたというのになによその淡泊な反応！」

「お？　君はあれだな？　痛い子だな？」

「転んだんだから痛いに決まってるでしょ」

「その反応、もしかしなくても馬鹿だな？」

「パンツを見ないほうが馬鹿よ！」

「いやもうなんなの」

　痴漢されたことないのよ～、と残念そうに話すおばさんみたいなものだろうか。

　──見なかったことに後悔がないといえば噓うそになる。でも……。

　光成はトーストに目をやる。彼女はあいかわらず、カクテルをお盆に載せて運ぶバニーガールみたいにトーストをかかげている。

『パンツを見ないほうが馬鹿よ！』

　と、のたまったときもずっとかかげていた。どう考えても彼女のほうが馬鹿っぽい。

　なにか理由があるのではないか。思いもよらない、トーストをかかげざるを得ない理由が。だから光成はパンツよりトーストに目がいってしまうのだ。

「そのトーストさ、なんでかかげてるの？」

「トースト？　いまはそんなことどうでも」

「いや、パンツをちゃんと見なかったのはそのトーストが気になったからで」

「なんで気になるのよ。食べてたに決まってるでしょ」

「いやそうじゃなくて。なんでお盆みたいに持ってるのかなって」

「だって、バター塗ってるし」

「ん？」

「いやだから、表にバターを塗ってるんだから、つまんだら指が汚れるでしょ」

「……。じゃ、じゃあなんで高くかかげてるんだよ」

「なんとなく食べ物は地面から離したいじゃない」

　光成は天を仰いだ。

　──つまんねえ。

　事実は小説より奇なりというが、あれは例外的に突飛な出来事がピックアップされているだけで、九十九パーセントは小説のほうが奇である。そして今回の出来事はその九十九パーセントのほうであったということだ。

　光成は少女に背を向けて歩き出した。

「ちょ、ちょっと」

　少女が呼び止めた。

「なに急に落ちこんだみたいに」

「いや、なんか……こういうところなのかなって」

「こういうところ……？」

　光成はとつとつと語った。

「アドリブがさ、利かないんだよ……。だから俺は起こりえるシチュエーションをすべて想定し、こんなことを言われたらこんな言葉を返そうって、たくさんストックしておかなきゃまともに会話のキャッチボールもできない。『トーストお盆持ち』という想定外が起こっただけでこの体たらくだ……。こんなおいしい場面で洒しや落れた言動もできなければ、逆にビンタのひとつも食らうことができない……。そんな俺を笑うがいいさ！　はは、あははははははははははははははは！」

　光成は泣きながら笑った。少女は顔を引きつらせて後ずさりした。

「大半なに言ってるのかわからないけど……。なんかごめんね……」

　光成はゆるゆるとかぶりを振った。

「いいんだ」

　そして路地にもどる。

「え？　ちょっと。いまあなた路地から出てきたわよね？」

「そうだけど」

「じゃあなんでもどるの」

「いま言ったろ」

「いつなにを言ったのよ」

「想定外の出来事に対処できないって」

「……だから？」

「想定内なら対処できるんだよ。だから『トーストお盆持ち』のパターンを練習しておきたい」

「わたしが協力する流れなの？　これ」

「あくまでシミュレーションだから。大丈夫、君を好きになるとか、そういうことはまったくないから」

「ちょっと待って、なんでわたし振られたみたいになってるの？」

「ほんとごめんなさい」

「なんで振られたみたいになってるの！」

　少女は地団駄を踏んだ。

　興奮する彼女を見て精神的に優位に立てたためか、光成は冷静になった。

　──考えてみればおかしな話だな、パンツを見せたいなんて。そういう性癖なのか、あるいは……。

　光成は息を吞んだ。

「もしかしていじめか？」

「は、はあ？」

「パンツを見せて誰か適当な男を引っかけてこい、とか」

　光成は目だけであたりを見回した。

「監視はされてるのか？　されてるなら、そうだな……パンツを見た振りをしよう。実際は見ない。で、『あの男子は女の子には興味がない奴だった』とでも報告すればいい」

　少女はしばらくぽかんとしていたが、急にぷっと吹き出した。

「監視はされてないわ」

「そうか、それはよかった」

　鞄かばんから生徒手帳をとりだし、メモのページに名前と電話番号を書いて、引きちぎり、少女に渡した。

「なにかあれば力になる」

　少女はメモを受けとった。

「あなた……ほんと、バカね。……まあいいわ」

　渡されたメモを人差し指と中指ではさみ、ひらひらと振る。

「ほら、もう行きなさいよ」

「君も同じ学校だろ」

「一緒に登校しようって？　ナンパ？　地味そうなのに大胆ね」

「ち、違う」

「用事を思い出したの。別にあなたを振ったわけじゃないから傷つかなくていいわよ」

「俺だって別にナンパしたわけじゃない」

「はいはい。いいから行けって言ってるの。じゃあね」

　──なんなんだよ……。

　光成は言われたとおり背を向けて歩き出した。

　しばらく歩いてから名前を聞いていなかったことに気がつき、

　──ほらな。こういうところだ。こういうところがダメなんだよ、俺……。

　気分を落ちこませながら学校へと歩く。

　しかし、彼女の名は、すぐあとに知ることとなる。




「千ち歳とせ初うい乃のです。よろしくお願いします」

　転校生はそう自己紹介して優雅にお辞儀をした。

　頭を上げた初乃と目が合った。彼女は意味有りげな視線を寄こし、ウインクした。

　担任教師は初乃に窓側の後ろの席、光成の隣に座るよううながした。

　初乃はクラスメイトの視線を一身に浴びながらしずしずと歩み、隣の席に着席する。

「よろしく、光成」

「いきなり呼び捨てか」

「あなたもわたしを呼び捨てて構わないわよ？」

「う、うぃ……」

「それは同意？　それとも嚙かんだのかしら」

　口元を押さえくすくすと笑う。光成はふてくされたように言った。

「それより、転校初日ってことは、さっきのやつはいじめではなかったのか？」

「当たり前じゃない。わたしがそんな弱──」

「なんだよ……よかった」

　光成はほうっと安あん堵どのため息をついた。初乃は言葉を飲みこんでしまった。

「すまん、いまなんか言ったか？」

　初乃は顔をそらした。

「べ、別に。さっきのはただのハプニング。だから気にしないで」

「すごいな。激突からの転校なんて王道展開、ほんとにあるんだな。でもそれならさ、目が合ったら『あ、あんたはさっきの！』だろ」

「王道は理解しているつもりよ。でもわたしそんなキャラじゃないもの。それくらいの改変は許されるんじゃない？」

　初乃が机をくっつけてきた。

「教科書がないの。見せてもらえる？」

「そこはベタなのか」

「王道は理解してるって言ったでしょ？」

　初乃は首を傾かしげて微笑ほほえんだ。




　　　○




　昼休み、昼食をとったあと光成は図書室へ向かった。

　噂うわさの転校生、千歳初乃を見ようと、別のクラスどころか上の学年の生徒までやってきて廊下は一杯で教室に入れないし、入ったところで初乃の周りに光成の居場所はない。

　だから図書室に避難したのである。しかしとくに読みたい本があるわけではない光成は、室内をぶらぶらあてどもなく歩き、書架に並んだ背表紙に目を滑らせるだけだった。

　──お？

　ある一冊のタイトルに目をとめた。

『ひな壇芸人に学ぶ　絶大な存在感の出し方』

　よくある自己啓発書の類だ。この手の本を読んだからといって人格ががらっと変わるわけではないことはわかっている。わかっているが、タイトルに惹ひかれてしまうのも事実だ。光成は吸い寄せられるように手を伸ばした。

　その手が、横から伸びてきた手に触れた。

　はっとして手を引っこめ──られなかった。

　光成の手はしっかりと握られてしまっていた。

　ひんやりとした手だった。白く長い指が光成の手をからめとっている。

　手の主である少女は、気け怠だるげな表情にうっすら悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべて光成を見つめている。ショートボブの銀髪には所々黒のメッシュが入り、ほっそりした肩にアコースティックギターのケースを提げていた。彼女もまた『ふたつの意味で』見たことのない生徒だった。大人っぽく見えるが、ネクタイをしていないので学年はわからない。

　陽性の柚葉や初乃とは逆の病的な香りのする美しさに、光成は身をこわばらせた。

　そのうち手を離してくれるのではと思ったが、まったくその気配がない。彼女は少し痛いくらい光成の手を強く握り、じっと目を見つめてくる。

「あ……」

　光成はやっとのことで声を出した。

「すいません。本……先にどうぞ」

　同じ本に興味を持ったのだろうかと思った。

「違うよ」

　彼女の声は吐息混じりの、まるでフルートのような声だった。

「本は関係ない。わたしは君の手を握るべくして握ったんだ」

「そ、そうですか」

　我ながら間抜けな応答だと思った。

「い、いや、なんで……？」

「なんでだと思う？」

　──ええ……？　なんなのこのひと……。

　図書室で女の子が男の子の手を握ってくる理由……？

　──それは……、そりゃあ……、その……。

「す、す、好……」

「手相に興味があるんだ」

「思ったとおりっ」

　声が裏返った。

「どうしたんだい？　手が汗でたぷたぷだよ？」

「さっきスポーツドリンク飲んだんでっ」

「そう。変わった体質だね」

　ふふ、とフルートの声で笑う。

「さ、開いて見せて」
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　まるで催眠術にでもかかったみたいに、光成は素直に手を開いた。

　手のしわを彼女の細く長い指がつっとなぞる。背筋がぞくぞくとする。心臓がばくばくと脈打つ。くすぐったくて腰が砕けてしまいそうだ。

「ふうん」

　彼女が指を止め、あるしわを示した。

「こことここ。珍しい線がふたつもあるね」

　中指と薬指のつけ根あたりの線だ。

「奇遇だね。実はわたしにもある」

　広げた彼女の手のひらにも、たしかに似たような線があった。

「さて、なんの線だと思う？　ヒントは一次的欲求」

　と、顔を覗のぞきこむ。

　──なんか……わかってきたぞ。このひとは俺をからかってるんだ。そして慌てる俺を見て喜んでる……。

　光成は頭をフル回転させた。

　──こんな状況で『一次的欲求』なんて言われたら、どうしたって性的欲求だと答えたくなるけど、多分、誘導だ。「君はエッチだね」って俺をからかうつもりなんだ……！

　光成は不敵に笑った。

「わかりましたよ……。食欲とか、そういうやつでしょう」

「エロスとアブノーマルの線だよ」

　考えたところで、すでに前門の虎後門の狼おおかみだったらしい。

「気が合いそうだね。いや、性的嗜し好こうかな」

　固まる光成に、彼女は背を向けて手をひらひらと振った。

「わたしはいつもだいたい第二音楽室にいる。その気になったら来てほしい」

　いったん立ち止まって顔だけ振り向ける。

「そう、言い忘れていた。わたしは星ほし置おき柊ひいらぎという。君の名は？」

「伊達、光成です……」

「光成くんか。以後よろしく頼むよ」

　柊が去ってからも光成は、自己啓発書の棚の前で立ち尽くしていた。




　　　○




「絶対おかしい」

　鬱うつ陶とうしい幼なじみが特別かわいく思えた朝に、金髪美女の転校生と激突し、図書室でミステリアスな銀髪美女に誘惑された。

　初乃まではまだいい。ラブコメの王道みたいな展開が実際に起こってしまいました、と笑い話にできる。しかし柊までいくとどうだ。

　誰かが『偶然も三度続けば必然だ』と言った。

　──いや、ないない。

　誰かが意図的に幼なじみを積極的にして、金髪美女を転校させて、銀髪美女に誘惑させたのか？　どうやって？　どのように？　なんのために？　不可能だし、意味がない。

　そう考えるとこれは──。

「モテ期、というやつか」

　人生には三度のモテ期が訪れるなんて話を真に受けるわけではないが、それがいっぺんにやってきたような気分だった。

　そしてそれは継続中であるらしい。

　下げ駄た箱ばこの蓋を開けると、そこにはかわいらしい封筒が置かれていた。

　光成は固まった。

　──俺は死ぬのだろうか。

　真剣にそう思った。幸運がつづきすぎている。運に総量があるとすれば、前借りしすぎてすでに赤字になっているのではなかろうか。

　──俺はきっと校門を出たとたんタンクローリーに轢ひかれて死ぬ。轢かれなくてもなにかしらの理由で死ぬ。あるいはすでに死んでいて、これは走そう馬ま灯とう的ななにかかもしれない。

　思考が危うい方向へ行きかけたのを、光成はぶるぶるとかぶりを振って追い払った。

　周りの目を気にしながら封筒から便せんをとりだした。そこにはこう書かれている。

『伊達光成様　体育館裏で待ってます　留る萌もい五いつ花か』

　──体育館裏……。

　光成はぶるりと震えた。

　幼なじみ、転校生と激突、図書室で手が触れあう、体育館裏……。

　──王道すぎないか？

　仮に本当にモテ期が来ているのだとしても、女の子と出会うきっかけは、実際はもっと自然でさりげないものではないのか。クラスメイトだからなんとなく、とか、同じ部活だからなんとなく、とか。

　なんだかこれじゃあ──。

「ラブコメじゃねえか」

　何気なくつぶやいたその言葉が、一連の状況を表すのにこれしかないと思えるほどしっくりきた。

　──待て、待て、落ち着け……。

　深呼吸をした。

　──出会いくらい誰にでもあるだろ。勝利者と敗北者を分けるのはむしろ、出会ってからの接し方じゃないか？　それに、一度に四人と出会えたからといってよりどりみどりってわけじゃないだろ、ラノベじゃあるまいし。柚葉はともかく、初乃と柊さんは出会ったばかりだし、この手紙の娘こは顔すら知らない。まあでも……。

　光成は目をつむった。

　──みんなと交流を深めて、そして、誰かと自然に『そういう関係』になれたら最高だな……。

「なにこいつ、笑ってる、きもっ」

　ギャルギャルしい格好の女が光成に簡潔な罵声を浴びせて玄関を出ていった。

　──お前とは交流してやらん……！

　光成は背中に向かって念を送った。

　──ともかく、ラブレターの主に会ってみよう。

　もう一度、ラブレターに目を落とす。

　よく見るとおかしな手紙だ。事務的すぎる。どんな気持ちで、どんな目的で光成を呼び出すのかわからない。それに『留萌五花』という娘を光成は知らない。こんな変わった苗みよう字じなら忘れるはずがない。

　しかしその怪しさは逆に、この手紙がフェイクである恐れも打ち消してくれている。モテない男子をからかうために手紙で呼び出し、のこのこ体育館裏へやってきた彼を囲んで笑いものにする、あの悪行。もしそれであるならば、もう少し手紙の文面を凝った色気のあるものにするはずだ。

　──ま、俺にそんないじめを受けるほどの存在感もないけどな。

　自虐ではない。事実を述べたまでだ。なのに少し涙が出た。




　光成は気を取り直して体育館裏へ向かう。体育館からは、なにを言っているのかよくわからないかけ声や、床を打ちつける音、そして靴底のこすれるキュ、キュという音が聞こえてくる。

　丈の高い雑草の生える地面を踏み、体育館裏へと進む。

　体育館とブロック塀とのあいだに、小柄な少女が腕を組んでたたずんでいる。身長は百五十センチくらいだろうか。ふわっとボリュームのあるショートカットで、幼い顔立ちをしている。須部石高校の制服を着てはいるが、中学生、下手をすれば小学生に見える。

　──あの子が留萌五花……？

「伊達光成さん。急に呼びだしてすいません」

　小柄な身体からだにお似合いの甲高いアニメ声だった。

　彼女は光成を知っているようだった。緊張しているのか、口をきゅっと結んでいる。

「君が留萌さん？」

「五花でいいです。お時間は大丈夫ですか」

「うん、まあ、うん、問題ない」

　暇で暇でしかたないのだが、予定がゼロであると正直に申告するのははばかられた。高校生活に敗北した光成にも、一片のプライドは残っていたらしい。

「単刀直入にうかがいますが」

　五花は緊張の面持ちで問う。

「彼女はいらっしゃいますか」

「い、いないけど」

「よ、よかったー」

　五花はほっと胸をなでおろした。

　──来た。

　交際相手の有無を確認、いないとわかってからの安あん堵ど。

　──もうこれは確定と言っていいのではないか。

　恋の告白である、と。ならばつぎの台詞せりふは決まっている。

『ずっとあなたが好きでした……。付き合ってください！』

　これだ。

　──しかし、ここで多くのラブコメ主人公は慌てたり、逆にがっついたりしてチャンスを棒に振ってしまう。俺は違う。この場合、慌てず騒がず、誠実に答えるのが最適解だ。

　つまり『お友だちからはじめましょう』だ。

　無難でなにが悪い。これはラブコメではない。

　──俺はこのチャンスを逃さない……！

　五花は言った。

「その調子で頑張ってください」

「お友だちからはじめま──はい？」

「はい？」

　五花は怪け訝げんな顔をした。ふたりのあいだに妙な沈黙が流れた。

「その調子って……どの調子？」

「あ、すいません。先走りましたね。その調子というのは、そのまま誰とも付き合わずに過ごしてくださいということです」

　光成は愕がく然ぜんとした。

「……あ、あのさ」

「はい」

「初対面だよね？」

「ええ」

「……なんでそんなひどいこと言うの？」

　光成の頰ほおに熱いものが流れた。五花はぎょっとする。

「え、な、なんで泣いてるんですか!?」

「だ、だって君が……お前は一生、女性の柔肌に触れられない人生を送れって……！」

「そんなこと言ってないじゃないですか！」

「じゃあなんなの。なんで君は俺の孤独を願うの？」

「わたしが願っているのは世界平和です」

「意味わからん。なんで恋人のいない、いたこともない俺が平和を乱すんだよ。そういうのは不特定多数に粉をかけてる佐藤みたいな奴に言えよ！」

「誰ですかそれは」

「いやすまん、私怨が入った。──そうか、君はあれか、ボランティアスタッフを募集しているのか。俺がフリーなら手が空いてるし、スタッフが増えれば平和に貢献できるし」

「いえ、ボランティアは関係ありません」

「じゃあ宗教の勧誘か？　うちは実家が寺だから無理だぞ」

「それも違います。──しかしなるほど、『光成』さんという名前は僧名なんですね。言われてみれば納得です」

　五花はうんうんとうなずく。

「すまん、実家が寺というのは噓だ」

「なんで噓ついたんですか!?」

「そうやって断れって母親に教わったんだよ。というかボランティアでも宗教がらみでもないとするとなんなんだ」

「つかぬことをうかがいますが、いま複数の女性と『いい感じ』になっていませんか」

　光成は図星を指されてうろたえる。その様子を見て五花は難しい顔になった。

「いいですか、伊達光成さん。それ以上、仲を深めないでください。あの調子です」

「またかよ。今度はどの調子」

「朝と昼にふたりの女性と急接近していたじゃありませんか。あのときのように、いかにもモテない接し方をしていれば問題ありません」

「見られてたのか……。というか、俺は一生懸命モテようと頑張っていたつもりだけど」

「ええええええ!?」

　五花はこの世の終わりみたいな顔をした。

「え、なんなの、なんでそんなおっきい声出すの。俺なんか変なこと言った？」

「いえ、その……」

　五花は慈愛に満ちた笑みを浮かべた。

「くじけないでくださいね」

「俺、そんなダメだった……？」

「ま、まあ大丈夫ですよ。来世があるじゃないですか」

「今生では無理な感じですか……？」

　今度は光成がこの世の終わりみたいな顔をする番だった。五花はパンパンと手を鳴らして「話をもどしましょう！」と、とり繕うみたいにことさら大きな声で言った。

「わたしは──いえ、留萌一族の女は、毎日同じ夢を見ます。木の夢です。その木は少しずつ少しずつ生長していきます。一族の女はそれを見守るんです」

「やっぱり宗教じゃないの」

「先祖はシャーマンだという話ですから、あながち違うとも言い切れませんが」

「で、なんで見守るんだ？」

「異常が起こったときに対処するためです。──枝の先に、大きな青い実がなるんです。それが異常の初期段階。その実は徐々に大きくなり、赤く熟し、そして……重みに耐えられなくなった枝は折れる」

「よくわかんないけど……。折れるとやばいのか」

「未み曾ぞ有うの大災厄が起こると伝えられています」

「で、君はその『青い実』がなった夢を見たからここに来た、と？」

　五花はうなずいた。

「まあ、信じられないでしょう。でも証拠があります」

　五花はバッグからスマートホンをとりだした。

「じゃーん！　こっちに来るときにおばあちゃんに買ってもらいました！　一番新しいやつですよ！　六インチですよ！」

　六インチのスマホは五花が持つとタブレットに見えた。彼女はぎこちない手つきで操作する。

「これです」

「『ラブノート』……？」

　ウェブ小説サイト『小説家になりたい』に投稿されている小説のタイトルらしかった。

「これが？」

「この小説……というか、あらすじを読んでみてもらえますか？」

　光成はスマホを借りて、あらすじに目を通す。




『どこにでもいるふつうの高校生・伊達光成は、昼休みの図書室で美しい銀髪をした少女・星置柊に突然、手を握られる。「手相に興味があるんだ」彼女はそう言うと光成の手相を見る。ふたりにはエロスとアブノーマルの相があった。「気が合いそうだね。いや、性的嗜し好こうかな」。エロスとアブノーマルのラブコメ、開幕』




　──なんだ、これ……。

　昼休みの出来事が小説として投稿されている。投稿日時は昼ごろ、柊と出会う少し前だった。

　ほかのエピソードも確認してみた。




『どこにでもいるふつうの高校生・伊達光成は、登校中、金髪の美少女と激突する。パンツを見たことをとがめられると思いきや、少女は言った。「わたしのパンツを見たときのあなたの気持ちを述べよって言ってるの！」。少女・千歳初乃はその日、光成と同じクラスに転校してくる。どうやら彼女には特殊な事情があるようで……？』




　エピソードはまだあるようだった。画面に触れる指が震える。




『どこにでもいるふつうの高校生・伊達光成には幼なじみがいる。旭川柚葉というその少女は快活、元気だけどどこか抜けている女の子。光成は彼女のことが苦手で距離をとっていたが、あるときから急に柚葉が積極的になりはじめ……。胸がきゅんとするようなピュアなラブストーリーがはじまる』




　投稿者の名前は『はるせみ』。

　光成は口を手で押さえて考えこむ。五花が言った。

「身に覚えがありますよね？」

「……ああ」

「執筆者──我々一族は『語かたり部べ』と呼びます──が物語った内容は現実となる。一種の言霊です。そして語り部は、その三人のなかにいるようなんです」

「三人のなかに……。それも夢で？」

「ええ。だから慎重になってほしいということです。『彼女』はそうとは知らずに神に近い力を行使しています。あなたが雑に扱おうものなら彼女は傷つき、世界の破滅を物語るかもしれません。ほかの誰かに知られれば、私利私欲のために悪用されるかも。そうしたら彼女は無事でいられるでしょうか？」

「要するに彼女──はるせみは触れアンてはタツいけチヤないブル、ってことか？」

「そうです。慎重に距離を保ちながら、しかし傷つけないよう離れすぎず、彼女を探し出し、執筆をやめるようそれとなく誘導する」

「難しいな、それは。しかしそいつはなんで俺をラブコメの主人公にしたんだ？」

「わかりません。しかし過去の語り部は皆が皆、愛を物語ったと言います。そして愛の物語でしか現実は改変されない」

「なんでまた」

　五花は襟足の毛を払った。

「愛は世界を変えるんですよ」

「うわっ」

「うわってなんですか！」

　五花は顔を真っ赤にして抗議した。

「お前ちんちくりんだからそういう仕草死ぬほど似合わないな」

「ひとが気にしてることをずけずけと！」

　五花は涙目になる。光成はあごに手をやった。

　──投稿者の名前は『はるせみ』……春はる蟬せみ？　それともＨＡＲＵＳＥＭＩで、アナグラムになっているとか……。

　頭をひねってみるが、三人の名とはつながりそうもなかった。五花は期待に満ちた目で光成を見あげた。

「なにか妙案が？」

「う～ん、そうだな……。なかなか楽しかったよ」

「はぃ？」

「中二病もほどほどにしとけよ。俺みたいになるぞ」

　光成は背を向けた。

「じゃ、帰るわ」

「え、ちょちょちょー！」

　五花はまた光成の腕にすがりついた。

「またまたまたー！　そんなひとの悪い。冗談ですよね？」

「いや、本気だけど」

「っていう冗談ですよね！」

「いや、冗談抜きのやつ」

「からのー？」

「いや、からの、とかないから」

「で、でもでも！　小説は読みましたよね。予言してたんですよ！　あれは噓だと？」

「星置さんと会ったのは昼だぞ。準備する時間は充分にあっただろ。ついでに言っておくと俺が『どこにでもいるふつうの高校生』って観察眼なさすぎだ。俺が標準なら日本の未来が暗すぎるわ」

　五花の笑顔が徐々にしぼんでいき、うつむいてしまう。小さな手が光成の腕から離れ、だらんと垂れさがった。

　つぎに顔を上げたとき、五花は笑顔にもどっていた。

「そ、そうですよねー。現実が改変とか……それこそ小説のなかだけにしとけって話ですよねー！」

「……」

「そうです、全部冗談です！　楽しんでいただけてよかったです。時間とらせてすいませんでした」

「ああ、じゃ」

「それでは」

　光成は踵きびすを返した。

　最後に見た五花の顔、目元は見えなかったが、口元が堪えるようにきつく結ばれていた。

　ぢくり、と胸が痛んだ。それは柚葉が例の笑顔を見せるときの罪悪感に似ていた。

　こんな気持ちを抱えたまま日常にもどったら？

　それはきっと骨折よりも痛い。

　光成は立ち止まった。

　──これはシミュレーション……。中二病オカルト女子を傷つけないためのシミュレーションだ。

　そう自分に言い聞かせ、再び踵を返した。

　五花が顔を上げる。光成は彼女の目の前に立っている。

「冗談だ」

　光成は言った。しばらくぽかんとしていた五花の目に涙がたまりはじめる。彼女は目をごしごしと拭いて笑った。

「じょ、冗談でしたかー！　引っぱりすぎですよ」

「実はな……俺は人間ではない」

「……はぇ？」

　悲しそうな顔をしていたと思ったら笑って、笑ったと思ったら今度は目を点にしている。ころころ変わる顔に光成は笑いそうになりながらも表情を引き締めた。

「異星『アミラス・ノヴァ』から転生してきた異星人で、ゆえあって『伊達光成』としてこの世界に潜伏している。『ジン』を──おっと、詳しくは言えないが、同じくこちらにやってきた敵を探しだし、倒さねばならん。俺の、光る拳『シャイニングフィスト』でな。まあ、有り体に言えばヒーローみたいなものだな」

「ひ、ヒーロー……」

「伊達光成──伊達政宗の伊達に、光に成る、だぞ？　どことなく主人公っぽいと思わなかったか？」

「お、思いました」

「だろう。俺にも使命がある。しかし幸い敵はいま大人しい。ならば、別の危機──君の言う『未曾有の大災厄』を防ぐのはやぶさかではない。ヒーローだからな」

「さすがです」

「これで秘密を共有する者同士……運命共同体となったわけだ。よろしく頼むぞ、五花」

　五花はこくこくと頷うなずいた。微笑ほほえんでいるのに涙は浮かんでいるし、鼻の頭は真っ赤だ。

「もう冗談はなしですよ」

「もちろん。約束だ」

　固く握手をする。

　──やっぱり、中二病には中二病で対処するのが正解だな。

　五花の話は、にわかには信じられないことばかりだ。しかし彼女の表情は……あの悲しそうな表情が、噓うそとは思えなかった。それなら信じたつもりで行動してみよう。それで五花の笑顔が買えるなら安いものだ。

　後悔はしていない。きっと断ったほうが後悔をしていたから。

　いや、正直に言おう。

　──めちゃくちゃわくわくしてきた。

　この感覚は、あのときと──高校の入学式と同じ高揚感だった。まぶしい未来に向かってひた走っていた、あの感覚。

　──戦って……今度は、敗北しない。俺は……俺の人生の主人公になる……！

　与えられたリベンジのチャンスをものにするために、光成は行動を開始することにした。







[image: ２章　ラブコメのマシンガンで君を撃ち抜こう]







『最近、妙に積極的な柚ゆず葉はにたじたじの伊達だて光こう成せい。「今日は……大切な用事があるの」と柚葉の家に呼ばれたからさあ大変！　果たして柚葉の大切な用事とは？　ふたりの関係はどうなっちゃうの？』







　気がつくと光成は見慣れない部屋にいた。

「は？」

　まばたきをした瞬間、風景が一変していたのである。

　──ここって……柚葉の部屋？

　最後にここへやってきたのは小学校低学年のころだ。調度品などは変わっているが、間取りや窓から見える景色に見覚えがある。

　光成は自分の服装を確認した。先ほどまでは上下スウェットだったはずがシャツとジーンズに様変わりしているし、高校デビューできたらつけようと思っていたリングネックレスまで首にぶら下げている。髪に触ってみると、しっかり整髪もしているようだった。

「え、なに？　なんなの？」

　明日は休日だからと、徹夜するつもりでＰＣのオンライン対戦型戦車ゲームをプレイしていたはずだ。それがなぜ、おめかしして柚葉の部屋に瞬間移動しているのだろう。

　ルルル、と尻のあたりでスマホが鳴ってびくりとなる。尻ポケットからスマホをとりだし耳に当てた。

「も、もしもし」

『光成さん、五いつ花かです』

　そのアニメ声は間違いなく五花のものだった。

「あ、い、五花。おおお落ち着いて聞いてくれ。瞬間移動で、は、早着替え……歌舞伎役者も真っ青……！」

『光成さんが落ち着いてください。──ラブノートに新たな小説が投稿されました』

　光成はバカみたいに「新たな小説が投稿？」とオウム返しに聞いた。

『あらすじを読みあげますね』

　五花はこほんと咳せき払ばらいした。

『最近、妙に積極的な柚葉にたじたじの伊達光成。「今日は……大切な用事があるの」と柚葉の家に呼ばれたからさあ大変！　果たして柚葉の大切な用事とは？　ふたりの関係はどうなってしまうのか！　乞こうご期待！』

「お前の声で読みあげるとアニメの次回予告そのものだな……」

『ふざけてる場合ですか』

「あらすじなのに『乞うご期待！』はおかしいだろ」

『それは……わたしがつけ足しました』

「お前もノリノリじゃねえか」

『い、いいじゃありませんか別に。ともかく、小説が投稿されて現実が改変されました。前に言ったとおり、適切な距離を保ち、探りを入れてください』

「いや、待て待て。小説の内容は？　先を読めば展開がわかるだろ」

『あらすじと序盤しか書かれていません。あとはアドリブで』

「む、無理！　それ俺が一番無理なやつ！」

『起こってしまったものはしかたないでしょう！　気張ってください。あ、スマホは通話状態のままで』

「そ、そうだ！　三人に片っ端から小説書くのやめてってお願いしたら」

『過去に同じことを考えたひとがいました。お願いに出かけたそのひとは、二度ともどらなかったといいます』

　背筋がぞっとした。

『ですから語かたり部べはアンタッチャブルです。肝に銘じてください』

「アンタッチャブルだけど探ってこいとか、お前よくこの短いセンテンスで矛盾できるな」

『では頑張ってください』

「待って、マジで待って……！」

　ドアの向こうから階段を駆けあがってくる音が聞こえた。光成はとっさにスマホをテーブルの下に置く。

　──まさか本当に現実が改変されるなんて……。

　五花の話を完全に信じるしかないようだ。

　柚葉がお盆を持って部屋に入ってきた。

「おまたせ～。……コウくん、顔が汗でびしょびしょだよ？　大丈夫？」

「ち、違うよ！　……とくに理由は思いつかないけど違うよ！」

　柚葉は「そっか」ととくにこだわる様子もなく、おしぼりを差しだす。光成はそれを広げて顔を覆った。ひんやりしたおしぼりで火ほ照てった顔が冷やされて、少しだけ冷静さがもどってくる。

　──落ち着け。女の子の部屋に呼ばれるなんて、ラブコメではよくあるイベントじゃないか。

　そう自分に言い聞かせ、深呼吸をする。

　──それに、相手は柚葉だ。慌てる要素がない。

　今日の柚葉はロング丈のセーターを着て、ニーソックスを履いていた。運動でよく鍛えられた太ももが強調されて目に飛びこんでくる。光成は思わず顔をうつむけた。

　──ちょっと見ないあいだに育ちやがって……。

「お昼、まだだよね」

　柚葉は光成の前にいなり寿司ずしと太巻きの載ったお皿を置いた。そして湯気と香ばしい香りの立つほうじ茶を茶ちや碗わんに注つぐ。

　正面に座った柚葉は「召しあがれ」と光成をうながした。にこにこと笑っている。

「じっと見られてると食いづらい」

「ごめんね、じゃあカメラ越しに見るね」

　と、ピンクのカバーをつけた小ぶりなスマホをとりだして光成に向けた。

「お前マジか」

「なにが？」

「お前がやってるのは『熱中症でつらい？　じゃあ暖房入れるね』っていうのと同じだからな？」

「そう？　じゃあ、どうやって見たらいいの？」

「見んなって言ってるんだよっ」

「そうだったの？　コウくん、言い方が文学的すぎて難しいよ」

「過去の文豪たちが草葉の陰でぶち切れるぞ」

　軽口を叩たたいたことでようやく落ち着いた光成は柚葉の部屋を観察した。カーテンや小物、家具がピンクで統一されている。

　──ずいぶんと女の子らしい部屋になったもんだな。

　光成を連れ回して骨折させた暴君の面影はない。

　ベッドのシーツはともかく、枕元にある猫のぬいぐるみまでピンクなのはさすがにやりすぎではないか、と光成は思った。

　──あれを抱いて寝てんのかな……。

　ぬいぐるみを胸に抱き、悩ましげな声をあげて寝返りを打つ柚葉のしどけない姿が脳裏に浮かんだ。ピンクのパジャマの胸元が開いて谷間が覗のぞき、ズボンはずり下がって、むっちりとしたお尻にゴムが食いこんでいる。寝苦しいのか、顔には苦く悶もんの表情と寝汗が浮かんでいた。

　引くくらいにリアルな妄想だった。エロス＆アブノーマルの手相は伊達だてではないらしい。

　視線を感じて目をもどすと、柚葉が頰ほおを染めていた。

「こ、コウくん……いまもしかして……『そういう』想像してた？」

「い、いや」

　言い訳が口をついて出そうになったが、光成は必死で飲みこんだ。

　こういう場合、下手に言い訳しないほうがいい。内容の正当性は関係なく、ともかく女は言い訳という行為自体を嫌うものだ──ということを光成はラブコメで学んだ。

「まあ、そうだな。すまん」

「え、ええ……？　コウくん対応が大人……！　否定しないんだ」

「いや、まあ事実だし……」

「そ、そう。でも、ちょっと嬉うれしいかな……」

「は？　嬉しいのか？」

「ご、ごめん、いまのなし！」

　手をぶんぶんと振る。

　──なにを慌ててるのかわからないが、とにかく怒ってはないみたいだな。

「ちなみにだけど、コウくんは……ベッドのほうが……？」

　柚葉は上目遣いでちらっとこちらを見た。

　──ベッドのほう……？　寝る場所の好みか？

「いや、俺は布団派だな」

「そ、そうなんだ。和風だね」

「まあどこでも寝れるけど」

「ど、どこでも!?　どこでも……その、至るんだ……!?」

「至る……？」

　──眠りに、ってことか？

「まあ、至るな。わりと」

「す、すごいなあ……。進んでるんだね」

「そうか？　子供のころからそんな感じだぞ」

「こここ子供のころから!?　それは進みすぎじゃない!?」

「母さんと車で買い物に出かけるときも、後ろの席ですぐに」

「お母さんの後ろですぐに!?」

「手がかからなくて助かるって言ってたぞ」

「教育の手間はかからなそうだけど……」

　柚葉ははあと息をついた。

「すごいなあ……。わたしまだ子供だなあ……」

　柚葉はなにかを決意したような表情でぎゅっと拳を握り「わたし頑張るから」などと言っている。

　──……なにを？

　ひとりで盛りあがる柚葉は置いておいて、光成は部屋の観察を再開する。

　そして気がついた。

　──本棚がない……！

　光成にとってそれは衝撃的であった。光成の部屋には漫画やらライトノベルを入れるための書棚が四台あり、そのどれもが一杯で、五台目を購入しようか、読まない本は処分して電子書籍に移行しようかと悩んでいる真っ最中である。

　それが。

　──本棚が、ない……！

　勉強机に教科書を並べるための本立てがあるだけだった。

「あんまりじろじろ見ないで。照れる……」

　柚葉がもじもじしている。

「お前、読書しないのか？」

「するよぅ。雑誌？　とか」

「雑誌は読書じゃないだろ」

「ええ？　でも楽しいよ？　コウくんは楽しいから本を読むんじゃないの？」

「うぐっ……！」

　文学にしろファッション雑誌にしろ、読む目的は楽しむためだ。深い人物描写に感銘を受けるのと、雑誌から得た知識で明日のコーディネートを考える楽しみと、どちらが優れているかなんて誰が定義できるだろう。

　柚葉のなにげない一言に、大事なことを教えられた気分だった。

　──まあ俺も文学読まないけど。

　買ってみたことはあるが、読んだことはなかった。文豪たちにぶち切れられるのは光成も同じだった。

　──だいぶん前から俺のことを主人公にして小説を書いていたみたいだし、『はるせみ』は俺のことを昔から知っている奴、つまり柚葉の可能性が高いと思ったけど……。

　この線は薄いか、と光成は思いはじめていた。

「それよりさ、食べて」

　光成はうながされるままに、箸を手にとりいなり寿司を口に運んだ。

　思わず、額を手で押さえる。

　──めちゃくちゃうまい……。

　甘辛くジューシーな揚げをかみ切ると、酢飯がほろりと口にこぼれてくる。その酢加減も濃すぎず薄すぎず、実に光成の舌に合っていた。咀そ嚼しやくすると酢飯の甘みとともに、白ごまの香ばしい香りが鼻を抜けていく。

　柚葉の料理を食べると脳に快楽物質があふれ出るようだった。

「よかった」

　柚葉は嬉しそうに微笑ほほえんでいる。

「俺はまだなにも言ってないぞ」

「うん。ふふ」

　言うまでもなく、わかってる。柚葉の表情はそう語っている。

　──悔しい……でもうまい……！

　またたく間に完食し、ほうじ茶を飲み干す。空になった茶碗をもてあそんでいると、柚葉が「あ」と声をあげた。

「おかわり淹いれてくるね」

　お盆を持って部屋を出ていく。光成はテーブルの下のスマホを手にとった。

「五花、俺、探る、無理」

『なんで片言なんですか』

「ふつうの会話で精一杯の人間が、それとなく探りを入れるとか無理なんだよ。現実見ろよ」

『わたしが説教される理由がよくわかりませんが……。じゃあ、部屋を探ってください。ウェブ小説ならパソコンかスマホで書いているはずです』

　部屋にパソコンはない。柚葉のスマホはテーブルに置いてあった。

「ええ……。なんか罪悪感がすごいんだけど……」

『わかりますけど、ここは心を鬼にして』

　光成は柚葉のスマホに手を伸ばした。鼓動が速くなる。

　──指紋認証か。

　本体下部に指紋センサーがある。四桁のＰＩＮコード入力ならまだしも、指紋認証のロックを解除するのはほとんど無理だ。

　光成はなかばあきらめながら、電源ボタンを押した。

　あっさりホーム画面が表示された。

　──ロックしてないのかよ……！

　スマホも本人同様、締まりがない。

「ほ……」

　変な声が出た。

　ホーム画面が光成と柚葉の写真だった。小学生のころ、一緒に撮った最後の写真。光成はぶすっとしてそっぽを向き、柚葉は弾はじけるような笑顔で光成と腕を組んでいる。

　良心が激しく痛む。

『な、なんですか、なにかあったんですか!?』

「幼いころの思い出が俺の胸をえぐる」

『なんで急にポエムを』

「ホーム画面の写真が俺の写真だった。子供のころのだけど」

　五花が息を吞のむ気配がした。

『千ち歳とせさんや星ほし置おきさんはほぼ初対面ですけど、柚葉さんは幼なじみ……。最初から、いえ、昔からずっと光成さんのことを好きだったとしても不思議ではありません』

　ラブコメにおける、幼なじみキャラの王道である。

『身近な存在であれば探りを入れやすいと思いましたが、近すぎる分、かえって危険かもしれません。我々は──いえ、光成さんは死地に飛びこんでしまったのかも』

「え、なんで急に突き放すの」

『ともかく探してください。執筆用アプリか、小説のデータを』

　気は進まないが、毒を食らわば皿までとホーム画面を確認する。

　ホーム画面はごちゃごちゃしていた。画面下部のドックにまでフォルダを置いて、アプリで一杯になっている。手当たりしだいアプリをインストールして消さずにとっておいているらしい。しかもフォルダは『１』『２』『最近』『読む』『好き』といった、本人にしかわからない名前分けがなされていた。

　とりあえず、小説を連想させる『読む』のフォルダを開いてみるが、なかは雑誌アプリのみで、テキストエディタはおろか『小説家になりたい』の公式アプリすらない。『好き』のフォルダも雑誌のアプリばかりだった。

　──分ける意味ねえ……！

　ほかのフォルダも調べようとしたところ、一階のドアが開け閉めされる音が聞こえてきた。もうすぐ柚葉が帰ってくる。

「や、やばい、もどってくる。全然調べてないのに……！」

『も、もうこうなったらスマホを壊しましょう！　はるせみであればよし、なければ……』

「なければ？」

『すいません』

「全部罪をかぶせてお前だけ逃げる気か……！　それにこの短時間で他人のスマホを完膚なきまでぶっ壊すとか完全にやばい奴だろ……！　なんて言い訳すればいいんだよっ」

『神に命令されたって言えば……』

「余計やばい奴だろ……!!」

　とんとん、と階段を登る足音が近づいてくる。ふたつのスマホをそれぞれ元の位置にもどした。

「おまたせ～」

　柚葉は新しく淹れたほうじ茶と、葉の形をした皿に載ったかりんとうを光成の前に置いた。

「あ、ありがとう」

　心臓が激しく脈打っている。罪悪感で柚葉の顔を見ることができない。

　かりんとうをぽりぽりかじる光成を、頰ほお杖づえをついて見つめていた柚葉が、急に身を乗り出してきた。

　柚葉の顔が近づく。ゆったりとしたセーターの首回りが広がって、胸元が奥まで見えた。

　光成が弾かれたみたいに上を向くと柚葉は「動かないでね」と言って、光成の口元についたなにかをつまんでとった。

「でんぶついてた」

　指先にくっついた桜でんぶを、柚葉は躊ちゆう躇ちよなく自分の口に入れた。

　──ずるい……ずるい……！

　耳まで熱くなるのを感じる。

「そ、そういえばさ！」

　恥ずかしさに耐えきれなくなって声をあげる。

「なにか用事があるんじゃなかったっけ？」

「あ、うん……」

　今度は柚葉が顔を赤くしてうつむいてしまう。

　女の子の部屋で、テーブルをはさんで向かいあい、顔を赤くしてうつむく、男子と女子。

　──あれ？　これ……。

「あ、あのね！」

　──これ……、やばいのでは？

「実はね！」

「待っ……！」

「ＬＩＮＥ、交換してほしいの！」

「……ラ？」

「イン」

「ライン？」

「ライン」

　ちょっとまれに見るくらいアホっぽいやりとりだった。

「い、いや、かな……？」

「別にいやじゃないけど」

「よかった……よかった～」

　柚葉はそう言って、急にぽろぽろと涙を流しはじめた。

「ええ!?　ちょ、なんで泣いてんの!?　ええ!?」

　ティッシュの箱を差しだすと、柚葉は五枚も六枚も引き抜いて、顔を覆うみたいにして鼻をかんだ。

「ま、まあ、落ち着け。な？　水分補給しろ」

　ほうじ茶を差しだすと、柚葉はそれを一息で飲み干した。

　ほうじ茶の香ばしい香りが功を奏したのか、柚葉は幾分落ちつきをとりもどしたようだった。

「泣くほどのことか……？」

「だって、嫌われてると思ったから……」

　子供のころのことを言っているらしかった。

「別に嫌ってはないけど……」

「でも、最近までずっと、避けられてる気がしてた……」

　それは事実だった。別に子供のころの嫌な思い出を引きずっているわけではない。中学に上がるころには柚葉への悪感情などなくなっていた。距離を置いていたのは単に、一度離れた幼なじみと、どうやってもう一度近づけばいいのかわからなかっただけだ。

「だから嬉うれしくて……うれじぐでぇ……！」

　再び感情の波が押し寄せ、柚葉の顔はくしゃくしゃになる。

「落ち着け！　な？　嫌ってないから。まあ、ちょっと厄介な娘こだと思うけど。けど！　おもしろい奴だと思うぞ！　俺は！　うん！」

「嬉しいよぉ……。死んだら真っ先に走そう馬ま灯とうに流れてくるレベル……」

「例えが儚はかない……」

　光成はテーブルの下のスマホを手にとった。五花との通話を終了し、ＬＩＮＥのアプリを起動する。ＱＲコードでＩＤを交換すると、早速メッセージが送られてきた。

　ハートマーク。

　柚葉がはにかむ。光成はなんとか笑ってみせたつもりだったが、頰ほおが引きつっていたかもしれなかった。

　ハートマークに『あばよ』のスタンプを返し、光成は柚葉の家を飛び出した。




「あっぶねえ！　あっぶねえ！」

　とても危なかった。ハートマークが送られてきた瞬間、付き合うとか付き合わないとかいう次元を飛び越えて、郊外に家を借りてふたりの子供（龍りゆう基きと安あん娜な）、白い犬一匹とともに柚葉と暮らすビジョンが見えた。

　──圧倒的新妻力……！

　光成は走った。幸せな家庭のビジョンから逃れるために。

　そしてカフェに飛びこんだ。

　ウェイトレスにレモンスカッシュなどを注文し、奥の席へ向かう。

　そこには五花が座っていた。だぼっとしたシャツにデニムのショートパンツを穿はいている。光成が近づくのに気がつくと、ぎろりとにらみつけ、あごで前の席を示した。光成はうながされるままに座り、縮こまった。

　五花は腕を組み、不機嫌を隠さない声を出した。

「で？」

「で、とはなんのことでしょう？」

「言い訳があるなら聞きますけど」

「言い訳？　言い訳をしなければならないことはなにも……」

「ずいぶんラブコメしてましたけど」

　光成は言葉を失い、さらに縮こまった。

「幼なじみの家で昼食をごちそうになり、過去を清算し、ＬＩＮＥの交換、ですか。勘違いですかね？　わたしには仲が進んだようにしか見えませんけど」

「五花って怒ると語尾に『けど』がつくんだな」

「はあ!?　つきませんけど!?」

「すすみません」

　光成は、五花は絶対大家族の長女だ、と思った。

　──これは大家族の長女にしか出せない圧だ……。

　五花は深いため息をついた。

「もっと緊張感を持ってください。柚葉さんがはるせみだったら、光成さんとの距離が縮まったことで気持ちが高ぶり、より多くの改変をはじめるかもしれません。別の誰かがはるせみでも、柚葉さんと仲よくしているところを見られたら、嫉妬でめちゃくちゃな投稿をはじめるかも。どちらにしろ『未み曾ぞ有うの大災厄』へまっしぐらです」

「き、気をつける」

　光成は運ばれてきたレモンスカッシュでのどを潤した。

「でも、なにもわからなかったわけじゃない。柚葉の読書量を考えれば小説を書いているとは思えないし、ざっと見た感じ、テキストエディタ系のアプリはなかった」

「はるせみ候補から除外するには弱すぎますけどね。なにも得られないよりはまし、という感じです。それよりも」

　五花はじいっと光成を見つめた。

「わたしは心配です。──光成さんが情に流されないか」

「情？」

「今日も……わたしのときもそうだったでしょう。光成さんは、その場その場で相手が喜びそうなことを──いえ、違いますね──相手が傷つかなそうな言動を選択する」

「そんなことは……」

「相手が泣いてすがってキスをせがんだら、あなたは振りほどけますか」

「が、頑張る」

「そこですよ！　なぜそこで振りほどけると断言しないんですか！　光成さんは少々自覚が足りない！　そもそも──」

　くどくどと説教がはじまる。

　同級生の女の子に正論を叩たたきつけられてそろそろ心が折れそうになったころ、ウェイトレスがやってきて、五花の前にパフェを置いた。

　この時期限定のメロンパフェである。赤々と熟したカットメロンがパフェグラスの上で花びらのように広げられていてこぼれ落ちそうだ。アイスと生クリームの下にはサイコロ状に切られた緑肉のメロンがぎっしりつまっている。最後までメロン尽くしの超豪華パフェである。

　五花の説教は停止していた。吊つりあがっていたまなじりが垂れさがり、瞳はキラキラと輝いている。

「こ、これは……？」

「おごりだ。食べてくれ」

　五花は震える手でスプーンを手にとり、先の紙ナプキンをはずして、生クリームに突き立てる──寸前で「はっ」と息を吞んだ。

「買収ですか！　わたし、そんな安く見積もられてるんですか！」

「違う、これは買収じゃない。──お礼だ」

「お礼？」

「情けない俺のために腐心してくれる五花への、感謝の印だ」

「感謝の印……」

「やましい気持ちなんて一点もない。だから、食べてくれ」

「で、でも」

「ほら、早く食べないと、感謝の印が溶けてしまうぞ？」

「あ、あわ、あわああ」

　五花はスプーンを出したり引っこめたりしている。本能と理性のせめぎ合いだ。

　光成はだめ押しする。

「しかたない。食べないなら俺が」

「食べまーす！」

　五花はとてもいい笑顔で生クリームとメロンを頰ばった。

「ん……ふ……」

　そして泣いた。むせび泣いた。

「泣くほどか」

「わたしは、夢をつかみとった……」

「は？」

「わたしは夢をつかみとった！」

　五花が急に、戦乱のつづいた国を治めた王のようなことを言った。

「都会のぉ、カフェで……限定の、パフェを、食べてる……！　あのわたしがですよ!?」

「いやどのかは知らんけども」

「もう世界が滅亡しても悔いはない……」

「それお前が一番言っちゃいけないやつ」
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「ああ……おばあちゃんにも食べさせてあげたいなあ……」

　五花はパフェをひょいひょいと口に運ぶ。

「あ、でも許したわけではありませんからね？　これからはもっとちゃんとしてください。約束ですよ？」

　厳しいことを言いながら、五花は頰がゆるみきっている。

　──頼んどいてよかった……。

　ひとは甘いものを食べながら怒れない。これは、確かなことなどないと思えるこの世の中で、数少ない真理のひとつである。

　ぱくぱくとパフェを頰ばる五花はなんだかリスみたいで、見ているとこちらも笑顔になってしまいそうだ。

「ちなみになんだが。五花って大家族の長女？」

「いえ、違いますよ」

「予想がはずれたか……」

「七人兄弟の長女ではありますが」

「すっごい大家族だろ！」

「でもはす向かいの千せん田ださんは十五人兄弟ですし、うちはせいぜい中家族では？」

「うわあ……少子高齢化の日本にとってはありがたい存在……」

「千田さんのご長男は来年百歳ですけど」

「高齢化の原因真っ直ただ中なかじゃねえか！」

「戦時中の知識を活かしてＦＰＳ？　っていうゲームで上位ランカーになっているそうです。『いまの若い奴はなってない』が口癖です」

「社会の縮図だ……」

　すっかり機嫌の治った五花と別れ、繁華街の道を歩く。

　──柚葉は顔見知りだったからまだ調査もしやすかったけど、あとのふたりはどうしたもんか……。

　金髪の転校生、千歳初うい乃の。

　銀髪ギター少女、星置柊ひいらぎ。

　ふたりとも一筋縄ではいかなそうだ。

　いまの光成の気持ちのように、空はどんよりとした雲が垂れこめている。一雨くるかもしれない。

　光成は家路を急いだ。




　　　○




『美少女転校生・千歳初乃はさっそく光成にアプローチを開始する。しかしどうも彼女の様子がおかしい。実は、裏にはなにか企たくらみがあるようで……？』







「企みってなんだよ」

　光成は自宅のトイレでスマホの画面に向かって文句を言った。ラブノートに新たな小説が投稿されたらすぐに報しらせるよう設定しておいたのだ。

　五花に相談しようと連絡帳アプリを開いた──その瞬間。

　光成は学校の教室にいた。

「おわあ!?」

　驚きの声をあげ、股間を手で覆う。クラスメイトたちの視線が光成に集中した。

　光成は自分の姿を見おろした。

　パンツをずり下げている、ということはなく、きちんと制服を着ている。改変が起こったらしい。

「なん、つっ、て」

　言い訳がましくつぶやいたが、もう誰も光成のことなど気にしていなかった。

　隣の席の初乃を除いて。

「なに？　寝ぼけてるの？」

「いっそ夢であってくれと思ってる……」

「ほんと、あんたってわけがわからないわね」

　鐘が鳴る。黒板の上に設置された時計を見ると、昼休みの終了を告げる鐘らしかった。

「それより」

　初乃が顔を寄せてきた。光成は動揺して仰のけ反ぞる。スター女優並みの顔面を気軽に近づけないでほしい。

「あんたってなに部なの？」

「え、な、なんで？」

「だって、そう描い──」

「え？」

　なぜか今度は初乃が動揺する番だった。

「そうかい……そうかい……、そう！　身体からだを動かすのって爽快じゃない！」

「いや、俺、帰宅部」

「き、たくぶ？」

　目が泳ぐ。

「ああ、はい、帰宅部ね！　いかに速く帰宅するかを競う感じ？　の？」

「は？」

「じょ冗談よ！　スピードなんか必要ないわよね。データとか効率重視の」

「……？」

「と、これも冗談なんだけど喜んでもらえたかしら!?」

　初乃はぶつぶつと「スラングなんて知るわけないじゃない……」とつぶやいている。

「海外では帰宅部って言わないのか。要するに部活はやってないってことだよ」

「そ、そう、それ。わたしの国では言わないわね」

「じゃあなんて言うの？」

　初乃の片眉がひくりと動く。

「なにが、かしら？」

「いや、だから……ヨーロッパ系だよね？　東欧？　よくわからないけどルーマニアとかそのあたり？」

「そ、そうかもね」

「ルーマニアでは帰宅部のことをなんて言うの？」

「……」

　初乃は笑みを浮かべながら、滝のように汗をかいている。

「ル、ルゥ、マニアでは……」

「うん」

「部活は……ないわ」

「噓うそ!?」

　初乃は真顔で言う。

「噓じゃない。ルーマニアに部活はない。これは真実よ。だから帰宅部という概念はない」

「いやなにかしらあるでしょ。クラブとか」

「ないわ」

「サークル……」

「ないわ」

「でもルーマニアって結構サッカーが盛ん……」

「盛んじゃないわ」

「いやサッカー強いでしょ！」

「強くないわ」

「でもスペインの強豪チームにルーマニアの選手が」

「いないわ」

「でも」

「しつこい！」

　初乃は机を叩たたいた。

「ルーマニアには、なにもない！」

「その発言は国際問題になるぞ」

　初乃は手を伸べて、きらきらした目で遠くを見た。

「きれいな景色、おいしい空気──そう、『なにもない』があるの」

「いまさらきれいにまとめても手遅れだからな」

「うるさいわね！　わたしはただ、光成と一緒の部活に入りたかっただけよ！」

　教室がざわっとした。クラスメイトたちが光成と初乃に視線をそそいだ。男子は絶望と憤怒の、女子は驚きよう愕がくと好奇の視線だった。

　視線を感じたらしい初乃は、最初は怪け訝げんな表情できょろきょろしていたのだが、やがて自分がなにを口走ったのかに気がついたようで、ぼん、と爆発するみたいに顔を赤くして、

「違うの！　これは……これは違うのー！」

　と、わめきながら教室を駆け出していった。ドップラー効果で初乃の声がだんだん遠く低くなっていく。

「いや、授業……」

　初乃は結局授業がはじまってももどってこなかった。




「あれは事実よ」

　放課後、やっと教室にもどってきた初乃は開口一番に言った。

「あなたと同じ部活に入りたいというのは事実」

「だから俺は帰宅部……」

「なんでよ……困る……」

　初乃は頭を抱えた。

「そんなの描いてなかっ──」

「え？」

「そんなの描いてなかっ……ソンナノカイテナカッ……。──ルーマニア語よ！」

「意味は？」

「意味は……『これはペンです』よ」

「なんでいまそれ言ったの」

「言っちゃいけないの!?」

「いやいいけど……」

　初乃は胸の下で腕を組み、机の周りをぐるぐると歩きはじめた。

「これから部活を作るんじゃ時間がかかりすぎるし……入部するっていったって……」

　なにやらぶつぶつ言っている。初乃が「そうね」と立ち止まった。

「別に部にこだわらなくても……」

　ぐるりと身体を振り向けて光成を見た。

「今夜八時、学校に来てくれる？」

「え、なん──」

　初乃は人差し指で光成の口をふさいだ。

「女の子のお願いに男の子が返していい言葉はひとつだけ。──それは、イエス、よ」

　初乃は肩に鞄かばんをかけ、颯さつ爽そうと教室をあとにした。

　光成はあごに手を当てる。

　──どうしたらいい？

　近づきすぎるのは危険だが、近づかなければ探りを入れることもできない。

　下校中も家に帰ってからももんもんと考えつづけたが、答えは出なかった。




　そして光成は結局、夜の八時、学校にやってきてしまった。

　──五花の言うとおりだな……。

　自分がこんなに流されやすい奴だとは思ってもみなかった。今度はどうやって五花を懐柔しようかと考えを巡らせていると、初乃がやってきた。

　肩出しのワンピースにロングカーディガンを羽織り、肩にバッグを下げている。初乃がそんな格好で夜道を歩いてくると、映画の撮影でもしているのかと錯覚しそうになる。

　初乃は光成の姿を認めると、鼻白んだような顔をした。

「あら、ずいぶんと野暮ったい格好ね。わたしと会うのに」

　光成はパーカーとデニムといった格好だった。あくまで初乃に探りを入れるために近づくのであって、めかしこむ必要はない。

　初乃は「まあいいわ」と言って歩きはじめた。校門を横切り、角を曲がる。そしてくいくいと人差し指を曲げて光成を招いた。

　慌てて追いかける。初乃はちらと顔を振り向けた。

「夜に人目を避けて逢あい引びきなんて。わたしたち、特別な関係みたいじゃない？」

　悪戯いたずらっぽく笑う。光成は自分の胸をドン、と叩いた。

「どうしたの？」

「いや、なんでもない」

　特別な関係、という単語でときめきそうになった胸に制裁を加えただけだ。

　ぐるりと学校の裏まで回り、グラウンドにあるバックネットと金網の隙間から敷地に入りこんだ。

「お、おい。学校に入るのか？」

「そうよ。なんで学校前で待ち合わせしたと思ってるの？」

　初乃は暗がりのなかをずんずん進んでいく。

　そして校舎の端にある、いまは物置になっている校務補室の窓をからからと開いた。

「放課後に開けておいたの」

　そしてひょいと窓枠に乗りあげる。

　すると当然、位置的に初乃が上で光成が下になり、スカートのなかが見えてしまうことになる。ふだんならすぐにでも顔をそらす光成だが、ほんの数日前にパンツはしっかり見るべきだとなじられたばかりなので、今度は感想を聞かれてもいいようにとしっかりと目に焼きつけた。

　初乃が手を差しだした。

「さあ光成も……って、どうしたの？　真剣な顔して」

「今日のパンツ、高校生にしてはちょっとセクシーが過ぎると思うけど俺は嫌いじゃない」

　初乃のミュールの先端が光成のこめかみにめりこんだ。

「げはっ」

　視界が回転した。体育の授業でもここまで回転したことがないというくらい回転して、とうとつに頭から地面に着地した。まるで居合いのような蹴りだった。いまにも力が抜けそうなひじに鞭むちを打って身体からだを起こす。

「お前……なにすんだ……！」

「ひとの下着を見ておいて！　盗ぬすっ人と猛たけ々だけしいとはあなたのことよ！」

　初乃は校務補室のほうへ降り、スカートを押さえている。

「前にちゃんと見ろって言われたから見たんだろうが！」

「心の準備ってものがあるでしょ！」

「前のもハプニングだったろ！」

「ハプニングにも準備がいるの！」

「やらせじゃねえか！　バラエティ番組かお前は！」

　初乃はもう手を貸してくれないらしい。光成は自力で窓枠を乗り越え──ようとしてベルトが引っかかり、校務補室に頭から落ちた。窓際で光成はしゃちほこのように海老えび反ぞりになった。

「なにやってるの？　鈍くさい」

　初乃が渋面で見下ろす。

「違うんだ、飛び越えられたんだよ勢い的には。でもベルトが引っかかったんだ。鈍くさいんじゃないんだ」

「それを鈍くさいって言うのよ」

　ほら、と初乃は手を差しだす。今度は余計なことは言わずに助けを借りることにした。

「さ、目的地は我らが教室よ。先導してちょうだい」

　散々、光成を引きずり回した初乃はいきなり後ろへ回った。

「え？　俺が先に行くの？」

「わたしが先頭じゃ意味ないじゃない」

「なんだよ意味って」

「とにかくあなたが行くの！」

　──わけがわからない。

　スマホのＬＥＤで床を照らして廊下を進む。

　夜の学校が不気味なのは、昼間、喧けん騒そうに包まれているからだろうな、と光成は思った。ホラー映画も、日常パートが幸せであればあるほど、のちにやってくる恐怖パートが胸に刺さる。あれと同じ原理だろう。

　こつん、こつん、とミュールの音が反響する。それに混じって、激しい息づかいが聞こえてきた。

　光成は立ち止まる。

「いま変な声聞こえてこなかったか？」

「い、いえ、どんな？」

「はあ、はあ……って苦しそうな」

「き、気のせいじゃない？」

「そうか……？」

　再び歩きはじめると、やはりその息づかいが聞こえてくる。そればかりか、息づかいは徐々に近づいてくる。

『はあ、はあ……』『はあ、はあ』『はあ、はあ……！』

　そのとき、光成の腕に『なにか』がすがるようにからみついた。

「うおっ！」

　それは初乃だった。

「はあ、はあ……！」

　息づかいは初乃のものだった。ＬＥＤで照らしだされた彼女は顔が真っ赤で目が潤んでいた。腕に柔らかな感触と、速い鼓動を感じる。

　目が合う。初乃ははっと息を吞んだ。

「あ──きゃ、きゃー！　怖いー！」

　驚くほど棒読みだった。

「怖いからくっつくー」

「……」

「これはいたしかたないことー」

「……」

「……故意ではないのよぉー……」

　語尾がしぼんでいく。初乃は腕から離れてうつむき、低い声で言った。

「もう一回チャンスをもらえないかしら」

「なにがやりたいんだお前は！」

「わたしが怖がる女の子をやるから、光成はそれをなだめる男の子をやって」

「なんだその漫才の出だしみたいなの」

　光成は初乃の手を握った。初乃はびくりとなって目を見張った。

「怖いなら怖いって、素直に言えよ」

「違っ！　怖くは……な、ぃ……」

「え？」

　初乃はぶんぶんとかぶりを振った。

「怖い……」

　光成は初乃の手を引き、教室を目指した。

　──まあ、怖がる女の子の手を引くくらい、大丈夫だよな……？

　教室の前に着くと初乃はロッカーを開け、大きなバッグをとりだした。円筒状の革製で、しっかりした作りだった。

「持って……もらってもいい？」

「いいけど……。なんか調子狂うな」

「なんでよ」

「『ほら持たせてあげる』とか言われると思った」

　初乃はぷいっと顔をそむけると、バッグを押しつけ階段を上がっていく。

　十キログラムはあるだろうか、なにが入っているかはわからないが、そこそこ重いバッグだった。

　──いったいなにが入ってるんだよこれ。

　バッグを抱え、初乃のあとを追った。




　階段を上がり、塔屋へやってきた。正面に屋上へとつづくドアがあり、横の壁には物干し竿ざおや脚立が立てかけられている。初乃はショルダーバッグをごそごそ探り、鍵をとりだした。

　ドアに差しこんでひねると、バチッと音がしてあっさり解錠された。

「その鍵……盗んだのか？」

「鍵はコピーできるの。知らなかった？」

　ドアを開ける。ひんやりとした風が塔屋に吹きこんだ。初乃は乱れた髪を押さえながら「ほら、早く」と光成を呼ぶ。

　屋上へ出る。ごう、と風が鳴る。

「さあ、バッグを開けて。あ、高価なものだから、そっと置いてね」

　言われたとおり慎重に地面に置き、ファスナーをスライドさせた。

　顔を出したのは、真っ白な望遠鏡だった。

「そうか」

　やっとわかった。

「星を見たかったのか」

　暴れる髪を押さえた初乃が微笑ほほえんだ。光成は空を見る。

「でも今日、曇りだぞ」

「は？」

　艶あでやかな微笑みがぼろぼろと崩れた。初乃はもう一度「は？」と言って空を見あげた。頭上はただただ黒い。

「は？」

　初乃は再度そう言って、驚きよう愕がくの顔で光成を見た。

　一際強い風が吹いた。バタン！　と大きな音をたててドアが閉まる。

　風がやんでから光成は尋ねた。

「なんで天気を確認しなかった？」

「……」

　返事はない。徐々に顔が赤くなっていったかと思うと、

「……ぅっ！」

　と逃げ出して、ドアノブをつかんだ。ガチャガチャとひねっていたが、やがて脱力したみたいにしゃがみこんでしまった。

「開かなくなってるし……」

　光成も試してみた。ドアノブは回る。揺するように動かすと、ほんの少しだけドアが動くのだが、なにかがつっかえていて、それ以上は開かなかった。側そばに立てかけてあった脚立が倒れたのかもしれない。

　初乃は塔屋の壁にもたれて、すっかり肩を落としていた。

「そんな落ちこむなよ。電話で誰か呼べばいいだろ」

「そういうことじゃない……」

　傍らに置いたショルダーバッグから荷物が飛び出してしまっている。拾うのも億おつ劫くうだ、といった様子で初乃は深いため息をついた。

　──……？

　荷物のなかに、気になるものがあった。

　それは少女漫画だった。少女漫画には興味のない光成もなんとなく聞いたことのあるタイトルだ。拾いあげ、ぱらぱらとめくる。

　初乃が顔をあげた。どんよりとしていた目がみるみる険しくなって、

「み、見ないで！」

　と、手を伸ばしたが、光成はひょいとかわした。初乃の動きに切れがなくなっている。

「これ……」

　あるページに目がとまる。

　見開き一杯に星空が描かれている。その満天の星々の下で、主人公の少女と男の子が望遠鏡で星を覗のぞいていた。主人公の女の子が、気になる男の子と同じ天文部に入り、夜の屋上で星を見るエピソードだった。

　初乃を見た。体育座りで膝にあごを乗せている。顔は真っ赤で涙目だし、結んだくちびるをアヒルみたいにとがらせている。

　大人っぽい彼女が、いまはとても子供っぽく見えた。

　光成は自分の胸を拳で叩たたいた。ときめきそうになった胸に制裁を加えたのだ。しかし前のときほど効果は出なかった。

　初乃の隣りに腰を下ろし、漫画を差しだす。初乃は漫画をひったくった。

「笑えばいいでしょ」

「笑う理由ないだろ」

「なんでよ！　あるでしょ！　やることなすこと空回り！　おまけに全部少女漫画の受け売り！」

「フリースタイルラップやってんのか？」

　肩を小突かれた。

「いって！」

「あ～も～やだあ、帰りたい……」

　膝に顔をうずめる。

「俺たちなんてまだまだガキなんだよ」

　光成の言葉に、初乃は顔をあげて不審げな目をした。

「自分で考えて行動しろって言われたって、経験値が足りないんだからさ。わかんないんだ。だから『他のひとはどうやってるんだろう』って気にして、真似まねするしかないんだよ。まだな。もしかしたらずっとかもしれないけど」

「……なにそれ、なぐさめてるの？」

「なぐさめられたそうな顔してたから」

「……そんな顔してた？」

「ひどい顔だった。あんな顔見せたらファンが減るぞ」

　──いや、かえって増えるかもしれないな。

　ふたりはなんとなく無言になる。

　沈黙といよいよ下がってきた気温に耐えきれなくなって、光成は声をあげた。

「そろそろ助けを呼ぶか」

　スマホを取り出すと、初乃が、

「まだ、いい……」

　と、光成の肩にもたれかかってきた。

「寒いね……」

　カーディガンの襟元をかき合わせ、猫がすり寄るみたいに光成の胸に頭をこすりつけてくる。ふわりと甘い匂いが鼻をくすぐった。腕に熱く柔らかな感触。感じる鼓動は、初乃のものか自分のものか。

　初乃が顔を上げた。青い瞳がほとんど泣いているみたいに潤んでいる。

　ぷっくりとした桃色のくちびるに意識が吸いこまれそうになる。

　──あ、あ、あ……！

　見てはいけない。このくちびるを、これ以上直視してはいけない。頭ではわかっているのに、初乃のくちびるから目が離せない。

　くちびるとの距離が近づいた、ような気がした。無意識に近づいてしまったのか、意識のカメラがくちびるにフォーカスしてしまったのか。

　頭がぼーっとしてきた。

　──あれ？　なんで俺ここにいるんだっけ？　この目の前にいる娘こは……友だちだっけ、恋人だっけ……？　違う……恋人じゃない……けど……。ああ……柔らかそう……。キス……は、しちゃやばいよな………でも、なんでだっけ……？

　完全に我を失っていた。

　──とくに我慢する理由はないよな……？　いいよな、キスしても……。

　さらにくちびるに近づく。

　そのとき。

　塔屋のなかから『ガタン！』と物音がして、はっと我に返った。弾はじかれたように立ちあがる。

「き、脚立が動いたのかも！」

　ドアノブをひねると、ドアはあっさりと開いた。

「帰ろう」

　手を差しだすと、初乃はちょっと考えたあと、にっこりと微笑んでつかんだ。

　ぐいっと引き起こす。立ちあがるその勢いで、初乃の顔が光成の顔に近づいて──。

　初乃は光成の頰ほおにキスをした。

「はい？」

　間抜けな声が出た。目の前には悪戯いたずらっぽく微笑む初乃の顔がある。

「なに？　呆ぼう然ぜんとしちゃって」

「だ、だって、キ、キキ……！」

「キス？」

　初乃が鈴の音みたいに笑った。

「さよならのあいさつ。ルーマニアでは常識よ？」

　そんな言葉を残し、初乃は階段を駆けおりていった。

　光成はしばらく頰を押さえたまま、立ち尽くすことしかできなかった。




　校門前にもどって見たが、初乃の姿はなかった。もう帰ってしまったらしい。

　代わりに、五花が立っていた。仁王立ちだ。小柄なくせに、長女オーラのせいで大きく見える。

「ずいぶんとお楽しみのようでしたけど」

　──『けど』がついてる……！

　大変にお怒りになられている様子だった。

「な、なんだよ……もしかして尾行してたのか？」

「光成さんがなんの連絡もしてこないからじゃないですか！」

「あ、脚立をどかしてくれたのは五花か。ありがとう、助かったよ」

「ほんと……流されて流されて！　あなたは源頼朝ですか！」

「いや、意味がわか──あ、伊い豆ずに流刑にされたからね。うまい！」

「もうごまかされませんよ！」

　ごまかせなかった。ここには甘いものもない。あめ玉でも持ってくればよかったと後悔した。

「いやしかし待て！　俺もただ流されていたわけではない。『はるせみ』かどうかの見極めはしっかりとしていたさ！」

「そーですか。で？　どーだったんですか？」

　五花は露骨に胡う散さん臭くさげな顔になった。

「初乃ははるせみではない」

「根拠は？」

「はるせみは『王道的なシチュエーションにひとつ違和感を混ぜる』作風だと思う」

「……それはどういう」

「柚葉のときは『朝、起こしにこなかった』。幼なじみで、母親とも顔見知りで家に入りこめるのに、主人公の俺を起こしにこないなんてあり得るか？」

「……そういうものですか？」

「そういうものだよ。──そして初乃のときは『変なトーストの持ち方』。ぶつかって、下着を見てしまって、大げんかして……そんな最悪の状況からはじまるからあの手のストーリーは映えるんだよ。それをトーストで余計なことをして、台なしにした」

「それから？」

「一番違和感がひどいのは星置さんのくだりだな。図書館で手が触れあう王道の出だしなのに『エロネタにもっていった』し『ギターを背負っていた』」

「それのなにがダメなんです？」

「図書室で出会うのは大人しい図書委員とか読書好きの女の子と相場が決まってる。少なくともエロスの手相に興味がある積極的な女の子じゃない。それに、せっかく図書室で出会うのになぜギター少女なんだ？　しかも音楽室に誘われたんだぞ？　図書室である必要がないじゃないか。最初から『音楽室からもれ聞こえてきたギターの音色に誘われて』でいいだろ」

「ずいぶん詳しいですね」

　五花は呆あきれたような口調だった。

「それで、なぜ初乃さんがはるせみではないと？」

「王道すぎる。『屋上で星を見る』だの『閉じこめられる』だの。俺がアドリブで動くことで話の筋は変わるかもしれないが、だからって作風や雰囲気まで変わってしまうのか」

「それは……わかりませんが……」

「あれから俺もはるせみの小説を読んでみた。そこでわかったのは、はるせみは『オリジナリティをプラスして読者を楽しませようとしている』。王道的なシチュエーションを基礎にして、なにかをプラスしてくるんだ。良くも悪くもな。うまくいけば読者に刺さるし、うまくいかなければ余計なことするなって文句を言われる。実際、感想欄では賛否両論だったよ」

「……」

「でもやめないんだ、はるせみは。絶対にオリジナリティを入れてくる。俺はそこに確固とした信念を感じた。だから、仮に小説から離れてオリジナル展開になったとしても、はるせみの信念まで消えてしまうとは思えない」

「なるほど」

　五花はいつのまにか真剣な表情になっていた。

「それが本当なら……由ゆ々ゆしき事態ですね」

「なんでだよ。可能性がしぼれたんだから、喜ぶべき事態だろ」

「そう、ですね」

　含みのある響きだった。

「まあ、この件に関してはわたしが。光成さんは最後のひとり──星置柊さんに探りを入れてください」

　五花は難しい顔をしたまま去っていった。

　なにを憂慮しているのかはわからないが、ともかくいまは星置柊に注力するしかない。光成は彼女の顔を思い浮かべた。

　──いかにも……ラスボスって感じだ……。

　しかしそれは明確な目標が見えたことも意味している。

　光成は幾分軽くなった足どりで、夜の道を家へと急いだ。




　　　○




『図書室で出会った銀髪のミステリアス美女・星置柊の誘いを受け、光成は第二音楽室へ赴く。弁が立つ柊にからかわれるうちに、光成の中に被虐的な快感が生まれはじめ……？』







「生まれるかっ」

　初乃との一件で疲ひ労ろう困こん憊ぱいとなった光成は、癒しを求めてＴＡＴＳＵＹＡのライトノベルコーナーへやってきていた。

　そこにラブノートへの新規投稿を報しらせる通知。げんなりした。

　──さっき初乃のエピソードをクリアしたばかりだぞ……？　どんだけ速筆なんだよ。

　光成は手にとっていたライトノベルの新刊を平台にもどした。そして目をつむる。

　──一、二、三！

　まぶたを開くと、光成は第二音楽室に立っていた。パーカーとデニムだった服装は制服に様変わりしている。腕時計を確認すると、初乃エピソードの翌日の放課後らしかった。

　現実改変にも慣れ、落ち着いて対処できるようになってきた。エピソードに合わせて服装は替わるし、今日、受けたらしい授業の記憶もきちんとある。

　──そういや、アドリブにも慣れてきたな。

　前はシミュレーションしておいた内容をいちいち引き出しながら対応していたが、それでは間に合わないし、会話の内容が独特すぎて、そもそも引き出し自体が存在しない。

　──とくにこの人は。

　光成は正面を見た。その人物と目が合う。

「その気になった、ということかな」

　第二音楽室の真ん中、椅子に腰かけクラシックギターをつま弾いていた星置柊は、光成の姿を認めると、気け怠だるげな表情に、注意して見なければわからないほどかすかな笑みをにじませた。

　柊のほかに生徒はいない。広い音楽室でぽつんとひとり、ギターを弾いていたらしい。

　音楽室、放課後とくれば、吹奏楽部や軽音楽部が占拠しそうなものだ。

「貸し切りですね。部活とかで使われそうなのに」

「ああ、来たね、トロンボーンを持った子たちが。でも断ったよ」

「断れるものなんですか……」

　銀髪でどこか生気のない柊を、幽霊かなにかと見間違って逃げただけではないだろうか。

「ところで、なぜ光成くんはわたしに対して敬語なんだい？」

「先輩だと思ったんですけど、違うんですか？」

「ああ、どうだったろう。よくわからない」

「なんでわからないんですか……。何歳なんです？」

「女性に年齢を聞くのは失礼だ──」

「あ、すいませ」

「──と言うけど、なにが失礼なんだろうね？」

「なんですかその早押しクイズみたいな言い方」

「それでは問題です」

「まだ問題に入ってなかったんですか!?」

「面白いね、君は」

　ぴん、とギターの弦を弾いた。

「問題をつづけていいかな？」

「つづけるんですか……」

「わたしの年齢はいくつだと思う？」

　──まずいな……。

　初っぱなからペースを握られている。やはり役者が違うのか。

　──こっちがペースを握るのは難しいな……。向こうに合わせて、クリティカルを狙うしかないか。

「十……七歳、ですか？」

「それでいいのかな？」

「ええ」

「忘れていたが、もしもはずれたら、なんでも言うことを聞いてもらう」

「ペナルティが重い……」

「命にかかわるようなことは命令しないよ」

「俺が当てたら？」

「そうだね……、じゃあ」

　柊は身を乗り出すみたいにして、ささやくように言った。

「わたしを好きにしていいよ」

　光成の目は柊の胸元に吸いこまれた。シャツが第二ボタンまで開き、ほっそりとした鎖骨が覗のぞいている。

　柊はくつくつと笑った。かあっと顔が熱くなる。

「わたしはなにをされてしまうんだろう。さすがエロス＆アブノーマルだね」

「そ、それは星置さんもでしょ……」

「柊でいいよ。──さ、十七ということでいいのかな？」

「ちょっと待ってください」

　柊の罰ゲームなどなにさせられるかわかったものではない。絶対に回避しなくては……。

　──高校生なら十五歳から十八歳がほとんどだろ。でもあえて年齢を問題にするということは、もしかして違うのか……？　留年してる……？　まさか……、いや、十九や二十ならこの不思議な色気にも納得がいく……。しかしそう答えるということは、柊さんが留年していると俺が思ってることになるし失礼じゃないか……？

「十八で」

「それでいいのかな？」

「……ええ」

　柊はたっぷりと間をとった。光成はごくりとつばを飲みこむ。

「不正解。十七だったんだよ」

「最初ので合ってたんじゃないですか……」

「君は腹芸のできないタイプだね。無理はしないほうがいい」

　どきり、とする。クイズの読みあいの話なのか、それとも光成が探りを入れようとしていることを指しているのか。

「さて、なにをしてもらおうかな」

　音楽室を見回すみたいにして考えている。

「まあ、とりあえず保留にしておこうか」

　保留、という言葉にかえって気が重くなった。処刑を延期されたようなものだ。

「それよりも、今日はよく来てくれたね。うれしいよ。わたしはいつもひとりだったからね」

「でも柊さんモテそうですけど」

「わたしは想像を絶するぼっちだよ。図書室で君と話したろう？　あのときも、この学校に通うようになってからはじめて口を開いたくらいだからね」

「それはいくらなんでも大げさでしょう!?」

「いやほんとうだよ。まさかこのわたしに、誰かと言葉を交わす機会が訪れるとは思いもしなかった」

　ジャラン、とギターを鳴らした。それはどこか悲しげな音色だった。

「そのわりに大胆でしたけど」

「あのときは……そうだね。身体からだの芯がかっと熱くなって、まるでほかの誰かに操られているような、そんな不思議な気分だったよ」

　──それって、現実改変の効果……!?

　光成はかぶりを振った。

　──いや待て。操られている人間にその意識はないはずだ。

　単なる比喩だろうか。柊はあいかわらず気怠げな表情にうっすら笑みを浮かべている。なにも考えていないようにも、挑発しているようにも見える、そんな顔だった。

「そんなに視し姦かんされると照れるよ」

「してませんけどね」

「そうなのかい？　年頃の男の子は出会った女の子を、とりあえず頭のなかで裸にひんむくものかと思っていたよ」

「ひとによります」

「ちなみにわたしは図書室で君をひんむいたよ」

「なにしてくれてるんですか」

「いまもひんむいてるよ」

「やめてください！」

　柊は目をつむり、宙に手を漂わせた。

「ああ光成くん、けっこう筋肉質なんだね。でももうちょっと毛深いほうがわたしの好みかな。あ、こんなところにほくろがあるね」

　柊の手がいやらしく動く。妄想のなかで光成の身体をなでさすっているらしい。光成は思わず腕で自分の胸を隠した。

「ひとつふたつ、みっつ。ほくろがみっつも並んでいるよ。まるでオリオン座みたいだ」

　妄想のなかのほくろに、確かめるみたいにひとつずつ人差し指で触れる。

「アルニタク、アルニラム、ミンタカ」

「やめてえ！」

　光成は思わずしゃがみこんだ。なぜかちょっと泣きそうになっている。柊の手が上に動いて、指がなにかを弾はじいた。

「君のベテルギウスが超新星爆発しそうじゃないか」

「まじでやめて……」

　これは視姦などではない。視姦を越えたなにかだ。視姦の向こう側だ。

　柊が目を開き、両腕を広げた。

「まあこんな感じだよ。前戯は」

「前戯!?　すでに骨の髄まで汚された気分ですけど!?」

「光成くんはピュアだなあ」

　ふふ、と肩を揺すった。

「そんなだから女の子に振り回されてしまうんだよ、君」

　光成ははっとして柊の顔をまじまじと見た。彼女はまた例の気怠げな笑顔だ。

「なんで知ってるんですか？」

「おや、当たったのかい？」

　と、肩をすくめた。

　──鎌をかけられた？

　柊と話していると疑念ばかりが大きくなっていく。彼女は慣れた手つきでギターをチューニングしながら言う。

「ひとにはそれぞれ星がある。儚はかない恋をするひともいれば、燃える恋するひともいる。君の星は一際光り、寂しい星々がすがりつく」

「……」

　柊はギターを鳴らした。

「それでは聞いてください。『星々のフラメンコ』」

「前口上だったんですか!?」

「なんだと思ったんだい？」

　柊はきょとんとする。

「い、いや……前口上だと思いました……」

「やっぱり君は面白いなあ」

　柊はフットレストを引きよせて左足を乗せた。クラシックギターのスタンダードな演奏姿勢だ。

　しかしそれをスカートでやられると──しかも柊のそれはかなり短い──とても目のやり場に困る。

　静かに演奏がはじまった。

「ちなみに、だが」

　柊はメロディを奏でながらつぶやくように言った。

「今日はパンツを穿はいていない」

「は？」

　演奏が激しくなった。柊の細く長い指がネックを這はう。弦をひっかくようにかき鳴らす。メロディを奏でながら、伴奏し、ボディをコンと叩たたいてパーカッションまでとりいれる。

　情熱的で、しかしどこか叙情的な、懐かしさも感じる曲調。技術だけではない、表現力もまたすばらしかった。

　しかし光成は曲どころではなかった。曲調が激しくなると柊は身体を揺すって演奏するものだから、どうしてもスカートが動いてしまって、そのたびに光成ははらはらとした。

　──は、はわ、はわわ……。

　ジャン、と一際大きくストロークして曲が終わった。柊は前髪を整え、少々乱れた息で言う。

「どうだった？」

「ど、どきどきしました……」

「それはよかった」

　ギターをスタンドに立てかけた。

「でも君の視線は下のほうを向いていたように感じたが」

　──しかたないだろ……！

　あんなこと言われて気にするなというほうが無理だ。

「隠れているから気になる。マジックだってそう。種がわからないから心が動くんだ」

「はあ」

「言葉には力があるよ。わたしが『パンツを穿いていない』と言ったとたん、君はそれを信じたね。そして想像した。実際はスカートで隠れて見えないのに」

「……」

「でも『実際』ってなんだろうね？　誰がそれを規定できるんだろう。いま目の前に見える星置柊は、実際に君の目の前にいるのかな？」

「そりゃ、いるでしょう」

「そうなんだよ！　そうなんだ」

　柊が興奮したように言った。はじめて彼女の感情らしきものを垣かい間ま見みた気がした。

「君がそう感じるなら、君にとってはそれが『実際』なんだよ。現実なんだ」

「……それも前口上ですか？」

「ちょっとしたアドバイスだ。これからの行動の指針にしてくれるとうれしい」

　ちなみにだが、と柊は前置きしたあと──。

　いきなり自分のスカートをめくり上げた。

「うわああ!?」

　光成は顔を覆った。柊の冷静な声が聞こえてくる。

「ちゃんと穿いているので安心してほしい」

　指の隙間からちらっと柊を見た。スパッツのような、ぴっちりとした短パンのようなものを穿いている。

「アンダースコートというやつだよ、君。クラシックギターを弾くのに、スカートの下になにも穿かないわけがないだろう？」

「あ、ああ、なんだ……そうですよね」

「残念だったかい？」

「い、いえ、そんなことは……」

　アンダースコートだとわかっても、目の前で女の子にスカートをめくり上げて見せられている状況がすでに恥ずかしいのだ。

　音楽室のドアががたっと鳴って、駆け足の音が遠ざかっていくのが聞こえた。ドア窓から見ると、廊下を折れる女生徒の姿がちらりと見えた。

　流れるような金髪。

　──初乃？

　初乃に覗のぞかれていたようだった。

　──まずいところを見られたな。

　しかし柊はアンダースコートを穿いていたわけだし、しっかり説明すれば問題ないだろうと高をくくった。

「じゃあ俺、そろそろ」

　用もないのに長居しては怪しまれる。それに初乃に早く説明したいと思い、光成は辞去することにした。

　ドアを開けると、柊の声が背中にかかる。

「また来てほしい」

　光成は振り返った。

「それはクイズの命令ですか？」

「単なるお願いだよ。そのほうが君には効果があるらしい」

　柊はくいっと口角を上げた。




　　　○




　西に傾いた太陽の光が射さしこみ、廊下は橙だいだい色いろに染められる。昼間より濃い影がのっぺりと床に伸びている。どこからか同じフレーズばかりを繰り返すトランペットの音が聞こえてきた。

　学校を探し回ったが、初乃は見つからない。

　──もう帰ったのか？

　夜の学校で待ち合わせをするときに聞いておいた電話番号に連絡しても、初乃が出ることはなかった。

　──まあ、また明日会えるし……。

　あきらめて足を玄関のほうへ向けたとき、ちらと初乃の姿が見えたような気がした。

「初乃？」

　ぱたぱた、と階段を登る足音が聞こえた。

　あとを追う。踊り場で階上を見あげると、金色をしたサイドテールが文字どおり尻尾のように躍るのが目に入った。

「初乃！」

　──避けられてる？

　やはり誤解されてしまったらしい。一段飛ばしで階段を駆けあがる。

　最上階の三階までやってきた。廊下を見渡しても初乃の姿はない。これより上は、あの塔屋しかない。念のためそこまで行ってみたが彼女はおらず、屋上へつづくドアも施錠されていた。

　──これもしかして……。

　光成はスマホを確認した。『初乃に誤解され、避けられる』といったエピソードが投稿されたのではないかと思ったのだ。

　しかし新規投稿を報しらせる通知は来ていなかった。単純に、初乃に誤解されただけらしい。

　──明日、事情を話すしかないか。

「光成」

　いきなり背後から声がかかり、ぎょっとして振り返る。その瞬間、のどの両側、ちょうど頸けい動どう脈みやくの部分を指で強く圧迫された。

　初乃だった。彼女はぞっとするほど無表情だった。人差し指と中指をそろえ、光成ののどをはさむように圧迫する。

「うぃ……」

　名前を呼ぼうとしたが、頭がくらくらしてそれ以上声が出せなかった。ちょうど立ちくらみのようなめまいだった。

　初乃はあいかわらず能面のような顔のままで言った。

「ごめんね。もう、こうするしかないの」

　そのセリフを最後に、光成の意識は完全に暗転した。




「う……」

　吐き気のような気持ち悪さを感じ、光成はまぶたをうっすら開いた。

　白い天井と、照明。まぶしさに目をすがめて横を見る。遮光カーテンが閉まった窓。外は見えない。壁の時計は二十時になろうとしている。

　身体からだを起こそうと腹に力を入れたが、起きあがれない。

　──……？

　手元を見る。

「っ！」

　手首が結束バンドでパイプにつながれている。脚に力を込めるが、足首も同様に拘束されているようだ。

　光成はパイプベッドに縛りつけられていた。

「誰か……！」

　のどがねばねばしてむせこんだ。激しくせきをしたあと、もう一度叫ぶ。

「誰か！　助けて！」

　返事は、ない。光成は部屋を見回した。

　六畳ほどの部屋。寝室のようだ。調度品の類はない。

　──……！

　光成から見て左の壁に、異様なものがあった。

　光成の写真が貼はってある。その周りに柚葉、五花、柊の写真。写真のあいだに赤い糸が渡されていた。

　──相関図？

　文字が走り書きされた付箋がぺたぺたと貼ってあるが、遠すぎて内容は読めない。『幼なじみ』『音楽室』などの文字がなんとか読みとれた。

　壁際にはうずたかく本が積まれている。

　少女漫画だった。古典的な名作から最新のヒット作まで網羅されている。それが壁の端から端まで、山のように積まれているのである。崩れたら圧死してしまいそうだ。

　そしてその山の上に、電源が入れっぱなしのノートパソコンが置いてある。ワープロソフトが起たちあげられていて、びっしりと文字が入力されている。

　──相関図、少女漫画、長文……。

　語かたり部べ、はるせみ、ラブノート。そんな単語が思い浮かぶ。

　初乃は違うと一度は考えた。しかしこの部屋、この状況は、いかにも怪しい。

　もう一度、腕に力を込めてみたが、結束バンドが皮膚を裂いて血がにじんだだけだった。

　正面のドアが開いた。

　初乃が立っていた。タンクトップとショートパンツといったラフな装いだった。シャワーを浴びていたのか、髪がしっとりと濡ぬれている。

「初乃」

　名前を呼ぶと、初乃はぴくりと身体を震わせた。大きく息を吸い、吐く。そして初乃は、昏こん倒とうする前に見せた冷たい表情でうわごとのように言う。

「しかたないの。こうするしかない」

「なにがだよ。やりたいことがあるなら協力するから、まずこの拘束を解いてくれ」

「そう言うと思ったわ」

　その声には怒気がにじんでいる。

「あなたは協力してくれる。きっとね。でもそれはわたしにだけではない」

「は？」

「あなたは誰にでもそう。だから、こうするしかない」

「なに言ってるかわからないぞ」

「『既成事実』を作るしかない」

　初乃はそう言って、暗い表情で部屋を出ていった。

　──既成事実って……つまり、そういうことだよな……？

「いやいやいやいや！」

　恋人っぽくなったらやばい、どころの話ではない。

　──いろいろとアウトすぎる。

　身体をひねったり大声で助けを呼んでみたりしたが、徒労に終わった。

　ドアの向こうから衣きぬ擦ずれの音が聞こえる。それが止まったと思うと、薄く開いたドアの隙間から初乃が顔だけ覗かせた。紅潮し、目元が潤んでいる。

「ちょ、待て、落ち着け！」

「あなたが悪いの……あなたが……！」

　初乃が部屋に足を踏み入れた。光成は反射的に目をつむり、顔をそむける。

「見てよ……」

　か細い声だった。

「だ、ダメだってこういうのは！」

「女の子に恥をかかせるの……？」

　声が震える。

　そういう声に、弱い。光成は薄くまぶたを開いた。

　うつむき加減で、耳まで赤くし、羞恥に耐える表情の初乃。その姿は──。

「はい？」

　体操服姿だった。それもコスプレじみた、いや、コスプレそのものの、紺色のブルマを穿はいている。胸には『ちとせ』の文字。

「なにやってますか？」

　光成は思わず片言で尋ねた。初乃はもじもじする。

「だから……既成事実を……」

「お前がやっているのは、コスプレ」

「し、知ってるわよ！　だから、コスプレすると男の子は興奮するから、既成事実を作れるって描いてあった」

　初乃は少年漫画を開いて見せた。それはいわゆるエロコメディ漫画の類で、ヒロインがセクシーなコスプレをして主人公を悩殺するシーンが描かれていた。

「お前、既成事実ってなんなのかわかって言ってる？」

　紅潮した顔がさらに赤くなり、ほとんど焼けた鉄みたいになっている。

「あ、あれでしょ！　その……お互いに……好きって言って……ギュッてするんでしょ！」

　と、初乃は顔を手で覆った。光成は絶句する。

　──あんなドスケベな身体して、知識は幼稚園児以下かよ……。

「そ、それで、どうかしら！　興奮したでしょ！」

「いや、正直そこまでは」

「噓うそ!?　だって体操着よ！　ブルマとニーソックスよ！　ブルマニーソよ!?」

　ぴちっとしたブルマが腰回りの肉に食いこみ、ニーソックスもまた太ももに食いこんでいる。それは大変に肉感的で蠱こ惑わく的てきであった。

　しかし、光成には不満があった。

「どっちかにしろ」

　光成は冷たく言い放った。

「ブルマはブルマで、ニーソはニーソで完成されてる。ふたつを組み合わせてしまうと非日常感が強くなりすぎ、コスプレ臭さが前面に出てきてしまう。二次元ならそれでもいいさ。でも三次元でこれはいただけない。まして、ひとの心を動かしたいのならな」

「……」

　今度は初乃が絶句する番だった。目を見開いている。光成はさらに言った。

「お前、コスプレを安易に考えてないか？」

「そんなこと……！」

「なまじ自分の身体が魅力的だから、なにを着ても似合うだろうと、おざなりになってなかったか？」

「……」

　初乃は反論しようとして言葉が出てこず、口をぱくぱくしている。やがて、しゅんと肩を落としてしまった。

「別に責めてるわけじゃない。初乃のポテンシャルはもっと上だ、そう言いたかったんだ」

「ポテンシャル……」

「そうだ、お前にはポテンシャルがある。──さあどうした、ブルマニーソだけで終わりか？　もっと見せてみろ、そして俺を興奮させてみろ！」

「わ、わかった！」

　初乃は部屋を出ていった。

「よーし」

　──なにやってるんだ俺。

　急に冷静になった。

　──いや、でも、あの感じだとほかにもいろいろなコスプレを見せてもらえるんだろ。いままで頑張って探偵ごっこをしてきたわけだし、これくらいの役得、あってもいいんじゃないの？

「いや」

　──あってしかるべきだろ。ぶっちゃけ、初乃レベルの美少女にいろんなコスチュームを見せてもらえるのに、そんなチャンスを逃すとか、それもう男じゃないだろ。あー、写真をとれないのだけがもどかしいなー。

　などと考えているうちに、またドアが薄く開いた。

「着てきたわ」

　部屋に入ってきた初乃は巫女みこ服を着ていた。手には神楽かぐら鈴すずを持っている。

「ど、どうかしら」

「悪くない」

「やった……！」

　初乃はガッツポーズをした。神楽鈴がしゃんと鳴る。しかし光成の「しかし」という言葉で表情を固くした。

「なぜ巫女なんだ？」

「え？　だ、だって、かわいいかな、って……」

「そこだ」

「そこ？」

「お前は、見た目のコスプレはしているが、中身のコスプレをしていない」

「中身の、コスプレ……？」

「お前は巫女服はかわいいと言った。そこは同意する。しかし、お前は巫女になりきったか？」

「……」

「コスプレとは『キャラに扮ふんする』ことだ。衣装はもちろん大切な要素。しかしお前の巫女服は、俺に言わせれば単なる包装紙だな」

「……！　待って！　チャンスを、もう一度チャンスをください！」

「いいだろう、行け」

「はい！」

　初乃は部屋を出ていった。

　──なにこれ。

　再び冷静になった。

　──というか俺は誰なんだ？　なんでご意見番みたいになってるんだよ。いや待て、この衣装チェンジの時間を使ってなんとか脱出を……。映画とかではどうやってた……？

「そうだ」

　光成はベッドのパイプに親指の第三関節を押しつけた。関節をはずして手錠を抜く、というくだりを何度か見たことがある。

　ぐいっと力を込める。

「はふぅ……！」

　関節がめきっと鳴り、激痛が走った。

「無理無理、痛いもん」

　親指が折れる前に心が折れた。

　まったく無意味なことをしている間に、初乃の着替えが終わったらしく、ドアの隙間から声がかかった。

「つぎ、いくから」

「おう、来い」

　ばん、とドアを開くと勢いよく部屋に飛びこんできた。

「ヘーイ！」

　チアリーダーのコスプレだった。ホワイトとブルーを基調にした衣装で、手には赤いポンポンを持ち「ヘイ！」とか「フー！」などと奇声を発しながら、満面の笑みで、脚を高く振りあげたり、脚を大きく広げてジャンプする。

　アドバイスがよかったのだろうか、急激にレベルが上がった。初乃の高校生離れした艶あでやかさが、チアリーダーという健康的なイメージでほどよく中和されている。そして『素人っぽい下手くそなダンス』がコスプレらしさも醸し出している。

　──これは、文句のつけようが……。

　そのとき壁が『ドンドン！』と激しく鳴り、「うるせえ！」と声が聞こえてきた。まさかの隣人からの物言いである。せっかく乗りに乗っていた初乃は急に素にもどって「す、すいませーん！」と謝罪して部屋を出ていってしまった。

「おしい……」

　──コスプレ自体は完璧だった。しかし日本の住宅事情がそれを許さなかった。つまり『場所のコスプレ』ができていなかったということか……。

「……」

　──場所のコスプレってなに……？

　光成は自分がわからなくなった。

　──というか隣人よ、いたなら助けてくれよ……。

　都会の無関心に光成はうそ寒い気持ちになった。

　隣人に怒鳴られたことで動揺し、つかみかけていた自分のフォームを見失った初乃は迷走した。某ＤＴＭ系ヴァーチャルアイドルやチャイナドレス、メイド服などを試すがどうにも精彩を欠いた。

　ひとつ前など、白の全身タイツだった。光成は抑揚のない口調で言った。

「コスプレに貴き賤せんはない。全身タイツも、またよし。しかしその路線をつづけていく覚悟はあるか？　それは……修羅の道だぞ？」

「……っ！」

　初乃は涙を浮かべて部屋を出ていった。

「買かい被かぶりだったか……。ダメかもしれんな」

　──だから俺は誰なんだ。

　つぎの衣装チェンジは時間がかかっているようだった。ドアの向こうから「違う！」「これじゃない！」といら立つ声が聞こえてくる。

　──どれだけ衣装を用意してたんだろう……。

　漫画の量といい、凝り性なのかミーハーなのか。

　ドアの向こうが静かになる。緊張感が伝わってくるようだ。

　やがて静かに、ゆっくりと、ドアが開く。

　そこに立っていたのは、まごうことなき──。

「し、シスター……！」

　修道服を着こみ、胸の前で指を組む。目をつむったうつむき加減の顔には、穏やかな慈愛の微笑がたたえられている。

「悟ったな……」

　光成は感嘆の声をあげる。その言葉にも初乃は反応せず、ただただ、なにかに祈りを捧ささげている。

「もうなにも教えることはない」

　初乃は目を見開いた。相好を崩す。

「マスター……！」

　──あ、俺、マスターだったのか。コスプレの？　もしかしてバーの？

「わたし、ついに……」

　と、涙を流す。

「お、おう……」

　──こいつなんで泣いてんの……？

　もう趣旨がおかしくなって久しいのだが、光成を籠ろう絡らくすることを忘れているのなら好都合だ。

「シスター、満足しただろ？　そろそろこの拘束を解いてくれないか」

　初乃は急に真顔になった。

「それは別」

　別だった。

「コツはわかったわ。今度はうまく光成を悩殺してみせる」

　その表情には自信が満ちあふれていた。

　──俺は……怪物を育ててしまったのかもしれん……。

　なんだかんだいって、光成もマスターキャラを気に入っていた。

　そのときチャイムが鳴った。初乃は怪け訝げんな顔をする。

「買ったコスチュームはもう全部来てるはずだけど……」

　ベールをはぎとり、部屋を出ようとしたが、なにかを思い出したように引き返してきて、光成の口にタオルで猿ぐつわをした。

「大人しくしててね？」

　そして部屋を出ていく。

「うー！　ううっ！」

　声を出せないこともないが、玄関まで届くほどではなかった。

　光成はぐったりとした。拘束を解こうと暴れたり、大声を出したりしたせいで体力を消耗していた。

　──本格的にやばいかもしれない。

　母の光みつ代よは夜に働いているので、光成が帰っていないことに気がつくのは早くても深夜だ。ふだん光成はその時間には就寝しているから、下手をすれば朝まで気づかないこともあり得る。

　すうっと血の気が引くような思いがした。これから約十時間、初乃のコスプレ攻勢に耐えきれるのだろうか。

　──無理だ……。

　怪物と化した初乃の攻撃に耐える術すべはない。光成は処刑を待つ囚人のような気持ちでまぶたを閉じた。

　大きな音が聞こえて目を開けた。ドアの向こうから、なにかが倒れたりぶつかったりする音が聞こえてくる。ときおり叫び声のような声も。声から察するに、人数はふたり。ひとりは初乃、もうひとりは──。

　──誰か来たのか？

　それも揉もみあっているような雰囲気だった。

「うー！　うううう!!」

　光成は最後の体力を振り絞って暴れに暴れた。

　ドンドン！　と壁が鳴り、隣人が「うるせえぞらぁ！」と怒鳴ったが、知ったことか。こちとら貞操がかかってんだらぁ！　と光成は怒鳴りかえしたが、タオルのせいでうなり声にしかならなかった。

　ドアが勢いよく開いた。

　そこに立っていたのは──。

「うぅう！」

「まったく……世話の焼けるひとですね」

　五花だった。彼女は肩で息をしている。開け放たれたドアの向こうに、倒れている初乃が見えた。顔を押さえてうめき声をあげている。

　五花が猿ぐつわをはずす。

「い、五花ぁ……！」

「な、なんですか、甘ったれた声を出さないでくださいよ、気持ちの悪い……」

　そう言いながら、カッターで結束バンドを切った。

　身体からだを起こすと大きな安あん堵どを感じた。仰あお向むけで拘束されることがこんなにもストレスだとは考えもしなかった。

　血のにじんだ手首に触れる。痛みに顔をしかめた。

「初乃は？」

「ああ、彼女」

　五花は鼻にしわを寄せた。

「ドアを開けた瞬間に一味唐辛子をぶっかけて、スタンガンで無力化しただけです。大したことありませんよ」

「なんか怖いぞ、お前……」

　五花はにこりと微笑ほほえんだ。

「そんなことありませんよ。──あ、忘れてた」

　初乃の腕をつかんでずるずると寝室まで引きずってくると、結束バンドで初乃の手首をパイプに縛りつけた。

「もう、おいたをしないようにしておかないと」

　と、歯を見せて笑った。

　──怖い……。

　室内犬の顔をした狂犬だ、と光成は思った。

「なん、て、こと……するの……」

　初乃が真っ赤な目で五花をにらむ。五花はにっこりと笑った。

「それはこちらのセリフですよ、千歳初乃さん。まあ、それも本当の名前かどうかわかりませんけど」

「どういうことだよ」

　光成が問う。五花はベッドに腰かけた。

「それはこれから聞き出しますけど」

　五花はスタンガンをもてあそびながら、横たわる初乃をじろりと見下ろした。初乃は首をすくませる。

「単刀直入に尋ねますが──千歳さん、あなた『ラブノート』をご存じですね」

　初乃は五花をにらみつける。しかし五花はどこ吹く風といった様子で質問をつづける。

「そしてはるせみがラブノートで現実を改変していることも」

「お、おい」

　制止しようと声をあげた光成を、五花は手で制した。

「答えたくないようなので、わたしが勝手にしゃべりますけど。──あなたは、はるせみの小説が投稿されることを察知し、登場人物である『千歳初乃』に名前を変えた。果たして、あなたは現実改変を受け、登場人物『千歳初乃』として光成さんに近づいた。目的は、考えたくもありませんが、大災厄で世界を破滅させるため。そうとしか考えられないわけですけど」

　初乃は口を閉ざしている。五花はゆるゆると首を横に振って話をつづける。

「あなたが現実改変に気がついているとなぜ気がついたか。それは、光成さんの言葉がヒントになりました」

「俺の言葉？」

「光成さんは、はるせみは小説に『違和感』を混ぜる、と言った。しかし千歳さんのエピソードにはその『信念』が感じられないとも言った。わたしは疑いを持ちました。もしかすると千歳さんも光成さんと同じく、現実が改変されていると知っている──つまり、登場人物であることを自覚しているのではないか、と」

　登場人物が改変に気がついた場合、小説の内容どおりには進まなくなる。五花はそのことを言っているらしかった。

「だから、わたしは千歳さんを調べることにしました。生まれは？　育ちは？　聞きこみもしましたよ。でも、誰一人、須す部べ石いし高校に来る前の千歳さんを知るひとはいなかったんです。疑いは深まりました」

　初乃はじっと耐えるようにうつむいている。

「そして今日、千歳さんのおうちを調査しようと訪れたところ、なかから光成さんのＳＯＳが聞こえるじゃありませんか。わたしは急いで武器を準備し、そしていまに至ります」

　五花は壁の前に立ち、相関図を見渡した。つぎにノートパソコンを覗のぞきこむ。

「ラブノートですね。これを読んでいたということは、やはりわたしの疑念は当たっていたということです」

　つぎに千歳を見た。

「しかし、何点かわからないことがあります。そもそもあなたは何者なんですか？」

「……」

　初乃は拘束されていないほうの手で、ベッドの下からなにかをとりだした。

　それはミカンくらいの大きさの球だった。金属でできていて、周囲に赤道のような切れこみがある。その切れこみには目盛りが刻まれていた。

「説明するより、見てもらうほうが早いわ」

　初乃はその球の北半球と南半球をねじった。ちきちき、と金庫のダイアルを回すような音が鳴る。そして北極の部分を押しこむ。

　初乃がふっと消えた。

「は？」「え？」

　初乃を拘束していた結束バンドが床に落ちた。

　光成も五花も、あまりに唐突な出来事に言葉を失い、お互いの顔を見合わせることしかできない。

　間もなく、また唐突に初乃が姿を現した。消えた位置と同じ場所に立っている。

「うおっ！」「わあっ！」

　光成も五花も後ずさりした。五花は背中を壁にぶつけて、山積みになった漫画が雪崩を起こす。初乃は肩をすくめた。

「まあ、こういうことよ」

「どういうことだよ」

「時空をまたいだの。──信じられない、とか言わないでよね。見たでしょ？　あなたが見たもの、それが現実」

「そんなこと可能なのか」

「少なくとも、わたしの世界ではね」

「わたしの世界って……、パラレルワールドから来た、なんて言うわけじゃないよな？」

「言うわけなのよ、それが」

　初乃はめんどくさそうに「はっ」と笑った。

「この世界より少し進んでいるわたしの世界では、野放図な現実改変による多重世界の膨張、及び崩壊が局地的に始まってる。わたしはその崩壊を『止めないために』この世界にやってきた」

　五花の言っていた『未み曾ぞ有うの大災厄』という言葉が脳裏によみがえる。

「待て待て待て。意味がわからん。なんで止めないんだよ」

「そもそも多重世界の崩壊は改変を行いすぎたから起こったものよ。それをさらに改変して、それでどうなるのよ。一時的には回避できるかもしれない。でも、それ以降は？　わたしたちはずっと、改変者の存在にびくびくしながら生きていかなければならないの？」

「それは……」

　よくわからない。初乃はさらにつづけた。

「だからわたしたち世界再生機構『ラグナロク』は、この世バツ界線クリ座屈ングデ装置バイス──パラレルワールドを行き来できる装置──を使用し、世界をこれ以上改変させないように行動することにした」

　ラグナロク。北欧神話における終末戦争。別名『神々の黄昏たそがれ』。激しい戦争の末、世界は終わり、ほとんどの神は死に絶えるが、生き残った少数の神によって世界は再生する。各国の神話に散見される死と再生の物語だ。

「つまり一回リセットしようってことか？」

　初乃は笑みを浮かべ「さすがね」と光成を指さした。

「そう、世界を崩壊させる原因を世界もろとも消滅させて、その後生まれる新たな世界に可能性を託すの。それがいまを生きる我々の、あとの世代への責任」

「詭き弁べんですね」

　五花は怒気をはらんだ声で言った。

「改変者──語かたり部べがいようがいまいが、世界は常にぎりぎりの選択を迫られ、間違った選択を繰り返しながら、それでもなお少しずつでもよくなっていこうともがいてきた。それが歴史というものでしょう。間違ったから安易にリセットだなんて、いままで努力してきたすべての人々に顔向けできません」

「と、いう考えのひともいるわ。わたしの世界にもね。でももう、そんな議論は尽くされてる。そしてラグナロクは生まれた。それだってひとつの選択じゃない？　あなたはその選択を踏みにじるの？」

　ふたりはにらみあった。

「やめろやめろ！」

　光成は割って入った。

「そういうイデオロギー的な話は水掛け論にしかならない」

「では」

　と、五花がスタンガンを持ちあげる。初乃は飛とび退すさって拳を構えた。

「暴力はもっとダメ！」

「ではどうしろと」

「あれだ……サッカーのやつ」

「サッカーのやつ？」

「あるだろほら……。後ろで手を組んで言い合いするやつ。あれにしろ」

　初乃と五花はにらみあい……同時に手を後ろに回した。

「デカチチかまとと女」

　五花は吐き捨てるように言った。初乃が目をむく。

「は、はあ!?　議論に勝てないからって、ひとの見た目をあげつらうなんて最低よ！」

「美人の無駄づかい」

「なによ、この……ち、チビぃ！」

「ブロンドの面汚し」

「ち、チビ……ガキぃ！」

　五花は勝ち誇ったような笑みを浮かべている。初乃は五花につかみかかろうとしたが、光成が立ち塞がり制止する。

「手は後ろ」

　初乃はぎりぎりと歯は嚙がみして、素直に手を組んだ。

　五花があごをあげて笑う。

「七人兄弟のわたしにとって口げんかは日常茶飯事。経験が違いますよ、千歳さん」

　悔しそうにうつむいていた初乃がぼそりと言った。
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「……田舎者」

　初乃の言葉に五花の顔色が変わった。

「は、はあ!?　わたし別に田舎者じゃありませんけど！　地方は地方ですけど、県庁所在地の近郊ですけど！」

　今度は初乃が得意顔をする番だった。

「へえ。じゃあスタボでコーヒーを注文できるのかしら？　トッピングつきで！」

「と、トッピング？　コーヒーにトッピングってなんですか……？　角砂糖……？」

「地元のコンビニ、個人商店」

「な、なにが悪いんですか！　荻おぎ野ののおじいちゃんはいいひとですよ！」

「みんなブレーキ音のうるさい自転車に乗ってる」

「沿岸部だからしかたないじゃないですか！」

　形勢が逆転した。五花は涙目で必死に反論している。

「わたしだってねえ……都会に生まれたかった！　都会に生まれて、かっこいい服を着て、颯さつ爽そうと街を歩きたかった……！」

　五花は崩れ落ちて四よつん這ばいになり、床を拳で叩たたいた。

「でもねえ、この身体からだが……この貧相な身体がそれを許さない……！　かっこいい服はだいたいサイズが合わないんですよ……！　だから好むと好まざるとにかかわらず、子供っぽい服になってしまう……。──わかりますか！　都会に出てきて切符の買い方がわからず駅員さんに尋ねたら、年齢を確認もされずに『こども』のボタンを押されたわたしの気持ちが！」

　本気の言葉は、時に敵の胸さえも打つ。初乃もまた吐露をはじめた。

「わたしだって……たくさんの兄弟に囲まれて、みんなでわいわい言って過ごしたかったわよ……。でも、時代が、運命が、それを許さなかった。──かっこいい服がなによ！　そんなの見せるひともいなかった！　あなたには家族や兄弟がたくさんいたんでしょう！　そっちのほうがうらやましいわよ！」

「美人がなにを言っても嫌味にしかなりませんよ！」

「あなたみたいなかわいい娘こに悪口を言われても愛くるしいとしか思えないわ！」

「スタイルがよくてうらやましい！」

「小さくてかわいい！　鞄かばんに入れておきたい！　ストラップにして持ち歩きたい！」

「ひどいこと言ってすいませんでした！」

「わたしこそごめんなさい！」

　ふたりはひしと抱きあった。

　──なにこれ。

　今日は「なにこれ」の多い日だな、と光成は思った。

　ふたりは身体を離した。ぜいぜいと息をしている。

「一時休戦ですね……」

「そうね……」

　五花は「でも」と前置きした。

「いくつか聞かせてください。あなたは本当は何者なんですか？　本当の千歳初乃はどこに？」

　改変が行われることを事前に知っていて、もともとこの世界に存在した千歳初乃と入れかわったのだとしたら、本当の千歳初乃はどこに行ったのか。

　──まさか……監禁？

　光成は初乃に目を向ける。

「安心して。わたしが正真正銘、本物の千歳初乃よ」

「どういうことです？」

「ラブノートに『千歳初乃』という名のキャラクターをヒロインとした物語が書かれることは事前にわかっていた。だから向こうの世界で生まれた赤ん坊に『千歳初乃』という名前をつけて、育て、送りこんだ。それがわたし」

「なんだよそれ……！」

　目的のためにひとの人生を軽んじるようなやり方に不快感を覚えた。初乃は諦観したような苦笑いを浮かべた。

「工作員として育てられたわたしは、なにも事情を聞かされないままこちらに飛ばされた。事情を知っていたら、登場人物になれないからね。そして改変が行われて、光成と出会って……そのあとはじめて任務の内容を知ったの。そんな感じよ」

　卵が先か鶏が先かみたいな話になってきたと光成は感じた。物語の初乃が先か、別世界の初乃が先か。

　ともかく千歳初乃がここにいる、ということで納得するしかなさそうだ。

　五花は質問をつづける。

「もうひとつ。あなたがパラレルワールドからやってきた工作員だとしたら、少々やり方が杜ず撰さんすぎませんか？」

「教えられなかったから」

　初乃は渋い表情になった。

「わたしの世界に、漫画やアニメはない。それどころかこの世界よりずっと人権にうるさくて、子供への性教育すら制限されてる。だからわたしは、こちらに来てから恋愛や男の子のことを勉強するしかなかった」

　と、少女漫画の山を見た。五花はさらに追及する。

「それにしてもです。はるせみの小説を既読なのであれば、もっとエピソードに凝ることもできたはず。光成さんの監禁も含め、わたしにはなにか焦っているように感じられました。なぜですか？」

　初乃の顔がみるみるうちに赤くなる。

「だ、だって、その……みんな、かわいいから……。せ、積極的だし。だから光成をとられ──」

　初乃は激しく空から咳せきをした。

「光成が、誰かになびくかもしれないでしょ？　そうなったら任務が……。そう、任務。任務なのよこれは」

　五花は「ぶはっ」と吹き出した。

「任務ならしかたありませんね」

　と、もう一度吹き出す。

「なによ！　わたしは本気よ！」

「はいはい。千歳さんのそういうところ、かわいいと思いますよ」

　五花とともに初乃の住すみ処かをあとにする。帰り際、五花が初乃に尋ねた。

「ところで、まだ任務はつづけますか？」

　初乃は腕を組み、そっぽを向いている。その目がちらと光成を見た。

「保留するわ」

　五花はまた笑った。初乃は不機嫌な顔で黙りこんだ。




　五花と外に出る。今日の夜空には星が出ていた。光成は思わず笑ってしまった。

　──なんて間の悪い奴……。

　視線を落とす。初乃の住処は、壁にひびの走る古いアパートだった。

　──そりゃ壁も薄いよな。

「なにへらへらしてるんですか」

　先を歩いていた五花が振り向いた。

「事態、わかってますか？」

「ああ。パラレルワールドなんていまだに信じられない」

「そういうことじゃありませんよ」

　はあ、と深いため息をついた。

「はるせみが柚葉さんと星置さんにしぼられたということです」

「あ……」

　改変の存在と効力を認知してるのだから、初乃は語かたり部べではあり得ない。

　柚葉と柊。どちらかがはるせみ。

　──恋愛脳っぽいのは柚葉だけど、小説を書くようなキャラじゃないし、逆に柊さんは小説を書きそうだけど、恋愛ものよりサスペンスとかホラーを書きそうなキャラだな……。

「わたしも柚葉さんと直接お話ししてみましたけど、たしかにあまり小説を書きそうなタイプには見えませんでしたね」

「会ったのか」

「光成さんだけに動いてもらうのは気が引けたもので。でも、星置さん、という方には会えませんでした。というか、本当に存在するんですか？　影も形も見当たらないんですが……」

「たしかに、あんまり現実感のないひとだけどな」

　ふたりは難しい顔で黙りこんだ。しかし、いくらここで頭をひねっても詮のないことだ。

「また、明日だな」

　光成は何気なく手首を見た。

「あれ？」

　──傷がない……？

　出血していたはずなのに、傷ひとつなかった。

　──気のせい、か……？

「大丈夫ですか？」

　五花の心配げな声がかかった。

「もしも具合が悪いならお医者さんに」

「いや、体調は大丈夫。──というかお前って、きっといいお姉さんなんだろうな」

「な、なんですか急に……」

「厳しいけど優しいし、理想のお姉さんって感じだ」

「そ、そんなこと……」

　赤い顔でうつむき、もごもごとなにか言っている。

「今日はありがとう。これからもよろしく頼むよ、五花姉さん」

「こ、こちらこそ！　その……、最初はどうなることかと思いましたけど、パートナーが光成さんでよかったです！」

　五花は満面の笑顔になった。

　──俺でも女の子を笑顔にできるんだな……。

　光成の胸は、いままで感じたことのないような充実感で満たされていた。
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　いい香りがして、意識が覚醒した。

　自室のベッドのなか、前もこんなことがあったなあ、などと考えながら寝返りを打つ。

　──また柚ゆず葉はが朝食を作ってるのか……？

　しかし和食の香りに混じって、せっけんの香りも漂ってくる。光こう成せいは不審に思ってまぶたを開いた。

　目の前に柚葉の顔があった。

「うおぉ!!」

　と、飛び退のいて、胸を押さえた。心臓が激しく鼓動している。柚葉はのんびりとした声で、

「おはよう、コウくん」

　と微笑ほほえんだ。

「お、おはよう──じゃねえよ！」

「じゃあ、ごきげんよう？」

「いやあいさつはおはようで合ってるよ」

「コウくん、また文学的なこと言ってる……」

「文学要素ないわ！　俺が言ってるのは、なんで起こしもせずじっと見てたかってことだ」

「え～？　だって……」

　柚葉ははにかんだ。

「もったいなかったから」

「なにが」

「起こすのが」

「なんでだよ」

「寝顔、見てたかったから」

　ひゃぅ、みたいな声をあげて柚葉は顔を覆った。光成も「ひゃぅ」と言って顔を覆いたい気分だった。

「と、とにかく、つぎからはふつうに起こしてくれ」

「うん、もうコウくんの寝顔は壁紙にしたから大丈夫。つぎからはちゃんと」

「待て、いまなんて言った」

「と、とにかく、つぎからはふつうに起こしてくれ、って」

「俺じゃねえよ、お前だ！」

「あ、わたしか。えっとね……、なんて言ったっけ？」

「『もうコウくんの寝顔は壁紙にしたから大丈夫』って言ったんだよ！」

「あ、そっか。──でもちゃんと覚えてるならなんで聞いたの？」

「ちゃんと聞こえてはいたけどもしかして聞き間違いかな？　聞き間違いであってほしいな。っていう心情だったんだよっ」

「そっか。多感だね」

「お前は鈍感だな！」

　目覚めたばかりなのに疲労感が急速に増していく。

「一応聞いておくが、壁紙ってのはスマホのホーム画面のことだよな？　家の壁紙ってことではないよな？」

　柚葉は目を見開いて、ぽんと手を打った。

「『その手があったか』みたいな顔やめろ！」

「コウくん、いくらわたしでもそこまでアホじゃないよ。いまのは冗談だよ、冗談」

「ふだんの言動と冗談がバリアフリーすぎてわからん……！」

　声を張りあげすぎて、汗でぐっしょりになっている。柚葉は時計を見て「あ」と声をあげた。

「もう学校行かなきゃ。バスケ部の助っ人頼まれてるの」

「毎朝大変だな」

「全然。楽しいよ」

　その笑顔には一点の曇りもない。心底運動が好きなのだろう。

「どうしてそんなに運動が好きなんだ？」

「う～ん……」

　しばらく視線を宙に漂わせたあと、とつとつと答えた。

「なんか、幸せなんだよね。身体からだを動かせるのが」

「身体を動かせるのが幸せ……？」

「すごいことじゃない？　心臓が元気に動いて、血と酸素をたくさん筋肉に運ぶでしょ？　そして元気いっぱいになった筋肉に脳が命令して、筋肉が動くの。腕の筋肉も脚の筋肉も、全身の筋肉がいっぺんに！　すごいよね」

　柚葉は小鼻をふくらませて興奮気味に話す。

「それに、たくさんのひとと友達になれるんだよ。わたしが頑張ったらみんな喜んでくれるし！　こんなに楽しいことないよ」

　酔っ払ったみたいにふわふわとした顔で笑う。

　仲間とともにスポーツをして楽しいなんて経験をしたことがないし、これからもしないだろうと思う。したいとも思わない。しかし柚葉の話を聞いていると少しだけ『してもいいかな？』と思えてくる。

　柚葉は時計を見て立ちあがった。

「ごめん、もう行くね。ご飯、作っておいたから、自分でよそって食べてね」

　手を振って部屋を出ていった。トトトトト、と軽快に階段を降りる音がした。

　光成はのそのそと部屋を出て、ダイニングに向かった。すでに食事を終えた光みつ代よが換気扇の下で煙草たばこを吹かしている。

　光代は光成を見るなり言った。

「やったか？」

「なにをだよ」

「セックスだよ」

「もっとはばかれよ……！」

「根性なしが」

　換気扇に向かって煙を吐く。

　──ダメだこの母親……。

　光成は光代を無視して、朝食の準備をする。ご飯と味噌みそ汁しるをよそい、グリルのしゃけを皿に盛り、お茶を入れる。

「冷蔵庫にぬか漬けがあるぞ」

　光成は返事もせずに冷蔵庫を開ける。が、それらしきものはない。

「どこだよ」

「目の前にあるだろうが」

　光成はもう一度、上の段から順繰りに探していく。

　見慣れない密閉容器があった。それは下段の半分を占領するほど巨大だった。あまりに巨大すぎて逆に目に入らなかったほどだ。

　光成はそれを引っぱり出した。

　──ぬか床……！

　光成は度肝を抜かれた。せいぜい小皿に載ったキュウリだろうと高をくくっていたのだ。まさか調理過程ごと出てくるとは思わなかった。

　密閉容器の蓋を開けて、菜箸でぬか漬けを掘り出す。キュウリ、ナス、ミョウガ。

　──具材が渋い……。

　とくにミョウガのチョイスが高校生ではない、と思った。

　それにしても、幼なじみの家にぬか床を置くなんて──。

「嫁みたいだな」

　光代がいやらしい笑みを浮かべた。光成は同じことを考えていたが、照れくさくて返事をしなかった。光代は「ヘタレが」と吐き捨てた。

「わたしが嫁にもらいたいわ、わりとマジで」

　水道の水で煙草の火を消し、三角コーナーに捨てる。

「じゃ、二度寝する」

「なんでわざわざ一回起きてくるんだよ」

「柚葉の飯を食いたいからに決まってるだろうが」

　光代は伸びをしながら寝室に向かった。

　──伊達だて家の人間の身体は、三分の一が柚葉の手料理でできている……。

　そう言っても過言ではなかった。

　キュウリのぬか漬けを嚙かみ、そこに白米を運ぶ。少し塩辛いぬか漬けが白米の甘みと混じりあい、ちょうどいい塩あん梅ばいになる。

　光成は額を押さえた。

　──うますぎて顔が笑ってしまう……。

　朝から脳が快楽物質でびしゃびしゃになってしまった。




　登校すると、初うい乃のがすでに席についていた。目をつむり、いらいらとした様子で机を指でとんとんと叩たたいたり、そわそわと貧乏揺すりをしてみたり、急に頰ほおを赤らめて手で顔を覆ったり、百面相を見せている。

　──なにやってんだ、あれ……。

　その尋常でない様子に、クラスメイトたちは近づくこともできず、見て見ぬ振りをしていた。

　光成が自分の席に鞄かばんを置くと、初乃ははっと息を吞のみ、すっとんきょうな声で言った。

「お、おはようかしら!?」

「うん？　おはようだろ」

「ち、違う。おはよう、いい天気ね、体調はどうかしら、って言いたかったの……」

「朝から飛ばしてるな。体調はなんともないよ」

　初乃はほう、と長い息をついた。

「その……ごめんなさいね」

　昨晩のことを言っているらしかった。

「いいよ。結構楽しかったですよ、シスター」

　初乃の顔が羞恥に歪ゆがんだ。

　授業がはじまる。教師の声が光成の頭の上を滑っていく。最近頭や身体を使う場面が多いせいで、思いのほか疲れがたまっているらしい。

　放課後、柊ひいらぎに会うために第二音楽室へ向かった。その道すがら、五いつ花かが息を切らして走り寄ってきた。

「光成さん……！」

　五花は膝に手をつき息を整えた。

「柚葉さんが……！」

「柚葉がどうした？　猫にでも引っかかれたか？」

「た……、倒れました……！」

「倒れた……？」

　光成はしばらく言葉の意味がわからなかった。健康優良児の柚葉と『倒れる』という単語がどうにも結びつかない。

　──倒れたって……ふつうは、急に病気になって立ってられない状態になるとか、そういうことだよな……？　柚葉が？　まさか……。

　しかし、健康そのものだった人間が急に体調を崩すという話はよく聞く。

　胸騒ぎがした。光成はほとんど祈るような気持ちで尋ねた。

「足をひねって転んだとか……だよな？」

「詳しくはちょっと。聞いた話では、前触れもなく倒れて保健室に運ばれたと……」

　光成は駆け出していた。保健室は一階にある。階段を一段一段下りるのがもどかしく、一段飛ばしで駆けおりるがそれすらももどかしい。光成は踊り場からジャンプして、一気に一階へと飛び降りた。

　自分で自分の行動に驚く。振り向くと、踊り場から一階までは二メートル近い高さと距離がある。しかしどこか身体を痛めたりということはなかった。

　──やればできるもんだな。

　光成は保健室へ駆けこんだ。

「柚葉!?」

　保健室のベッドはカーテンで仕切られている。

「柚葉！」

「え、ちょ、コウくん……!?　待っ」

「そこか！」

　乱暴にカーテンをスライドさせると、そこにはベッドで上半身を起こしている柚葉がいた。彼女はなぜか上半身になにも着ておらず、ブラジャーもホックをはずしていて、ストラップがぶら下がっていた。慌ててジャージを羽織ろうとしていたらしいが、間に合わなかったようだ。

　柚葉はシーツをたぐって胸を隠した。

「すまん！」

　光成は乱暴にカーテンを閉めた。衣きぬ擦ずれの音が聞こえたあと、なかから「いいよ」と声がかかった。そろそろとカーテンを開く。

　柚葉は顔を赤くしてうつむいていた。

「だ、大丈夫か？」

「よくわからないけど貧血じゃないかって」

「そうか……」
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　光成は長い長い安あん堵どのため息をついた。

「そうかあ……」

　ベッドサイドのスツールに崩れるように座りこむ。貧血の応急処置として、血流を少しでもよくするために、身体からだを圧迫するストラップをはずしていたということらしい。

「心配した？」

　柚葉は上目遣いで尋ねる。

「まあな」

「へへっ」

　と、顔をほころばせる。

「笑いごとじゃない。倒れたときはなにをしてたんだ？」

「女子サッカー部の助っ人。左サイドバックだよ。須す部べ石いしのロベカルって呼ばれてるの」

　柚葉は胸を張った。が、すぐに慌ててつけ加えた。

「脚が太いからじゃないよ!?」

「知らんけども。──お前、少し無理しすぎなんだよ。毎日毎日いろんな部活の助っ人に入って。どこかひとつに腰を据えたらいいんじゃないか？」

「え～？　わたし、部活は嫌いだもん」

「嫌いなのかよ!?」

「わたしは運動が好きなの。部活は、ほら、厳しそうでしょ？」

　大好きな趣味でも、部活動となったとたんしらがみや責任が重くなる。それが窮屈なのだろう。柚葉らしい。

「わからないでもない」

「でしょ？」

「なんにしろ、少し運動は控えろよ。せめて朝練は断るとかさ。寝不足とかも原因なんじゃないのか？」

「うん……」

　肯定の返事をしつつも、柚葉は不満そうにくちびるをとがらせる。

「朝食だって作りに来なくたって」

「それはダメ！」

　柚葉は急に大きな声で拒んだ。

「じゃあ、どっちかにしろ」

「……朝練断る」

「本当だな？」

「うん。だから朝、行っていいでしょ？」

　断られることに怯おびえているような、すがるような顔。光成の一番苦手な表情。

「まあ、うん」

　うなずくしかない。ほとんど脅迫だ。柚葉は嬉しそうに微笑ほほえんだ。

「ところでね、五花ちゃんって娘こ、知ってるよね？」

「え？　あ、うん……」

　この前、五花は柚葉と話したと言っていた。だから柚葉の口から彼女の名前が出てくるのになんの不思議もない。しかし光成はなぜか後ろめたい気持ちになった。

「なんかいろいろ聞かれたよ～。趣味とか、コウくんのこととか、千ち歳とせさんのこととか」

　柚葉はスマホをもてあそぶ。

「千歳さんって、かわいい名前だよね」

「あ、千歳は苗みよう字じなんだ。名前は初乃」

「そ、そう」

　柚葉は引きつった笑みを浮かべた。手に力が入り、スマホがめきめき音を立てている。

「仲、いいんだ？」

「いい、かな……、悪くはないと思うけど……」

「へ、へ～、そー」

　腕がぶるぶると震え、スマホがたわむ。

「お、おい、やめてやれ、スマホが不ふ憫びんなことになってる」

　柚葉ははっとして力を抜いた。

「つい力が入っちゃって……。よくやるんだ～」

「丈夫なスマホだな……」

　光成は呆あきれた。

　ガァ、ガァ、とカラスの鳴き声が聞こえた。窓から見える木にとまっているらしい。柚葉は不安げな目を向けた。

「今日は一緒に帰るか」

「え？」

　一瞬、柚葉の顔に喜色が浮かんだ。しかしすぐに申し訳なさそうな表情になる。

「あ～……ごめんね。もう少ししたらお母さんが車で迎えに来てくれるから」

「そうか。なら安心だな、無理はするなよ」

　光成は席を立ち、保健室を出る。柚葉が手を振っている。小さく手を振り返し、光成は当初の予定どおり第二音楽室へ向かった。

　しかし、柊の姿は見当たらない。主あるじのいないイスが、部屋の真ん中にぽつんと置いてあるだけだった。

　──もう帰ったのかな……。

　二年生の教室をぐるっと一回りしてみても、柊の姿は見当たらない。ほかの場所も探してみたが、彼女はついに見つからなかった。

　──ほんと神出鬼没って感じだな……。

　自分の教室にもどって鞄かばんを回収し、学校を出た。




「光成さん」

　玄関を出たところで横合いから声がかかった。見ると、五花が真剣な表情で立っている。

「少しお話が」

「なんかわかったのか？」

「ええ、わかりました」

　五花は「こっちです」と言って、体育館の裏へ入っていく。そして小さなプレハブ小屋のドアを開けた。使用頻度の低い体育用品が保管されている。

「ここになにかあるのか？」

「ええ、どうぞ」

　うながされて、プレハブ小屋に足を踏み入れる。

　どん、と背中を突き飛ばされた。もんどり打って、ぼろぼろのマットの上に倒れる。

　ドアが閉められる。光成が顔を振り向けたとたん──。

　五花がのしかかってきた。押し倒すみたいに四よつん這ばいになり、光成の顔を覗のぞきこむ。

「わたし、わかったんです」

　朽ちかけたマットのすえた匂いのなかでも、五花の甘ったるい吐息とミルクみたいな身体の匂いははっきりと感じられた。

「な、なにが」

「わたしにすればいいんですよ」

　五花はうわごとみたいに言う。

「柚葉さんと星ほし置おきさんは、語かたり部べかもしれないから手が出せない。千歳さんは危険思想の持ち主です。なら……わたしにすればいいじゃないですか」

「い、意味が……」

「たくさんの女の子に言い寄られて大変でしょう？　我慢、できないんじゃないですか？　わたしになら、我慢する必要、ないんですよ」
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「冗談、だよな？」

「冗談を言っている顔に見えますか？」

　五花は上気した顔で光成をじっと見おろしている。目は真剣そのものだった。

　──なんで急に……。

「まさか……！」

　放り出された鞄に手を伸ばす。五花がその腕をつかんだ。顔が悲しそうに歪ゆがむ。

「助けを求めるんですか。そんなに……そんなにわたしがいやですか!?」

　体重をかけてくる。顔と顔がぐんと近づく。小柄だから体重は軽い。しかし腕っ節はなかなか強い。片腕で五花の接近を阻みながら、もう片方の腕で鞄のなかからスマホをとりだした。

　ロック画面に新たな小説が投稿された通知があった。







『柚葉のお見舞いを終えた光成は、五花に誘われ体育倉庫へ。思いつめた様子の五花は突然、こうせいを突き飛ばしてのしかかる。「わたし、わかったんです」気持ちを打ち明けるいつかに光成はどう答えるのか……？』







　投稿されたのは、ちょうど柊を探しているあいだだった。珍しく変換間違いが見られる。慌てて投稿したのだろうか。

「見ろ！」

　光成はスマホを五花の顔の前に差しだした。

　怪け訝げんな表情をしてスマホを受けとった五花の顔は、やがて驚きよう愕がくに染まった。手がわなわなと震えている。

「噓うそ、ですよ……こんなの」

「事実だ。お前は──改変の影響を受けている」

　スマホがマットに落ちる。後じさりし、五花の背中がドアにぶつかる。

「じゃあなんなんですかこの気持ちは!?　これが作り物だと？」

「……」

「わたしは最初、光成さんのことを、おどおどといじけてるくせに妙に口の回るおかしなひとだと思ってました。でもそれが、弱い自分を守るために磨かれた光成さんなりの話術なんだとわかったんです。のらりくらりと判断を保留したり情に流されるのも光成さんが……光成さんが本当は優しいひとだからと……気づいて……！」

　五花の目から涙が溢あふれる。

「これが噓なんて！　噓なんて──噓ですよ！」

　叩たたきつけるようにドアを開け、プレハブ小屋を飛び出す。

「五花！」

　あとを追う。小さな背中にぐんぐん近づく。もう手が届く、そのとき。

　校門にたたずむ柚葉の姿が目に入り、光成は立ち止まった。五花も一瞬、速度を落としたが、顔をうつむけてそのまま柚葉の横を走りすぎた。

　光成は少し迷ってから、重い足どりで柚葉に歩み寄る。

　柚葉は微笑んでいる。しかしその表情がなんだか作り物めいて感じられ、直視できなかった。

「五花ちゃん、どうしたの？」

「いや、その……、ちょっとした行き違いがあって……」

「泣いてなかった？」

「……」

「も～、ダメだよ、泣かせたら。きっと五花ちゃんはいい娘だから、大事にしてあげないと」

「そう、だな」

「そうだよ。わたしなんかより、ずっとずっといい娘なんだから。きっとコウくんを大事にしてくれるから」

　柚葉の言葉に違和感を覚えて、彼女の顔を見た。

　笑っている。

　──気のせいか？

「どうしたのコウくん。変な顔」

　ふふ、と吹き出す。

「いや……。それより迎えがくるんじゃないのか？」

「元気になったから断っちゃった」

「じゃあ、帰るか」

「うん！」

　光成と柚葉は、久しぶりに一緒に下校した。柚葉はまだ少し青白い顔をしていたが、それでも嬉しそうに、部活での活躍や、新しく覚えた料理についてしゃべりどおしで、光成は苦笑しながらもうんうんとうなずきながら歩いた。

　柚葉の家に着いても、彼女はしばらくしゃべりっぱなしで、なかなか光成を離してはくれない。

　日が傾き、光成はやっと解放された。柚葉は家路につく光成にぶんぶんと手を振り、

「じゃあね！　ちゃんと仲直りしてね！」

　と、声を張りあげた。

　光成はそれに手をあげて応えた。




　そんな何気ない別れが、柚葉との最後の別れになるなんて思いもしなかった。




　　　○




　帰宅すると、光代がリビングのソファに身体からだを沈め、五百ミリリットルの缶酎ちゆうハイをぐびぐび飲みながら（しかもテーブルにはすでに空き缶が五本も溜たまっていた）アメリカのアクション映画を鑑賞していた。

「バカだなこいつ」

　画面のなかでは蜘蛛くもの巣模様のタイツに身を包んだヒーローがヒロインを抱きあげていた。

「捨てろよこんな女」

　なにか不穏当な独り言を言っている。付き合うのをやめろということなのか、この高所から落とせということなのか。恐らく後者だ。

　帰宅した光成に気がつくと、光代は缶をかかげた。

「飲むか？」

「飲まねえよ。──っつか、今日は大変だったんだよ、ほんと」

「おう、なんだ、話してみろ」

　ふだんは決してまともとは言えない母親である光代は、しかし光成の話は真剣に聞いてくれる。光成は光代のそういうところだけは尊敬していた。

「柚葉がさ、倒れたんだよ」

「はあ？　誰が？」

「いや、だから柚葉だよ。サッカーの助っ人をしてて」

「ゲームの話か？」

「母親に話すかそんなもん！　柚葉が倒れて保健室に運ばれて」

「いや、だからな」

　光代はぼりぼりと頭をかいた。

「その『柚葉』って誰だよ？」

「……は？」

　光成は引きつったように笑う。

「なに言ってんだよ。なんかの冗談か？」

「お前こそなに言ってんだ。──まさか彼女ができたのか!?」

　光代は仰天したような声をあげた。

「できてねえよ」

「だよな」

「だよなとはなんだ」

「お前みたいな奴に彼女なんかできるわけがないってことだよ」

「改めて言葉にするな、泣くぞ。──じゃなくて、柚葉だよ。旭あさひ川かわ柚葉。幼なじみの」

　光代は顔をしかめた。

「お前いいかげんにしろよ。冗談にしてもしつこいし面白くないわ」

「こっちのセリフだ。なんで忘れたふりするんだよ」

「忘れてねえよ、もとから知らねえっつってんだよ」

「そんなわけ」

「しつこい」

　光代はぴしゃりと言い放って、それきり映画のほうに集中してしまった。

　──意味がわからん……。

　からかわれているのだろうか。しかし光代の表情は冗談を言っているようには見えないし、そもそもこんなたちの悪い冗談を言うようなタイプではない。

　光成はキッチンに向かうと、ぬか漬けを皿に盛り、リビングの光代に突きだした。

　光代は顔をぱっと輝かせた。

「お前、気が利くな！」

「そうじゃない。これは柚葉が作ったものだ。思い出したか」

「それまだつづいてんのか？　──あれか、中二病って言うんだろそういうの。高校に入ったんだから卒業しろよ、まったく……」

　と、皿を奪いとって、キュウリのぬか漬けを口に放りこんだ。しばらく咀そ嚼しやくして、光代が言った。

「まっず」

「は？」

「落ちこむほどまずいわ……。なんだこの、くっせえしなびたキュウリ。もっと精進しろよお前」

「そんなわけ……！」

　光成もぬか漬けを食べた。

　塩分が足りなければ歯ごたえもない。ただただぬか臭い、しなびたキュウリだった。

　──なんでだよ……！

　今朝、食べたときはあんなにうまかったのに……。

　光成は腕をまくり、ひじの側面にある傷を指し示す。

「じゃあこれはなんだっていうんだよ。柚葉に無理やり木登りさせられて、落ちて骨折したときの手術痕だろ！」

「はあ？　それはお前が小学生のとき、鉄棒から落ちて骨折した痕だろうが」

　光成は言葉を失い、呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。光代は怪訝な顔をした。

「お前……。学校休むか？」

　光代の気遣いに光成は返事もできず、足を引きずるように自室へもどった。

　着替えて、ベッドに倒れこむ。

　──そうか。これは悪夢だ。目が覚めれば、もとにもどるんだ……。

　目をつむる。頭のなかがぐるぐると回ってなかなか寝つけなかったが、意識が徐々に深い闇に沈んでいく。




「おはよう、コウくん」




　光成は弾かれたように身体を起こしてベッドサイドを見る。しかしそこに柚葉はいない。

　──夢か……。

　キッチンに行くが、柚葉の姿はない。もちろん朝食は作られておらず、柚葉の朝食目当てで起床してくる光代も、今日はまだ眠っているようだった。

　早く起床してしまったのではないかと思って時計を確認したが、起床時間はいつもと変わりない。

　まだ悪夢がつづいているのだろうか。




　早めに家を出た。学校へ向かう前に、柚葉の家に赴く。

「……っ！」

　建物自体は変わらずそこにあった。しかし、表札の名が『旭川』ではなく『村むら越こし』に変わっていた。

　震える手で呼び鈴を押す。インターホンのスピーカーから、聞いたことのない女性の声が聞こえた。

『はい？』

「あ……。こ、ここは……旭川さんのお宅じゃ……？」

『は？』

　少し間があってぷつっと通話の切断された音がした。

　──なんだこれ……なんだこれ！

　光成は学校へと駆け出す。朝練を終えた運動部の女生徒に片っ端から柚葉のことを尋ねるが、誰も彼女のことを覚えていない。

　教室に行くと、すでに登校していた初乃に尋ねた。

「柚葉を知ってるな？」

　初乃はぽかんと口を開けた。

「え？　誰？」

「旭川柚葉！　写真が壁に貼はってあったろ！」

「ちょ、ちょっと……！」

　初乃は周りの目を気にして、光成を人気の少ない廊下の隅に連れ出した。

「人前でやめてよね、写真とか……」

「それで知ってるのか知らないのか」

　初乃は答えた。

「知らないわ。誰？」

「お前ふざけるな」

　光成は初乃の肩をつかむ。初乃は頰ほおを朱に染めた。

「ちょ、ダメ……ってほどでもないけど、ダメよ！」

「頼む、頼むよ……。真剣に答えてくれ。旭川柚葉。本当に知らないのか」

　光成の懇願に初乃は表情を引き締めて、まっすぐ目を見つめかえし、答えた。

「知らない。本当よ」

「……っ！」

　光成はふらふらと後じさり、逃げるようにその場をあとにした。

　つぎに目指したのは体育館裏。

「五花！　いるんだろ！」

　昨日の一件もあり、会いづらい気持ちもあったが、そんなことを言っている場合ではない。

　プレハブ小屋のドアがそろそろと開いて五花が顔を出した。まぶたが腫はれている。目が赤い。しかしそんな顔に五花は笑みを作った。

「なんですか、必死な顔をして」

　それはお前だろ、なんて軽口が思い浮かぶが、言い出すことはできなかった。

「五花、昨日は」

「光成さん」

　ぴしゃりと制するように言った。

「昨日のわたしはどうかしていました。あれは改変の影響を受けていただけです。いまは光成さんのことなんてなんとも思ってませんから」

「……そうか」

　五花は「そうです」と、まるで自分に言い聞かせるように口にした。

「ところで、なにか用事があったのでは？」

「あ、ああ」

　光成はぐびっとつばを飲みこんだ。

「柚葉を……。旭川柚葉を……」

　五花の眉が険しくなる。

「え、誰ですそれ？　まさかこの大変なときに、別の女の子に粉をかけたんじゃないでしょうね？」

　膝ががくがくと震えて崩れ落ちそうになる。五花は心配そうに歩み寄った。

「……大丈夫ですか？　顔が真っ青ですけど」

　光成は玄関のほうへよろよろと歩いた。

「光成さん？」

　五花の声も、すでに届いてはいない。

　──誰も、知らない……。

　はじめから『旭川柚葉』なんて女の子が存在していないかのように。

　雨が降りはじめていた。水滴が頰を、首筋を伝い、シャツを濡ぬらす。雨に煙る学校前ではあちこちに傘の花が咲く。幻想的な光景に、光成は自分が別の世界に足を踏み入れてしまったのではないかと思い、ぶるりと震えた。

　水滴をしたたらせて歩く光成に、廊下を歩く生徒たちは不審げな目を向ける。

　教室にはもどりたくない。いや、誰にも近づきたくなかった。柚葉を知らない人々に囲まれていると、柚葉を知っている自分のほうがおかしいような気になってくる。

　足は自然と、第二音楽室に向かった。

　ドアを開けると、前と同じように、イスに腰かけた柊が気け怠だるげな顔で微笑ほほえんでいた。

「やあ、こんな時間にやってくるなんて、またスカートのなかを見たくなったのかな？」

「……」

　ドアの前で立ち尽くす光成に、柊は「まあ入りたまえよ」とうながした。部屋の隅からイスを一脚持ってきて、柊の正面に座る。

「まるで幽ゆう鬼きだね」

「……」

　なにも言わない光成に、柊はなにも尋ねない。ギターで静かなメロディを奏でている。

　チャイムが鳴る。完全に遅刻だ。しかし動く気にはなれない。

　柊の曲が終わった。光成はやっと声を出した。

「誰も……」

「うん？」

「誰も、知らないんです……」

「なにをだい？」

「俺の幼なじみを……」

「ふうん」

　柊は何気ない様子で言った。

「旭川柚葉のことかい？」

「え？」

　光成は柊の顔を見た。

「ひ、柊さん、いまなんて……」

「旭川柚葉。君の幼なじみ。抜けてるけど運動と料理が得意で、気立てのいい娘こだね」

「は、はは……」

　光成はイスからずり落ちた。まるで王に謁見する平民のようにひざまずく。

「し、知ってた……、知ってるひとがいた……」

　涙が溢あふれてくる。

「よかった……。よかったな、柚葉ぁ……」

　泣き崩れる光成の背中に柊が触れた。冷たい彼女の手が、いまはとても温かく感じる。

「すいません……」

　ぐすっと鼻をすすり、目をごしごしとこする。イスに座り直して、はあ、と大きく息をつく。気分が少し落ち着いてきた。

　柊は鞄かばんからスポーツドリンクのペットボトルをとりだして蓋をパキッと開けると、四分の一ほど飲んでから光成に差しだした。

「さあ、出した分はしっかり補給しなければね」

「……なんで一回口をつけたんですか」

「ラブコメに間接キスイベントははずせないだろう、君」

　柊はいつもと変わらぬマイペースで、光成は彼女が気を遣ってくれているのかもしれないと思った。スポーツドリンクを受けとり、一息に半分ほど飲んだ。

「どうだい？　はじめてのキスはレモンの味がしたかい？」

「しましたね。まあ、レモン味のスポーツドリンクなんで」

「都市伝説の真相なんて往々にしてそんなものだよ」

　ふん、とおかしくもなさそうに笑った。光成は柊の目を見すえる。

「どうして柚葉を知っているんですか。みんな柚葉のことを忘れていたし、そもそも柊さんは柚葉との接点がない」

「わたしは面白そうなことに目がなくてね。ここ最近はとくに──」

　柊は小首を傾かしげた。ショートボブの銀髪がさらりと流れた。

「小説にはまっているんだ」

「っ！」

「ちなみに読み専さ。書いたりはしない」

「柊さん……もしかして、その……」

「ラブノートのことなら、答えはイエスだよ」

　光成は息を吞む。

「なぜ、知ってるんですか」

「先輩はなんでも知っているんだよ」

「いや、いくら先輩だからって……」

「わたしもかつては改変者──君たちは語かたり部べと呼んでいるんだったかな？　──だったらしいからね。そういう意味で、先輩さ」

　あまりの驚きにしばらく言葉が出なかった。

「じ、じゃあ、柊さんも現実を改変できるんですか？」

「もうできないし、当時の記憶もない。当時といっても、何百年も前かもしれないし、つい最近かもしれない。要するになにもわからない」

「何百年ってことはないでしょう、常識的に」

「わたしは人間ではないからね」

「……え？」

　たしかに柊は浮世離れしたところがあるとは思っていたが、それにしても離れすぎだ。

「自らが改変者であると気づいていながら改変を繰り返す。それはもう神の類だよ。ひとの道理からはずれたわたしは、まさしくひとではなくなったのさ。そして『傍観者』となった」

「傍観者？」

「『語り部は現実を改変する』。これは彼らの能力の一端しか言い当てていない。本来は、現実に手を加えることによって、改変された世界と改変されなかった世界を分岐させる。つまりパラレルワールドを作るのさ」

　パラレルワールドという言葉に、初乃の顔が思い浮かんだ。

「ゲームの分岐みたいな？」

「まさに分岐のツリーさ。誰が言いはじめたのか世界樹──ユグドラシルと呼ばれている。改変者は数多あまたの分岐を作り出し、世界の生存率を上げる。生物と同じだね。生殖を繰り返し、種が存続する可能性を上げる。有り体に言えばバックアップさ。そして傍観者は外側から、増えていく世界の分岐を監視し、ほころびを修復する。たとえるなら『口うるさい読者』といったところかな」

「でも、そんな……」

「わたしが柚葉くんを覚えていることが、なによりの証拠だよ」

　にわかには信じられない話だが、柚葉のことを皆が忘れるという現実離れした事態が実際に起こるなかで、柊の話だけ信じない道理はない。

　──あれ？　待てよ……。世界樹？　五花が言ってなかったか……たしか……。

　木の夢を見る。実がなり、枝が折れる。

　そして柊の発言。世界樹、増えていく世界の分岐、ほころび。

　鳥肌が立った。

「未み曾ぞ有うの大災厄……！」

「そうだね、あまりよくない状況だ。暴走した語り部が無茶な物語を書くなんてよくあることだしね」

　柊はゆるゆるとかぶりを振った。

「はるせみが柚葉くんである、というのはもう気づいているね？」

「……はい」

「彼女が消えた理由はそれさ。つまり、自分が改変者であると気がついた」

　──……あ。

　昨日の五花との一件を思い出していた。逃げる五花と鉢合わせした柚葉。あれは偶然ではなかったのだ。

　つまりこういうことだ。保健室で光成と話をした柚葉は、その会話から『現実が改変されているかもしれない』と疑うに足る糸口を見つけ、急いで短い小説を書き、投稿。内容は言うまでもなく、五花をヒロインとしたストーリーだ。そして校門で待ち受け、五花の姿を見て、確信を得た。

「より具体的に言えば、自分の境遇が自らによって書き換えられたものだと気がついた。君はもう知っているね？　自分が登場人物だと気がついた場合、改変の影響は薄くなる。そこから導き出される結論はひとつ。『柚葉くんは本来、君の幼なじみでもなければ、須部石高校の生徒でもない』。だから、消えた」

　──じゃあいったいあいつは誰なんだよ……。

　光成は頭を抱える。

「俺だけ覚えているのは？」

「主人公だからさ。柚葉くんともっとも深く結びついた役柄だから、覚えている」

「逆に言えば、結びつきの弱かったひとから忘れていくわけか」

　でもそれは、結びつきの強かった光成も、いずれは忘れてしまうということではないか？

　そう気づいたとたん、いても立ってもいられなくなった。

「ど、どうすれば！　どうすれば柚葉を助けられますか！　というか、そもそもあいつはどこに……！」

「いくらわたしが傍観者とはいえ、そこまではわからないよ。しかし少なくとも、君のことを知っている人物だ。そして君を主人公にした小説を書くような人物。──心当たりは？」

　光成は首を横に振った。柊は「ふむ」とうなった。

「正直、わたしもどうすればいいかよくわからない。こういうケースははじめてのものでね。ひとつ言えるのは、放っておけば多くの世界が、ひとが、恋が、消えてなくなる」

「……とにかく、柚葉を探してみます」

　光成は音楽室を出しなに、気になっていたことを柊に尋ねた。

「ひとついいですか」

「なんだい？」

「柊さんは、柚葉が語り部──はるせみであることを知っていたんですか」

「そうだね」

「じゃあなんで」

「嫉妬だよ」

　何気ない調子の返事に光成は一瞬、聞き間違いかと思った。嫉妬などという重い感情が、飄ひよう々ひようとした柊にはひどく似合わない。

「たとえば君は、柚葉くんがはるせみだとわかったらどうしただろう」

　──どうしただろう……わからない。

「柚葉くんを選ぶだろうね」

「そんなこと」

「じゃあわたしを選ぶかい？」

「……」

「すまない、困らせるつもりはなかった。わたしはただ、この第二音楽室で、君との関係をできるだけ長くつづけたかった」

　柊がピンとギターの弦を弾はじくと、あたりが急に真っ暗になった。

「な、なんっ！」

　宇宙空間に放り出されたかのようだった。一瞬でも気を抜けば、どちらが上で下だったかもわからなくなりそうだ。

　暗闇のなかに白い線が現れた。その線は、先に行くほど分岐し、分岐した先がさらに分岐し、無限とも思えるほど広がっていく。

「これが……ユグドラシル？　──柊さん、これ」

　周囲に彼女の姿はなかった。

「柊さん？　柊さん！」

　どく、どくと心臓が大きく跳ねる。脂汗が湧き出して、呼吸が苦しくなる。

　この広大な、なにも見えない、なにも聞こえない、暖かさも寒さもない空間にひとりきり。

「誰か！　助けて！　助けて……！」

　ピン、と弦を弾く音が聞こえたと思うと、風景は第二音楽室のものにもどっていた。光成は床に倒れ伏していた。がくがくと震える腕で身体からだを起こす。

　ほんの一瞬の出来事だったはずだ。なのに光成は気が狂いそうになっていた。

「わたしはずっとそこにいた」

　柊がささやくように言う。

「孤独の意味すら忘れてしまうような孤独のなかに、わたしはいた。そして誰かに手を引っぱられたと思ったら、君に、出会ったんだ」

　図書室での出会いを思い出していた。柊はなかなか光成の手を離さなかった。いや、きっと、離せなかったのだ。

「許してくれとはいわない。でも、この気持ちは、わかってくれ」

　光成は柊を見あげた。彼女は光成の苦手な、期待と不安の入り交じったような、こわばった顔をしていた。

　──なんでどいつもこいつもこの顔をするんだよ……。

「許しますよ」

　光成は立ちあがった。

「俺は柊さんを許します」

　柊はすいと視線をそらし「ふふ」と笑った。

「すんなり騙だまされてくれて助かるよ。君はあれだね、チョロいと言われないかい？」

　ジャラン、とギターを鳴らしたが、その音は不協和音を奏でた。

　光成は思わず吹き出した。

　柊の表情は変わらない。しかし耳だけが真っ赤になっている。器用な照れ方をするものだと光成は思った。

「俺は柊さんと違って、こういうときにからかったりしませんので安心してください」
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「それがすでにからかっているのだよ、君」

　さらになにか言おうと口を開きかけたが、柊はあきらめたようにかぶりを振った。

「やめておこう。今日は光成くんにイニシアティブがあるらしい」




　光成は音楽室を飛び出した。そして廊下の曲がり角に向かって声をかける。

「初乃！」

　光成はじっと待つ。やがて観念したように初乃が姿を現し、あたふたと言い訳した。

「これはね、違うの。別につけてたわけじゃないの。あなたの様子がおかしかったから……」

「ストーカーのお前に聞きたいことがある」

「ストーカーでは！　ない！　エージェント！」

「人探しをするとき、一番手っ取り早い方法はなんだ」

「……さっき言ってた娘こ？　ええと……」

「旭川柚葉」

「そう、柚葉さんね。知り合いなら、一番早いのは『電話』」

「そ、そうか！　なんで気づかなかったんだ俺……！」

　光成はスマホをとりだした。ただ電話番号は知らなかったので、ＬＩＮＥでメッセージを送る。

　じりじりと待つ。しかし既読マークはつかない。初乃が言った。

「この方法は早いけど、成功率は高くないわ」

「早く言え！」

「あなたが『手っ取り早い方法を』って言ったんでしょ？　──つぎに早いのは『行方不明者の知り合いを当たる』」

　柚葉を覚えているのは光成と柊しかいない。光成は首を横に振った。

「いない」

「じゃあ、ＳＮＳね。情報を拡散させて、通報が来るのを待つ」

「それも多分無理だ」

　光成以外に柚葉を覚えている人間はいないだろう。

「じゃあ、私物の確認ね。スマホ、メモ、レシート」

　あるのだろうか？　柚葉の家はすでに別人宅になっていた。そこに柚葉の私物があるとも思えないが……。

「わかった、私物だな。ほかは？」

「足どりを追う。そうすることで、目撃者やなにかしらの痕跡を見つけられることがある」

「足どりを追う……」

「あとはビラを配るとか」

「それじゃ時間がかかりすぎる」

「まあ一番早いのは警察に届け出ることだけど。──そういう話じゃないんでしょ？」

　初乃はなにか勘づいているらしく、意味ありげな視線を送ってきた。光成はうなずく。

「助かった。じゃあ」

　と、走り出そうとする光成を「ちょっと待って！」と初乃は呼びとめた。

「公権力に頼れない？　ならわたしがいるじゃない！」

　親指で自分を指さす。

「コスプレイヤーが警察の代わりになるとは思えないが」

「コスプレイヤーでは！　ない！　エージェント！」

「あのなんとかデバイスで家探しできるのか？」

「世バツ界線クリ座屈ングデ装置バイスね。時空の壁を越えられるのだから、家の壁くらい造作もないわ」

「なら頼む」

　光成は『元・旭川家』の住所を教えた。

「表札の名前は村越だ」

　初乃は顔をしかめた。

「思ったより状況が複雑みたいね……。わかったわ。ともかく、村越さんのうちで旭川柚葉の痕跡を探せばいいのね？」

「頼む」

　光成は走り出した。




　まず向かったのは、昨日、倒れた柚葉が運ばれた保健室。養護教諭は最初、授業中にもかかわらず保健室に飛びこんできた光成に啞あ然ぜんとしていた。しかし光成の勢いに負けたのか、きちんと質問に答えてくれた。

「昨日、誰かが倒れたなんて話は聞いてないけど……」

　光成にとってはその答えで充分だった。やはり自分以外の誰も、柚葉のことを覚えていないのだ。

　養護教諭に頼みこみ、ベッドを見せてもらう。シーツがきれいに直されていて、誰かが寝ていた痕跡は消えてしまっている。

　イスをたぐり寄せて、腰かける。昨日と同じ位置。違うのは、そこに柚葉がいないことだけだった。

　じっとベッドを見る。

　──……？

　一瞬、柚葉の姿が浮かんだように見えた。

　──違う……。

　柚葉ではない。髪がぱさぱさで、目の下にくまがあり、やつれた女の子だ。

　しかしその姿はまばたきするとすでに消えてしまっていた。

　それは感傷が見せた幻だったか。

　光成は保健室を辞去した。

　──あと、柚葉が訪れた場所は……。

　光成は学校を飛び出した。

「光成さん！」

　校門前で五花の声がかかったが、光成は「すまん急いでる」と返事して駆け抜ける。そして校門をぴょんと飛び越えた。

「うわああああ!?」

　五花が叫び声をあげて尻餅をついた。目が点になっている。光成は引き返して、校門越しに五花に声をかけた。

「どうした、大丈夫か？」

「あ、え？　光成さん……」

　五花がなにを驚いているのかわからない。

「光成さん、なんですか、そのジャンプ力……」

　光成は校門を見た。高さは一・五メートルほどだろうか。

「跳んで跳べない高さじゃないだろ」

「でもまだまだ余裕がある感じでしたよ……？　もしかして運動が得意だったんですか？」

「いや、全然。──とにかく、急いでるんだ。じゃ」

　呆ぼう然ぜんとする五花をおいて、再び駆け出す。

　ほどなくして自宅へとたどり着いた。腕時計を見ると、学校からここまで一分ほどしかかかっていなかった。寝坊して全力で走ったときでも五分はかかったにもかかわらず、である。それにまったく息があがっていないし、汗もかいていなかった。

　──人間、必死になると底力が出るもんだな。

　光成はキッチンに向かう。柚葉が伊達家でもっとも長く滞在した場所は、恐らくここだ。

　冷蔵庫を開ける。

　ぞっとした。

　昨日はまだ食材らしきものがぽつぽつと見てとれたが、いまはほとんど缶酎ハイで埋まっている。一夜にして冷蔵庫の中身が改変前にもどってしまったのだ。唯一、変わらず存在しているのはぬか床だけだった。

　ぬか床を引っぱり出し、ミョウガのぬか漬けを口に放りこんだ。

「まっずい……」

　やはりまったくおいしくない。光代の発言を思い出すに、この改変がもどりつつある世界では、ぬか漬けは光成が作ったことになっているらしい。

　食器棚や調味料棚、果てはごみ箱まで調べたが、柚葉の痕跡は見当たらない。

　そのときスマホが震動した。柚葉かもしれないという期待をもって液晶画面を見たが、連絡してきたのは初乃だった。

「初乃？　どうだった？」

『なにもないわね』

「本当に？　なにも？」

『ええ、なにも。ただの村越さんのうちよ』

「二階の道路側が柚葉の部屋だったんだ」

『この家の子供はすでに独立してるわ』

「……そう、か……」

『ほかには？　心当たりがあるなら協力するけど』

「いや、ない。助かった。ありがとう……」

　電話を切る。キッチンの真ん中に立ち尽くし、ぼんやりとガスコンロのほうを見る。

　ついこのあいだ、柚葉はそこに立って、味噌みそ汁しるを温めていた。そのときの朝食の匂い、換気扇の回る音、朝日のまぶしさ、そして柚葉の笑顔を、光成は覚えている。

　光成はふらふらと階段を登り、自室のベッドに倒れこんだ。

　眠れば、柚葉が起こしてくれるような、そんな気がした。

「柚葉……」

　目を閉じる。柚葉のことを思い浮かべる。




　髪が長くて、目が大きくて、健ｋ[image: ]亍[image: ]□□




　光成はびくりとなって目を開けた。

　──なんだ？　いまなにか……。

　もう一度、目を閉じた。




　柚葉は俺の幼な[image: ]□[image: ][image: ]




　光成は跳ね起きた。どっと汗が噴き出す。

　健康的、幼なじみ。そう考えようとした。なのに急に脳がエラーでも吐いたみたいに、思考が乱れた。

　──健康的、幼なじみ。

　光成は呼吸を整え、もう一度、思い浮かべた。

　──柚葉は健ｋ[image: ]亍[image: ]□□な幼な[image: ]□[image: ][image: ]

　やはりだ。

　健康的、幼なじみ。ふたつの単語を思い浮かべることはできる。しかしその単語を柚葉と結びつけようとしたとたん、脳が拒絶反応を起こすのだ。

　視界の端で光が明滅している。知らぬ間に着信があったかとスマホを手にとった。

　違和感があった。いやに小さい。それに妙に派手なピンクのカバーをかぶせてある。

　息を吞んだ。電源ボタンを押した。画面が点灯する。

　ピースした柚葉の自撮り画像が壁紙になっている。彼女の後ろには大きな口を開けて眠る光成の顔がある。

「柚葉……」

　光成はスマホを手で包んだ。

「柚葉ぁ……！」

　ここに、あった。彼女が存在した証拠がここにあったのだ。




「おはよう、コウくん」




　今朝、聞こえたあの声は、空耳などではなかったのだ。

　消えそうな彼女は、ここに来て、ここに居たのだ。

　涙をぐっと堪こらえ、スマホの画面を注視する。

　前はフォルダだらけでごちゃごちゃとしていたホーム画面はすっかり簡素になり、下部のドックにしかアプリを置いていない。

　ブラウザとＴｗｉｔｔｅｒと、そして見慣れないアプリ。そのアプリは、黒い背景に白い線で木のような記号が描かれたアイコンだった。

　それは、柊に見せられた幻──世界樹ユグドラシルの姿に似ていた。

「これ……」

　偶然なわけがない。光成は恐る恐るアイコンをタップした。

　現れたのはログイン画面だった。パスワードを入力しなければならない。

　適当な文字列を入力して当たる確率はほぼない。定番の『１２３４５６』や『ｐａｓｓｗｏｒｄ』を入力してみたが、はずれた。あとは柚葉本人の個人情報に関する文言である可能性が高いが、光成はそこで自分が柚葉の誕生日すら知らないことに愕がく然ぜんとした。

　幼いころに遊んだことがあって、顔見知り。辞書にはそれが幼なじみと書いてある。

　しかし──。

　──こんなの幼なじみなんて言えるか！

　ラブコメの幼なじみは子供のころの距離感を引きずっていて、でも思春期を迎えてその距離感に悩み、お互いに近づけなくて、しかし誰よりお互いのことを知っている、そんな間柄だ。

　知りたい。こんなにも柚葉のことを知りたいと、幼なじみになりたいと思っている。

　光成はＴｗｉｔｔｅｒを開いた。こちらはパスワードを求められることなく、すんなりタイムラインが表示された。

　ホームに表示された名は『はるせみ』。非公開のアカウントで、フォロー、フォロワーともに百人前後だった。

　最後のつぶやきは一月半ほど前だった。

『いつもはるせみの小説を楽しみにしているみなさまへ　はるせみは一身上の都合により小説を投稿できなくなりました。本人に執筆の意欲はあり、再び投稿できるようになりましたら、こちらで報告いたします。申し訳ありません』

　光成はリプライを表示させた。フォロワーからの温かい声援。『待ってます』『無理しないでください』『やはり体調が……？』『ゆっくり静養してください』『健康が一番です』……。

　──そうか。

　実際の柚葉は健ｋ[image: ]亍[image: ]□□などではない。

　実際の柚葉は──。

　──病弱だった。

　保健室に現れた女の子の幻。柚葉を思い出そうとしたのに現れた、別の女の子。

　別ではなかった。あれが柚葉なのだ。

「っ！」

　柚葉との記憶が脳裏にフラッシュバックする。それは遠い街へ連れ出されたり、骨折したりする記憶ではなかった。







　青白い顔をした、年の頃は四、五歳くらいに見える女の子。ベッドに横たわり、光成たちのほうを見ている。

　本来なら同じ幼稚園に通うはずだった娘こだ。でも彼女は生まれつき身体からだが弱く、一度も幼稚園へやってくることはなかった。

　だから、彼女が入るはずだった星組の子供たちでお見舞いにやってきたのだ。光成もそのうちのひとりだった。

　生気のない彼女と、星組のみんなはどう接すればいいのか戸惑っているようだった。『自己紹介をする』『代表者がお見舞いのメッセージを読みあげる』という進行計画を準備しておかなければ、痛々しいお見舞いになっていたことだろう。

　お見舞いが終わり、病室を出る。星組のみんなはどこかほっとしたような表情だった。なかには咳せきこむ真似まねをして「病気がうつった」などとはしゃぐ男の子もいた。

　ぞろぞろと病室を出ていく星組の最後尾だった光成に、女の子の声がかかった。

「コーセーくん……？」

　細い細い声だった。

「なに？」

「また来てくれる？」

「いいよ」

　光成の家からこの病院は遠くなかったし、なによりベッドサイドの書棚に並んだたくさんの絵本が気になっていた光成は、二つ返事で承諾した。

　折を見て、女の子の病室に通った。気になる本は最初のお見舞いで全部読んでしまった。

「もう読む本ないな」

　と光成が言うと、彼女は絶望的な表情を浮かべた。そして、必死な声を出す。

「じ、じゃあ、わたしが……書くから……！」

　激しく咳きこむ。

「大丈夫？」

「書くから……これからも来てくれる……？」

「いいよ」

　彼女の言葉の端々に同年代とは違う知性みたいなものを感じていた光成は、彼女がいったいどんな物語を書くのだろうと気になった。

　たくさんの物語を読んだ。最初は絵本で読んだ物語と似ていて退屈だったが、そのうち光成を主人公にして書くようになった。とても興奮したのを覚えている。

　ＳＦやファンタジー、当時流行はやっていたゲームみたいな冒険活劇などジャンルはさまざまだったが、光成がとくに気に入っていたのはヒーローものだった。

　光成がヒーローで、彼女がヒロインだ。『ジン』という死神みたいな化け物が地球にはびこっており、人々を死に追いやっている。光成は、赤いマフラーがトレードマークのヒーロー『シャイニング・ノヴァ』に変身してジンと戦う。異星の姫君である柚葉を守るために。シャイニング・ノヴァの名前は、彼女が『光成』の名の『光』から語感のいいシャイニングを提案し、そして光成がそのときはまっていた特撮もので出てきた『ノヴァ』という言葉をくっつけたものだ。光成はノヴァという単語のかっこよさが気に入っていて、光成が生まれたという設定の異世界『アミラス・ノヴァ』にもその言葉をくっつけた。

　しかし光成はすぐに飽きた。彼女は特撮ものをほとんど知らなくて光成を楽しませる物語は作り出せず、いろんなヒロインを登場させてみたりしたが、光成の心は離れ、足も遠のいた。

　不満げな顔をして病室を去ろうとする光成に、彼女は言った。

「また、来てくれる？」

　その顔は、期待と不安の入り交じった、こわばった、泣き笑いのような顔だった。

　光成は返事をせず、病室を出た。

　その後、彼女は大きな病院に移るために引っ越しをしたと聞いた。

　そのときの罪悪感は、いまもはっきりと思い出せる。

　それが柚葉との本当の記憶だ。







　柚葉は書きつづけていたのだ。光成を主人公にした物語を。まるで千夜一夜物語のシェヘラザードのように。

　しかし、書けなくなった。察するに、体調が悪くなって。

　──スマホも持てないほどなのか……？

　よほど重篤なのか、電子機器の持ちこみが禁止されているのか。いずれにしろ悪い想像しかできない。

　光成は柚葉のスマホの連絡帳を開いてみた。入院生活が長いはずなのに、登録人数は光成よりもずっと多い。病弱な柚葉も人好きなのは変わらないらしい。

　光成は『お母さん』という名のついた連絡先に電話をかけた。

　呼び出し音が、一回、二回……。

　十回をすぎたところで、あきらめようとスマホを耳から離したところ、スピーカーからおずおずとした声で、

『も、もしもし……？』

　と聞こえて、光成は慌てて返事をした。

「もしもし？　ええと……柚葉さんのお母さんですか？」

『そ、そうですけど……、え？　なんで……？』

　戸惑うのも無理はなかった。娘のスマホから知らない男の声で電話がかかってきたのだ。しかもその娘は病室にいるはずである。

「俺、伊達光成っていって、柚葉さんと」

『光成くん!?』

　スピーカーが割れんばかりの大音声だった。

『光成くんって、あの光成くん？』

「あの、って……？」

『小さいころに、何回かお見舞いに来てくれた……』

「あ、はい、それ、俺です」

　柚葉の母親は無言になった。かすかに吐息が聞こえる。泣いているのかもしれなかった。

　しばらくして『ごめんなさいね』と落ち着いた声が聞こえた。

『でもどうして柚葉の電話を』

　当然聞かれるだろうその質問に対する答えを、光成は用意していなかった。

「ええと……俺もよくわからないんですけど……。なぜか俺が持ってて……」

　我ながらひどい言い訳だと思った。しかし予想外の返事がもどってきた。

『柚葉がお邪魔したの？』

「……え？　でも柚葉さん、体調が」

『そう、そうね。なに言ってるんだろ。そんなわけないのに』

　でも、と彼女は言った。

『元気な柚葉がね、光成くんをおうちに連れてくる夢を見たの。それがほんの一瞬、すごくリアルに思えて……』

　光成は思い出していた。柚葉の家に呼び出されて、いなり寿司ずしを食べ、ＬＩＮＥの交換をしたときのことを。恐らくあのとき、柚葉のお母さんも家にいたのだ。家族である彼女は、微かすかにそのときのことを覚えているのだ。

『よかったら柚葉に会いに来てくれないかな？』

「ええ、電話も届けたいですし」

　病院の住所を教わり、通話を終えた。

　病院に行けば柚葉に会える。しかし会ってしまえば、あの元気な柚葉が完全に消えてしまうような気がする。

　どちらかを選ばなければならないのか？　なら、どちらを選ぶのが正しいのだろう？

　わかるわけがない。どちらも本当の柚葉だ。

　Ｔｗｉｔｔｅｒのプロフィールにはこう書いてある。

『小説を書いています。名前の由来は季語の春はる蟬せみです。小さいころから恋の話ばかり書いているので笑』

　やはり名前は春蟬から来ていたらしい。しかし春蟬は、たしかにほかの蟬よりも早く現れて鳴きはじめるが、もっとも早く死んでいなくなる。

　ツイートを遡ってみた。頻繁にフォロワーとやりとりしている。そのなかにこんなやりとりがあった。

『今回の小説のヒロイン、元気でアホっぽくてわたしは好きです！』

『ありがとうございます！　この娘にはわたしの願望をたくさん詰めこみました』

『はるせみさん、もしかしてメシマズですかｗ』

『はいメシマズですｗ　だから料理上手で、すごく元気で、大好きな男の子と幼なじみで……そんな娘になっちゃいました。反省はしてませんｗ』

「え？」

　思わず声が出た。

　柚葉のスマホがふっと消えてなくなった。

　創り出された『元気な柚葉』の存在はさらに希薄になっていく。秋になれば誰も蟬のことなど思い出さないように。

　光成は家を飛び出した。




　柚葉の家──いまは村越家の探索を終えた初乃を捕まえた。

「俺を病院へ連れていけ！」

「は、はあ？　なによ、やっぱりあなた疲れて──」

「違う！　俺を柚葉の病院へ飛ばしてくれって言ってるんだあの装置で！」

　初乃は怯おびえたみたいに首をすくめた。

「す、すまん」

　初乃は光成をじっとみつめる。

「なんでそんなに必死なのよ」

　もう一度「なんでよ……」と、今度はつぶやくように言った。

　ふたりは時空を飛ぶ。

　須部石から遠く離れた都市にある、大学付属病院。その様相はまるで白亜の城だった。柚葉はその奥深くで眠り姫となっている。

　ナースステーションで病室の場所を尋ねる。しかしその看護師は新人だったようで、勝手がわからないのか病室の検索に手間取っていた。光成はじりじりした気持ちで待つ。

　やっとのことで場所がわかり、ロビーで待つという初乃を置いて、光成は柚葉の病室へ駆けた。廊下を歩く看護師や患者、見舞客がぎょっとしたような顔で光成に道を譲る。

　──消えるな……消えるな……！

　その言葉がどちらの柚葉に向けられているのか、光成本人にすらよくわからなかった。

　ドアの前に立つ。ノックをする。返事を待つのももどかしく、ドアをスライドさせた。

「柚葉……！」

　柚葉はベッドで上体を起こしていた。生白い顔、こけた頰ほお、かさかさに乾いたくちびる。

　そのくちびるが動いた。声を出したわけではない。しかし光成には、柚葉がなんと言ったのかがはっきりとわかった。

「さ」

「よ」

「な」

「ら」

　彼女の手にはスマホが握られている。枯れ枝のような指が画面に触れる。

「待っ……！」

　光成のスマホが震える。画面を見る。

『小説が投稿されました』

　通知は一度だけではなかった。何度も何度も、同じ通知がやってくる。

『小説が投稿されました』

『小説が投稿されました』

『小説が投稿されました』

『小説が投稿されました』

『小説が投稿されました』

　画面から顔を上げる。

　柚葉の姿はなかった。きっちりと整えられたベッドがそこにあるだけだった。

　光成は床にへたりこんだ。

　──また……、また柚葉を、ひとりに……。

　通知を開く。







『地球人として日本に潜伏していた異星の姫君・柚葉は、死神・ジンにとうとう見つかり、異世界に逃げ込んだ。「怖いけど、わたしはここにいる……。わたしがいないほうが、コウくんは、きっと幸せだから……」ジンの魔の手が、柚葉の最期の時が、迫る……』







　あの元気な柚葉が改変によって作られた存在で、その効力が切れて消えてしまうのであっても、それが本来の姿なら受け入れるべきだと思える。マッチ売りの少女もマッチが尽き、そして召された。

　萎なえかけた心のなかに、ふと浮かびあがる誰かの顔。

　五花。未み曾ぞ有うの大災厄に抗うためにやってきた少女。

　初乃。現実改変を阻止するためにやってきた異世界人。

　柊。孤独な傍観者でありながら、ひととともにあることを選んだ少女。

　それぞれに目的はばらばらだ。しかし皆、なにかを変えようと必死だった。

　それを──。

　──柚葉、お前が……。おかしな力で現実をめちゃくちゃに改変してきたお前が、全部なかったことにして逃げるのか？

　光成のなかにあった寂しさや悲しみは、だんだんと怒りに変わっていく。

「なんっ……………………だそれ！　ぜんっぜん面白くねえぞ!!　はるせみ！」

　立ちあがり、虚空に向かって叫ぶ。

「かわいそうな女の子がいい夢を見て、夢から覚めたらまたかわいそうなことになりました、さようなら？　アホか!!　誰が喜ぶんだそんな話！」

　光成は壁にパンチした。拳は壁に深くめりこんだ。ぱらぱらと破片が落ちる。

「俺を楽しませるんだろ、はるせみ……！　お前があきらめるならな──俺が書き換えてやる……！」

　スマホが震動した。表示された名前は初乃。

『多重世界が！』

　初乃の切羽詰まった声が耳に響く。

『いきなり、ふ、増えて……！』

「知ってる」

『なんでよ!?』

「柚葉が小説のストックを投稿したらしい」

『その娘こが改変者だったのね……。でも、どうしてそんなことを……』




〝わたしがいないほうが、コウくんは、きっと幸せだから……〟




「あいつはアホだからな」

『え？』

「アホだから、思いこみで暴走するんだ。どっちの柚葉もそれは変わらないらしい。だから──」

『だから？』

「俺が行かないと」

　震える吐息が微かに聞こえた。

『いったんもどりましょう』




　　　○




「準備はいい、光成！」

　初乃は世バツ界線クリ座屈ングデ装置バイスを手にしている。

「多重世界に飛びこむわよ！　おらあ！」

「……お前、テンションおかしいぞ」

「低いテンションで危険に飛びこめるかっていうのよ！　うひょー!!　でも安心しなさい！　最優秀エージェントのわたしがいるんだから！」

　びっくりするほど頼もしくない。

「柚葉さんに会いに行くのが気に入らないんですよ」

　ベッドに腰かけていた五花が口をはさんだ。

「だからテンションをあげてごまかしてるんですよ」

「寸詰まりは黙ってなさい！」

「すべて乙女の顔になってますよ、トーテムポールさん」

「せっかくのかわいい顔が邪悪になってるわよ、このロリ担当」

「全部屈辱の顔にしてあげましょうか、このエロ担当」

「お前らやめろ！」

　光成が割って入った。

「行くのは俺だけでいい」

「それは無理。世バツ界線クリ座屈ングデ装置バイスを使用できるのはわたしだけだもの。だから少なくともわたしはついていかないと」

　初乃はにやっと勝ち誇った笑みを浮かべた。五花はぎりっと歯ぎしりをした。

「さあ、光成。わたしの手をにぎって」

　手をにぎると初乃の小鼻がふくらんだ。五花が大声を出す。

「光成さん、くれぐれも気をつけて。とくに千歳さんに！」

「なにもしやしないわよ！」

　初乃は光成を見すえる。

「目的は、柚葉を探し出し、多重世界の原因となった小説を改稿してもらうこと。いいわね？」

「ああ。──でもいいのか？　お前、立場上まずいんじゃ……？」

　改変による世界の崩壊を甘受し、すべてを初期化しようという機関『ラグナロク』。彼女はそこの工作員であるはずだ。

「なによ？　協力してほしくないの？」

「いや、助かる。でも、お前がやばいんじゃないのかって」

「な、なによ。ちょっと心配されたくらいで喜んだりしないわよ！」

「顔がにやにやしてますよ、このとんちき」

　五花がすかさず毒づいた。

「う、うるさいわね！　──心配には及ばないわ。連絡を断てば任務失敗とみなされて放置されるだけよ。要は使い捨てね」

「お前自身は納得できるのか。いまの状況は、言ってみればお前たちが望んだ状況そのものじゃないか」

　初乃は少し考えてから言う。

「読みたい漫画があるの」

「漫画？」

「いまちょうど佳境でね、ラストまで読まないと気が済まないのよ。あなたの場合、ライトノベルに置きかえたほうがわかりやすいかしら？　わくわくしながら四分の三まで読んで、そこでぱたっとやめられる？」

「無理だな」

「それよ」

　と笑った。

「だから行きましょう」

　五花が疑問をはさむ。

「でも、すでに改変されている世界を、改稿でさらに改変できるんですか？」

「基本的に改変者は『新たな世界を生み出す者』よ。一度生み出した世界に手を加えて、その通り変化するかは……正直、わからないわ。だから……」

　初乃は五花の肩に手を置いた。

「あとはよろしくね」

　五花の眉が歪ゆがむ。

「さあ、行くわよ！」

　初乃は自分に発破をかけるみたいに大きな声を出すと、片手で器用に世バツ界線クリ座屈ングデ装置バイスの目盛りを操作し、スイッチを押した。

　ぐん、と胃袋がせりあがるような感覚がやってくる。

　と、その瞬間、五花が初乃の腰に飛びついた。

「ちょ!?」

　初乃の声を残して、光成たちは多重世界へと旅立った。







[image: ４章　千飛んで一の夜を越えて]







　気がつくと光こう成せいは夜の街の真ん中に突っ立っていた。

　建ち並ぶショップは例外なくシャッターを下ろしている。人っ子一人おらず、物音ひとつしなかった。

　風が生ぬるい。そして生臭かった。光成はこの匂いを知っている。

　──死臭だ。

　そしてこの死臭の原因も知っている。

　あいつらが、いる。

　カフェの看板の陰でなにかが動いた。

「っ！」

　反射的に身構える。

「こ、光成さん……？」

　五いつ花かだった。不安げにきょろきょろしながら歩み寄ってくる。初うい乃のは一緒ではないようだ。

「初乃は？」

「わかりません。離れたところに飛ばされたのかも……」

　五花は「そうだ！」と手を打った。

「このビルに上りましょう。高いところから見れば見つかるかも」

「ああ。でもシャッターが」

「開いてますよ」

　ビルの勝手口は施錠されていないようだった。光成は五花にならって階段を登る。

　屋上は、学校のそれとは違ってごちゃごちゃしていた。パイプが何本もうねり、変電設備がぶうんと鳴っている。ごうごうと室外機の音がうるさい。

「あんまり見えないな」

　見下ろしてみるが、街灯の光が届かない場所も多く、容易には探し出せそうもなかった。

　五花が背後にやってきて耳元でささやいた。

「そうですか？　もっと身を乗り出せば見えるんじゃないですか？」

　言われるがままに屋上の縁から身を乗り出す。

「どうです？　見えますか？」

「いや……」

「高いところに来たのは失敗だったかもしれませんね。もどりましょう。光成さんから落ちてください」

「ああ……」

　光成は縁に片足をかけた。

「さ、右足も」

「ああ……」

　縁の上に立つ。五花が囃はやし立たてる。

「さ、死にましょう！　どーんと死んでみましょう！　どーん！」

「でも……」

「大丈夫！　光成さんが死んでも誰も悲しみませんよ！」

　五花は笑っていた。彼女の目は、白目と黒目が反転していた。

「柚ゆず葉はさんを悲しませたんですよね？　とりかえしのつかないことをしたんですよね？」

「……」

「わたしまでもてあそんで。わたしが平気だと思いましたか？　そんなわけないじゃないですか。光成さんはいろんな人たちを不幸にしたし、これからもしますよ。じゃあ死ぬしかないじゃないですか！　死にましょう！」

「そう、だな……」

　光成はじりと足を進めた。つま先が宙にせり出す。

「じゃあ、死ぬか」

「はい、それがいいです！」

「いいわけないでしょ!!」

　はっと振り返る。五花の顔面に長い脚がめりこんで、小さな身体からだが回転しながら吹っ飛んでいった。

　長い脚の主は初乃だった。光成を屋上の縁から下ろし、頰ほおをビンタした。パンと乾いた音が響く。寝ぼけたようにぼんやりとしていた頭がしゃんとした。

「……あれ？　初乃？」

「もう大丈夫？」

「なにが？」

「あなた、殺されかけてた」

　と、吹っ飛んでいった五花のほうにあごをしゃくる。そちらを見ると、倒れ伏した五花を、別の五花が縛りあげているところだった。

「ジンは取とり憑ついた相手の記憶を探って近しい人間に擬態し、取り入るの」

　別の五花──こちらは白目と黒目が反転していない──が、肩を怒らせ歩いてくる。

「千ち歳とせさん！　あなたいま、わたしの顔面蹴りましたよね!?」

「あれはあなたじゃないわ」

「知ってますけど、造形がわたしじゃないですか。さっきの蹴り、私怨が入ってるように見えましたけど」

「わたしそんな陰湿な人間じゃないわ。ただ、すごくすっとした」

　初乃は快感でも走ったかのように身体をぶるりと震わせた。

「余計たち悪いですよ！」

「待て、待ってくれ」

　光成は言い合いに割って入った。

「さっきの五花は」

「『ジン』ね」

「ジン、って。アミラス・ノヴァの？」

「それ以外になにがあるのよ」

　頭が混乱してきた。

　ジンは光成も知っている。当たり前だ。光成と柚葉で考えた名前だからだ。医者や大人が柚葉の病状を「理不尽だ」などと言っているのが耳に入り、意味は難しくてわからなかったがよくないことなのだろうと思い、理不尽の尽から『ジン』とした。

　ふたりで作り上げた物語『シャイニング・ノヴァ』の天敵だ。

「なんでそれを初乃が知ってる」

「それは……」

　初乃は眉をひそめた。

「なんでかしら？」

　ジンは地球の人間も襲うが、とくにアミラス・ノヴァの姫である柚葉を狙っている。それこそが奴らの至上命令なのだ。早く柚葉を見つけなくてはならない。

「ともかく、柚葉さんを探しませんか」

　五花はスタンガンをかかげた。

「初乃さんに化けたジンが出てきたらわたしに任せてください。雷の鉄てつ槌ついをくだしますので」

「あなたのほうこそ私怨がひどいじゃない！」

「喧けん嘩かは元の世界にもどってからにしてくれ。──ジンはキラキラした場所、物の近くにいるはずだ。そこに柚葉もいるかもしれない。行くぞ」

　病室の窓の外には大きな木が生えていて、そこを住すみ処かにしていたカラスを柚葉はとても怖がっていた。だから光成はカラスをモチーフにジンを創り出し、物語のなかで退治することで、柚葉の恐怖心を少しでも小さくできればと思ったのだ。

　三人は固まって探索に出た。電飾がきらびやかな場所を中心に探し回る。

　何体ものジンに遭遇した。初乃や五花の知り合いに擬態したものもいれば、擬態はせず、黒い影のような状態のままのものもいた。基本的に初乃が蹴りで退治したのだが、初乃に化けたジンは五花がスタンガンで退治した。五花は偽初乃が倒れてからも念入りに電気ショックを与えていた。

　しかし柚葉が見つからない。

　小説の舞台はこの地区に限られているはずだから、このあたりだけ探せば問題はないはずだった。

「ほかの次元にいるのでは？」

　五花が言った。

「多重世界なんですから、ここはその層のうちのひとつなんですよね？　何重なんですか？」

「わからないわ」

　初乃はかぶりを振った。

「わからないほど多い」

「じゃあこの層にいなかったとして、ほかの層を探して……見つかる確率は？」

　初乃は口を閉ざした。その無言はなによりも雄弁だった。

　つまり、柚葉が偶然見つかる可能性はかぎりなく低い。

「でも、探さないとはじまらないだろ」

　その言葉は光成自身にも向けられていた。そうでも言わなければ、気持ちが萎なえてしまいそうだった。

　世バツ界線クリ座屈ングデ装置バイスを起動する。胃のせりあがるような感覚。

　今度の世界もまた夜だった。しかし、柚葉は見つからない。

　つぎの世界にも、彼女はいない。

　いくつもの夜を飛ぶ。三人とも口数が少なくなっていく。

『無駄な努力じゃないか？』

　恐らく三人とも思っていることだった。しかしそれを口にしたとたん、自分たちを支えているものが簡単に壊れてしまう気がして言い出せないだけだった。

　この世界にも、柚葉はいなかった。光成はしぼり出すように言う。

「……よし、つぎの世界に」

「う、うん……」

　初乃は世バツ界線クリ座屈ングデ装置バイスの目盛りをセットする。

「じゃあ、飛ぶわ──」

「無駄な努力じゃないかな？」

　声がかかった。それは光成の声でも、初乃、五花の声でもなかった。

　三人は一斉に声のしたほうを向いた。

　ガードレールに腰掛けてギターを抱える、銀髪の少女がいた。

「柊ひいらぎさん……？　なんでここに！」

　光成が歩み寄ろうとするのを、五花は慌てて制止した。

「待ってください。ジン、かも」

　三人と柊らしき者とのあいだに、ひりっとした緊張が走った。

「自分でも露骨に怪しい登場だとは思うよ。しかし、このタイミングで現れたミステリアスなキャラクターは大抵の場合味方だ。これもまた王道だよ、君」

　柊はいつもと同じように見える気け怠だるげな笑みを浮かべた。

「だけど一応、疑いを晴らしておこうかな。初乃くん、君はこの世界の知識を得るためにと少女漫画を読んでいるが、だったらサイン会に行く必要はないんじゃないかな？」

「な、なぜそれを!?」

　初乃は激しく動揺した。柊はつぎに五花に目を向けた。

「そして五花くん。お婆ちゃんに買ってもらったスマホで、初乃くんと同じ少女漫画を読みあさっているね。本当は仲よくなりたいのかな？　かわいいね」

「な……！」

　五花は顔を真っ赤にして固まった。柊は肩をすくめる。

「わたしがジンだとしても『光成くんにとりついたジン』でしかありえない。ふたりとは面識がないからね。光成くんはふたりの秘密を知っていたかい？」

「い、いえ」

「ということは、光成くんの記憶を探ったわけでもない。よってわたしはジンではありえない。納得してもらえたかな？」

「で、できるわけないでしょ！」

　初乃が声を荒らげた。

「面識もないのになんでその事実を知ってるのよ！」

「わたしは面白いことが大好きだからね」

「それに、ふつうの人間が多重世界を行き来できるわけがないでしょ」

「星ほし置おき柊は多重世界を行き来できる。ふつうの人間に多重世界は行き来できない。ここから導き出されるのは、星置柊はふつうの人間ではないということだ。実に単純だよ、君」

「そんなの、いるはずが……」

「時空を越えてきた初乃くんは理解してくれると思ったが」

　初乃は押し黙った。

「手を貸してくれるんですか？　傍観者である柊さんが」

　光成の言葉に、柊は鷹おう揚ようにうなずいた。

「わたしは『口うるさい読者』だからね。ユグドラシルのほころびを見つけ、修繕するのは本来の役割さ」

　ただ、と彼女は釘くぎを刺す。

「君は必ず、ハッピーエンドを描くんだ。いいね？」

「それもお願いですか？」

「これはクイズの命令だよ」

　柊はギターのチューニングをはじめた。弦を弾はじいては、ペグを回し、また弦を弾く。それを何回か繰り返してから、柊は弦を押さえ、ギターを鳴らした。

　不協和音だった。しかし不思議なことに、何度かストロークしていると音が少しずつ変化していって、最後にはきれいな和音を奏でた。

　世界がぼやけた。そして、朝、目が覚めて、にじんだ視界が徐々に精細さをとりもどしていくように、輪郭がはっきりとしていく。

「なにをしたんですか」

「多重世界を共鳴させたのさ。数多あまたある多重世界が完全に重なり合ってひとつになった、と思ってくれていい」

　世バツ界線クリ座屈ングデ装置バイスのディスプレイを見た初乃は言葉を失っている。柊の言葉に噓うそはないようだった。

「だがそう長くはもたない。このギターが鳴っているあいだだけだ」

　柊のギターはまるで音おん叉さのように音を長く響かせている。

「どのくらいもちますか？」

「まあ、十分くらいだろうね」

　それはギターが音を響かせつづける時間としては驚くほど長いが、柚葉を探し出すには短すぎる時間に思えた。

「いや……」

　多重世界はひとつひとつのエピソードの重なりだ。エピソードが変われば舞台だって変わる。前の世界にはなかった場所や建物が、この統合された世界にはあるはずだ。

　──じゃあ、行くべき場所なんて決まってるだろ。

　前の世界には見当たらなかった、きっと柚葉がいるだろうその建造物が、この統合された世界にはある。

「病院だ」

　光成は走り出した。

「光成!?」「光成さん！」

　初乃と五花の声は一瞬にして遠くなった。




　光成が走る道は、子供のころに通ったあの道だった。坂を下って信号を渡り、公園の遊歩道を突っ切って、左に折れる。

　すると右手に真っ白な壁の市立病院が見えてくる。

　光成は玄関をくぐった。

　誘導灯の淡い光と、ひんやりとした空気。消毒薬の匂いに混じって、生臭い匂いが漂ってくる。

　光成は小児病棟へ向かって走った。壁の色がクリーム色からパステルカラーに変わる。ナースステーションのカウンターには、森でクマやリス、鳥などが戯れるイラストが描かれていた。

　ナースステーションを横切る。

　子供のころの光成は、ここで看護師さんとあいさつをしてから柚葉の病室を目指した。通路の左右にある一般病室を七つやりすごし、扉の閉め切られた個室を数える。

「一」

　ひとつ目の個室を通りすぎる。

「二」

　ふたつ目の個室も通りすぎる。

「三」

　みっつ目の個室で立ち止まった。

　しんと静まりかえっていた小児病棟がやけにうるさいと思ったら、それは自分の心臓の音だった。『心臓が口から飛び出しそうだ』などという比喩はよく見かけるし、見かけるたびに大げさだと鼻白んだものだが、いまの状況は心臓が口から飛び出しそうだとしか言いようがない。

　取っ手をにぎる。ゆっくりとスライドさせる。

「来たよ」

　個室の奥に向かって声をかけた。

　蛍光灯の白々とした明かりが寒々しく室内を照らしている。光は点ついたり消えたりして、目がちかちかした。

　ベッドに上半身を起こして座る柚葉がいた。

　つやつやとしていたロングヘアにはこしがなく、ふっくらとしていた頰ほおはこけ、よく鍛えられ張りのあった腕は生白く、筋が浮いている。カーディガンの上からでもわかる肩の薄さは痛々しいほどだった。

「来たよ」

　光成は柚葉に声をかけた。

「行こう」

　手を伸ばす。柚葉の目が光成をとらえた。彼女は悲しそうに顔をしかめ、かすかに首を横に振った。

「行けない」

　じじ、っと音をたてて蛍光灯がまたたく。

「なんでだよ」

　柚葉の目はすでに光成をとらえていなかった。光成を通りすぎ、廊下のほうへ視線をそそいでいる。

　一度は落ちつきかけた鼓動が再び速くなる。

　柚葉はぼそりと言った。

「その子たちがいるから」

　光成は弾はじかれるように振り向いた。

　誰もいない。ほっと安あん堵どの息をつく。

「なんだよ、脅かさな」

　蛍光灯の明かりが完全に消えた。

　明かりはすぐについた。

　廊下には青白い顔をした子供たちが立っていた。

　ひゅっ！　と、のどが鳴った。後じさりしようとして足がもつれ、尻餅をつく。

　十人くらいだろうか。子供たちは白目と黒目が反転した目で、じっと柚葉を見ている。

「その子たちが寂しがるから、行けない」

「違う！　こいつらは……ジンだ！　人間じゃない！」

　光成の訴えに、しかし柚葉は反応せず、組んだ指にじっと視線を落としている。

　光成は腕をつかんだ。

「行こう。ここにいたら」

　柚葉は光成の手を振り払った。

「ダメだよ……！　その子たちを置いていけない……。わたしはその子たちと一緒に……」

　──ダメだ、完全に操られてる……！

「すまん柚葉！」

　光成は柚葉の頰を張った。柚葉は呆ぼう然ぜんとして頰を押さえる。

　柚葉はシーツをかぶって丸まってしまった。

「帰って……帰って！」

　と、激しく咳せきこむ。

　──そうだ！

「柚葉、悪かった。帰るから、その前にひとつお願いがある。ラブノートを書き換えてくれないか？　スマホに木のアイコンのアプリがあるだろ？　あれで……」

　柚葉はシーツを下げて目だけ出す。しかしすぐにまたシーツをかぶり直してしまった。

「そんなアプリ、わたし知らない」

「そんなわけない。あれでお前は小説を書いて」

「わたしは小説なんか書いたことない！」

　記憶に混乱があるらしい。現実世界の柚葉は小説を書くが、シャイニング・ノヴァのヒロインである柚葉姫は元気印の娘であり、小説を書くという設定はない。両方が混じりあった現在の柚葉は、どちらかといえばノヴァの設定に引っぱられているようだった。

　──こうなったら強引に連れ出すしかない。

　廊下のほうは子供型のジンで埋まっている。

　光成は窓を見た。

　窓の外に、誰かが立っている。

　しかしそれはひとではあり得なかった。その姿はあまりに巨大で、二階にあるこの病室を、身を屈かがめるようにして覗のぞきこんでいる。

　身体からだは大小さまざまな廃材を組みあわせた籠かごのような構造で、そのなかは空洞になっていて、黒い靄もやのようなもの──恐らくジン──がゆらゆらと蠢うごめいている。首から溢あふれ出た黒い靄が頭を形作り、目と口の部分には虚うつろな穴が空いていた。

　──ジンの親玉かあれは!?

　子供のころふたりで創った『シャイニング・ノヴァ』には、あんなえげつない化け物はいなかったはずだ。

　光成はベッドで丸まる柚葉をかばうように覆おおい被かぶさる。子供型ジンが、じりっと近づいてくる。外の親玉が窓に手を触れた。ガラスにひびが走る。

　──万事休すか……。いや。

「待てよ……」

　ここは柚葉が作り出した世界──『シャイニング・ノヴァ』の世界。そして、その主人公は、光成だ。

　──だったら……。

　光成は立ちあがり、右の拳を固く握った。

　握った拳がぼんやりと光りはじめる。光は徐々に強くなり、やがて目も開けていられないほどの光量となる。

「な、なに……？」

　背後で柚葉の驚く声がした。

　これからやろうとしているのは、本来であればかなり恥ずかしいことだ。高校生にもなってやることではない。

　しかし不思議と、光成のなかに恥じる気持ちはなかった。あったのは柚葉を守りたいという必死な気持ちと、高揚感。

　だから光成は拳を振りあげ、躊ちゆう躇ちよなく叫んだ。

　技の名を。

「しかとその目に焼きつけろ！　シャイニングゥ……」

　そして振りおろす。

「フィストォォォオオオ！」

　拳が床に突き立てられる。ひびが四方に走り、割れ、崩れる。光成は柚葉の身体を抱きあげた。

　床が抜けた。瓦が礫れきとともに一階へと落ちる。光成はひざのクッションを使ってふわりと着地すると、シャイニングフィストで壁に穴を空けて外へ飛び出した。

　目を回す柚葉を抱えたまま駐車場まで走り、振り返った。

「なんだありゃあ……」

　ジンの親玉は、壁の穴から出てくる子供型ジンをむんずとつかんでは食べ、つかんでは食べしていた。

　そして食べ尽くすと、ゆっくりと光成たちのほうに向き直り、一歩、踏み出した。

　ずん、と震動が伝わってくる。廃材の身体がぎしぎしと軋きしんだ音をたてる。

　腕のなかの柚葉は怯おびえきっていた。光成は彼女を降ろし、上着を肩にかけた。

「見てな」

「え……？」

　柚葉は目を見開く。

「まさか……戦う気なの……？」

「もちろん」

　逃げてしまえば、その背後で恐怖は際限なくふくらんでいくだろう。

　立ち向かうしかない。柚葉を怯えさせる死神に。

　柚葉は顔を歪ゆがませ、声を荒らげた。

「なんで！　なんで戦うの!?　あれはわたしを狙ってるんだよ？　コウくんが戦う必要なんてない！　コウくんはわたしをおいて逃げて！」

「俺だけ逃げれるわけないだろ」

「放っておいてよ……！　わたしはコウくんを不幸にしちゃうから……。子供のころからそう。いまだって、わたしの変な力のせいで……！」

「俺は二度とお前を見捨てない」

　柚葉に笑いかける。彼女は言葉を失った。

「見捨てないし、あいつをぶっ壊す」

　柚葉は目を伏せた。身体がわなわなと震えている。

「そんなこと言って……」

　顔をあげ、光成をにらみつけた。目尻に涙が浮かんでいる。

「またいなくなるんでしょ！　コウくんがまたいつか会いに来てくれるって信じて、わたしはずっと……ずっとずっとずっと、書きつづけてた！　コウくんが喜んでくれると思って……！　なのに……、なのにぃ……！」

　大粒の涙がぽろぽろと落ちる。

「もう優しくしないで……。もう期待させないでよぉ……！」

「すまん。言い訳はしない」

　光成はジンを指さした。

「あいつをぶっ壊したら信じてくれるか？」

　柚葉は目を見開いた。

「でも、どうやって……」

「忘れたのか、柚葉。俺はシャイニング・ノヴァの共同作者だ。俺にはこの物語を書き換える権利がある」

　光成は柚葉の両肩をつかんだ。

「いいか、よく聞け。──お前はハッピーエンドを迎える。完全無欠の、だ。御都合主義がなんだ。俺はハッピーエンドが大好きなんだ」

「そんなの……無理」

「無理なもんか」

　光る拳を差しだし、にやりと笑った。

「俺はシャイニング・ノヴァ──伊達だて光成だぞ」

　柚葉に背を向け、歩きだす。

「技名とかめっちゃ叫ぶからな。引くなよ」

　化け物から目を離さず、まっすぐ歩く。

　──もう、かっこつける必要なんかない。高校デビューも、必死でラブコメをシミュレートする必要もない。

　光成は立ち止まった。

　──あいつを笑顔にできるなら。

「かっこ悪い俺でいいや」

　風でシーツが流されてきた。

「おあつらえ向きだな」

　シーツを引き裂き、マフラーのように巻いて口を覆う。変身とはいかないが、気分的なものだ。

　拳が光る。先ほどの比ではない。夜が支配するこの街に、太陽が落ちてきたかのような輝きだった。

　光成はコンクリートの地面を蹴った。拳からあふれ出した輝きが、夜空に黄金の弧を描く。光の粉をまき散らしながら、光成はジンの遥はるか上空から急下降した。

「シャイニングフィスト・ザ・オリオンアタック！」

　拳はジンの腕を打ち、

「アルニタク！」

　つぎに胴を打ち、

「アルニラム！」

　最後に膝を打った。

「ミンタカ！」

　ジンがぐらりと体勢を崩す。

「硬かてぇ！」

　病院の床や壁を打ち抜く拳も、しかしジンを砕くことはかなわない。

　膝をついたジンの土手っ腹に風穴を空けてやろうと、姿勢を低くして力をためる。そして跳ねあがろうとした瞬間、大木のような腕が蚊でも払うみたいにして光成を吹っ飛ばした。駐車してあったバンの前面に身体をしたたかに打ちつける。むせてせきをすると血の玉が地面に落ちた。

　すぐに体勢を立て直し、渾こん身しんの力で拳を叩たたきこむ。体勢は崩せるものの、ダメージを与えられてはいないらしかった。

　しかし着実に光成の疲労はたまっていく。

　──まずいな……。勝算が見えない……。

　ジンが地響きをたてながら近づいてくる。飛とび退すさろうとしたとき、光成の膝が本来は曲がらない方向に曲がった。

「ひえっ」

　あまりのグロい光景に思わず悲鳴が漏れる。その瞬間、光成はサッカーボールのように蹴り飛ばされた。

「ぼはあ!?」

　自動ドアをぶち破り、救急救命センターにゴールインした。

　──死神のくせにシャレが利いてるな……。

　光成は太ももに刺さったガラスの破片を床に投げ捨てた。しかしもう立ちあがることができない。神経でも傷ついたのだろうか。

　それに左目が見えないし、耳の穴から血が垂れている。頭蓋骨を骨折しているのかもしれない。口元に巻いたシーツが流血で赤く染まり、ヒーローらしくてかっこいい、などと朦もう朧ろうとした頭で考えていた。

　そのとき、光成に近づく影があった。

　柚葉だった。柚葉はしゃがみこむと、光成の腕をとって自分の肩に回し、顔を真っ赤にして引き起こそうとする。

「なにやってんだ馬鹿、逃げろ」

「逃げない……！」

　死神を前にして、文字どおり必死の形相だった。

「わたしも戦う」

「俺がやらなきゃ意味ないだろ」

「わたしはこの物語の共同作者だよ。一緒にやる権利はある」

　柚葉はいたずらっ子のような笑みを浮かべた。

「あのお化け、子供のお化けを食べてから急に強くなったでしょ？」

　たしかに、その前は窓ガラスすら割れないほど非力だった。

「外側はただの木。本体はなかの黒い靄もや」

「それで、どうする」

「わざと食べられる」

「は？」

　光成は柚葉の顔をまじまじと見た。

「お化けはわたしを食べたいんだよ。だからわざと食べられる、コウくんも一緒に。そしてなかから壊すの。どう？」

　目がらんらんと輝いている。その表情は、光成を連れ回し骨折させたあの暴君の表情だった。ふだんはふわふわしているくせに、実は頑固で押しの強い、あの──。

　──苦手で、大嫌いな、柚葉。

　光成は微笑ほほえんだ。いや、もしかすると邪悪な笑みになっていたかもしれない。

「やるか」

「うん！」

　ずん、と一際大きな地響きがして、ふたりを影が覆った。

　虚うつろな目が見下ろす。柚葉は叫んだ。

「食べたければ食べればいいよ！　でも、お腹なかを壊すかもね！」

　キング・ジンが両手でふたりをつかみあげた。大口を開け、飲みこむ。

　強烈な生臭い匂いが鼻に、口にねばりつく。目を開いても真っ暗闇。それはいつか柊ひいらぎに見せられたユグドラシルの空間に似ていた。

　ただ、孤独ではない。隣りに柚葉の体温を感じる。

「コウくん」

　柚葉の声も聞こえる。なら、なにも怖くない。

「右手を頼む」

　柚葉が光成の右腕を支えた。光成は拳を強く握る。

　拳がじわりと光を帯びる。指の隙間から漏れた光が一直線に伸び、暗闇を切り裂く。

「まだだ、まだ足りない！　燃えろ！　俺のなかに眠る主人公力！」

「しゅ、主人公力？　ってなに？」

「御都合主義を引きよせる未知のエナジーだ！」

「なにそれすごい！」

「燃えろ！　この力を根こそぎ失ったってかまわない！　来い！」

　輝きが膨張した。

「来た来た来た！」

　光成は叫ぶ。

「シャイニングフィスト！」

「ザ・超新スーパ星爆発ーノヴア！」

　柚葉が言葉を継いだ。

　光が音もなく爆発した。暗闇は白い光に塗りかえられる。

　なにも見えない。耳鳴りがする。浮遊する感覚。

　白に染められた世界が、徐々に夜の色をとりもどす。

　病院の駐車場。廃材が散乱している。それはキング・ジンのなれの果てだ。

　ふたりはその中心にしゃがみこんでいた。光成は柚葉の顔を見る。

「お前……スーパーノヴァって……」

「だって、コウくん『ノヴァ』好きだよね？」

「好きだけどさ……。いいところをもっていかれた気分だ」

　柚葉は舌を出した。

「ごめんね。──そうだ」

　柚葉はカーディガンのポケットからスマホをとりだした。すいすいと文字を入力して、画面をこちらに見せる。

　例のアプリにログインしていた。

「お、思い出したのか!?　パスワードはなんだったんだよ」

「『kousei_lov』……」

「俺？」

「……知らない」

　と、頰ほおを染めて黙りこんだ。

　柚葉は光成に言われたとおり、今回投稿された小説を書き換えた。目にもとまらぬ熟練の指さばき。速筆の理由が垣かい間ま見みえた。

　改稿されたあらすじはこうである。







『地球人として日本に潜伏していた異星の姫君・柚葉は、死神・ジンにとうとう見つかり、異世界に逃げ込んだ。「怖いけど、わたしはここにいる……。わたしがいないほうが、コウくんは、きっと幸せだから……」ジンの魔の手が、柚葉の最期の時が、迫る……。シャイニング・ノヴァ、伊達光成は果たして間に合うのか!?』







　結末は、言うまでもない。

　ずっと夜だったこの世界に光が射さしこんだ。東の空に太陽が顔を出し、オレンジ色の光で地上を染めた。真っ暗だった空は薄い紫色に変わり、点々と星が見えた。

　夜を越えたのだ。

　──これで多重世界は消える……のか……？

　物語にピリオドが打たれたことで、この世界のルートが膨張することはなくなったはずだ。しかしそれが即、崩壊の回避を意味するとも思えなかった。

　──でもまあ、ひとまずは喜んでいいんだよな？

　光成の胸は『やりきった』という充実感で満たされていた。

「え、な、なんで……!?」

　柚葉のすっとんきょうな声が、その充実感を吹き飛ばした。

「な、なんだよ。まだなにかあるのか」

「コウくんが！　コウくんが、透けてる……！」

　手を見た。たしかに、透けている。

「待て、待て待て！　おかしいだろ、なんで俺が透けてる!?　この場合の王道は、無理をしすぎた病弱な薄幸美少女が天に召されるパターンだろ。俺が召されてどうする!?」

「えぇ？　薄幸美少女ってもしかして、わたしのこと……？」

　柚葉は恥ずかしそうに身をくねらせた。

「なに嬉うれしそうにしてんの？　召されてる、俺、すごく召されてるから！」

「多分、召されるんじゃないよ。コウくんはこの物語のなかでの役割を終えたから、元の世界にもどるんだよ」

「わあ、いきなりの冷静で的確な推測に驚きを禁じえない」

「そっちの世界、わたしいないけど、朝ご飯ちゃんと食べてね」

「軽～い……。なんだよその二泊三日の旅行に出かけるお母さんみたいなの」

　いや、と光成は言った。

「まあ、そんな感じか」

「そう、そんな感じ」

　柚葉はにっと笑った。

「こっちの世界は任せて」




　気がつくと光成は初乃の部屋に座っていた。傍らに初乃と五花が立っている。彼女らも無事にもどってこられたようだった。

　光成はベッドに背を預けて、ため息をついた。

「よかったんですか？」

　五花が問う。

「なにが？」

「柚葉さんと、その……もう少し、なにか話をすべきだったのでは」

「もしかしてお前ら見てたの？」

　初乃と五花の凸凹コンビが同時に目を泳がせた。光成は吹き出した。

「いいんだよ。柚葉と俺はああいう感じだ。いや、あれでも真面目に話してたほうじゃないか。それに──」

「それに？」

「言わなくたって、あの目を見れば、またなにかしでかそうとしてるってわかるんだよ」

　つぎになにをなすべきか、彼女はわかっていると、光成はわかっている。

「それよりさあ……」

　光成は肩を落としてため息をついた。

「未練が残るよなあ」

「なにがですか」

「見てたんだよな。これだよ、これ」

　指をわきわきさせる。あのとき感じた光の力はすっかり消え失うせていた。

「シャイニング・フィスト。せっかくこの俺が主人公らしい力を手に入れたってのに、すぐに消えてなくなった。これで俺も人生の主人公になれる！　って思ったのにさあ……はあ……」

　初乃と五花は顔を見合わせた。初乃が怪け訝げんな顔で光成に言う。

「あんたそれ、本気で言ってる？」

「本気だけど……」

　今度は初乃がため息をついた。顔をしかめ、こめかみを押さえる。

「あのね……。主人公の力を失ったって言うけど」

「うん」

「それを手放すことができるあんたは、誰よりも主人公だから」

　光成はぽかんとした。

「なんで？」

　五花が不ふ憫びんなものを見る目で光成を見た。

「え、なに、その『ダメだこいつ』みたいな目」

「なんなんでしょうね、光成さんって。鈍感、というより、敏感だけどどこかネジが一本ゆるんでるみたいな」

「ええ……？　なにその唐突で抽象的なディス……」

　初乃と五花はまた顔を見合わせ、は～と大きなため息をついた。







[image: ５章　桜の樹の上と下には]







　桜の花びらがはらはらと落ちてきた。足元に舞い降りた花びらに手を伸ばす。しかし風が吹き、花びらは舞い上がって光こう成せいの手をすり抜けていった。

　あれから時が過ぎた。

　光成は独り、桜の木の下にたたずむ。公園では、大学のサークルだろうか、青年たちが集まってはしゃいでいる。少し離れたところでは、家族連れが桜の木の下でお弁当を食べていた。

　光成はまぶしくもないのに目を細めた。

　桜の花びらがまた落ちてきた。

　花びらが一枚、今度は手のなかに収まった。

　また落ちてきた。

　そしてまた落ちてくる。

　二枚、三枚、四枚……。

　枚数はさらに増して、もう数えられないほどだ。

　花びらが光成の頭に、肩に、あぐらをかいた脚に降り積もる。

　花吹雪という言葉があるが、そんな風雅なものではない。これは雪崩だ。あと桜の花びらは、集まると意外に臭い。

　そう考えているあいだにも花びらは滝のように落ちてきて、顔にはりつき、シャツのなかに入り、鼻の穴をふさぐ。

「ぱはあ！」

　水浴びした犬みたいに身体からだを振り振り、花びらをまき散らす。

「なんなんだ！」

　と、上を見る。

　柊ひいらぎが枝に座っていた。ギターを抱えている。そして「やあ」などとあいさつしてきた。

「なに……やってるんですか」

「なんだかえらく黄昏たそがれているものだから、台なしにしてやりたいという気持ちが止められなかったよ」

「なんなんですか、柊さんのその悪びれなさ」

「それはそうと光成くん」

「なんですか」

「わたしはどうやって下りればいい？」

「知りませんよ！　そもそもどうやって登ったんですか！」

「登ったのではないよ。気がつくとここにいたんだ」

「ウォッカでも一気飲みしたんですか」

「わたしは未成年だよ、君。お酒なんて飲むわけないじゃないか、常識的に考えて」

「柊さんほど非常識な存在はそういないと思いますし、初めてイラッとしました」

「光成くんの初めてはいただいたよ」

　柊はいつもの気け怠だるげな笑みを浮かべる。

「ところで、もういいかな、下りても」

「下りれるんですか」

「下りられるさ。ただ、この角度で美少女を見あげることもそうないだろうと思ってね。充分見たかい？」

「見ましたけど、鼻の穴と、意外と汚い靴裏のインパクトしか目に入ってきません」

「光成くん、こじらせすぎだよ。鼻フック女子に踏まれたいなんて」

「なんですかそのダイナミックな誤解」

　柊は「よっこらせ」と飛び降りた。そして木の幹にもたれ、片膝を立てて座る。

「それで、どうなったのかな？」

「なにがです？」

「わたしの命令は、きちんと遂行したのかな？」

　光成は桜の木を仰ぎ見た。そして小さく吐息をつく。

　柊が言う。

「いや、君。先ほどからずいぶんと『あれから長い年月が過ぎた、そして俺たちは……』感を出しているがね、まだ二週間ほどしかたっていないよ」

「でもほら、こんなに桜の花が」

「桜が卒業や別れのモチーフに使われるのは知っているよ。しかしこちらの地方は平均気温が低いから、桜はゴールデンウィークのいまが時期だ」

「柊さんがそんなに現実的なひとだとは思いませんでした」

「光成くんがそんなにナルシストだとは思わなかったよ」

　柊は肩をすくめた。

「それで、どうなったんだい。早く教えてほしい。わたしは焦じらすのは好きだが焦らされるのは嫌いなんだ」

「結構せっかちなんですね」

「いまだって、飛んできたんだ」

「飛んできた？」

「ノヴァの世界で会ったろう？　あそこから飛んできた。少し勝手を間違えて木の上に出現してしまったが」

「神出鬼没が過ぎますって。というかそんな、小説を最後からめくるみたいなことして楽しいですか」

「言ったろう？　わたしは焦らすのは好きだが焦らされるのは嫌いだ。さあ早く──」

「お待たせ」

　そう言ってやってきたのは初うい乃のだった。お茶のペットボトルが入ったコンビニエンスストアのレジ袋を地面に置く。

「どうも、柊。ノヴァの世界で会って以来ね」

「やあ、『ときめきトライアングル』の最新刊でボロ泣きしていた初乃くん」

　初乃は笑顔のまま眉をひくりと動かした。

「わたしをからかうのは構わないけど、『ときめきトライアングル』を馬鹿にするのは許さないわよ」

「わかった。これからは初乃くんだけをからかうよ」

「ならいいわ。──いやよくないわ！　危なっ！」

「光成くん、新しいおもちゃを見つけた子供というのは、きっといまのわたしみたいな心持ちなのだろうね」

「初乃がいて助かるよ」

「なんなのよ……すごく身の危険を感じるんだけど」

　こんこん、と柊がギターのボディを指で叩たたいた。

「さて、話をもどそう。あれからどうなったのか」

　初乃が目をそらした。柊が怪け訝げんな顔をする。

「なんだいその顔は。どういう意味──」

「お待たせしましたー！」

　と、今度は五いつ花かが駆けてくる。マイバッグにはどっさりとお菓子が入っていた。

「どうもお久しぶりです、柊さん」

「やあ、五花くん。あいかわらずかわいいね」

「いやあ、えへへ」

　五花はこそばゆそうに身体をくねらせた。柊は傍らの地面をぽんぽんと叩く。

「さあ、ここに座るといい」

　五花はうながされるままに柊の隣りに座った。柊は五花の髪を撫なでたり、首筋の匂いを嗅いだりしている。

　ただふつうに愛めでていた。

「うおい！」

　初乃が転びそうになりながら奇声をあげた。

「からかわないの!?」

「なんだい大きな声を出して」

「愛でる振りをしてそこからの、じゃないの!?」

「じゃないよ」

「いや待ってなによこの扱いの違い！」

「わたしは楽しいことが好きなんだ。五花くんはお人形さんさ。愛でて楽しい。初乃くん、君は太鼓だよ。叩いて楽しい」

「叩いて楽しい！」

　初乃は仰のけ反ぞって叫んだ。もはや突っこみすらままならなくなっていた。

　五花は得意顔で初乃を見た。初乃は歯ぎしりをする。

「さて」

　柊は改まって言った。

「そろそろ聞かせてほしい。あれからどうなったんだい？」

　五花が表情を曇らせた。うつむき、耐えるみたいにくちびるをきつく結んでいる。

　重い沈黙が場を満たした。柊は光成たちの表情を、一人一人確認するように見た。光成たちは目を伏せた。

「そうか」

　柊は嚙かみしめるように言う。

「そうか……」

　ギターのネックに腕をかけ、幽霊みたいにだらんと手を垂らす。

「しつこく聞いてすまなかった」

　五花が手で顔を覆った。肩が震えている。柊はその小さな肩を抱き寄せた。

　初乃が背を向けた。光成は遠くを見つめる。そして言った。

「ああ、来た来た」

　柊も釣られてそちらに目を向けた。

　視線の先には、公園の階段を下ってくる少女の姿があった。

　けんけんぱでもするみたいに階段を降りてくる。まるで階段を降りること、それ自体が楽しくてしかたないとでもいうみたいに。

　彼女の手には、風呂敷包みの重箱。そのなかには恐らく、いなり寿司ずしや太巻きがぎっしり詰まっていて、肩に下がったマグボトルには、熱いほうじ茶が入っていることだろう。

　五花と初乃が同時に「ぶうっ」と吹き出した。肩が痙けい攣れんしている。

「五花あんた、なに吹き出してるのよ。台なしじゃない」

　初乃が震える声で言う。

「初乃さんが先に吹き出したんじゃないですか」

　五花が震える声で反論した。

「お前ら、笑うなよ」

　と言う光成も、顔がにやにやしてしまうのを抑えられない。

　スマホの画面を柊に向けた。そこにはこう書いてある。







『多重世界は統合され、なんやかんやあって全部丸く収まった。ハッピーエンドです。そんなことより皆さん、お菓子とジュースを持って須す部べ石いし公園の桜の木に集まってください。花見をしましょう！』







「これは……」

「あいつがあっちの世界から送ってきた最後の小説のあらすじです。いやもうこれ、あらすじですらありませんけどね。──すいませんでした、こいつらが柊さんに一矢報いたいって」

　初乃が涙を拭ぬぐった。

「ほんと、こんなことを思いつくなんて、あくどいことこの上ないわね、五花」

「初乃さんだってノリノリだったじゃないですか。柊さんが出現する日時と場所を世バツ界線クリ座屈ングデ装置バイスで算出して」

　言い争うふたりを光成はたしなめる。

「醜い争いはやめろ、みんな共犯だろうが。──柊さん、ほんとすいませ」

　柊は泣いていた。

「「「泣いてる!?」」」

　光成たちの声が重なった。

　柊はあいかわらずの無表情ではあったが、目からは止めどなく涙が溢あふれつづけている。

　彼女は手の甲で頰ほおを拭った。

「なるほど、たしかに泣いてるね。これは……そうか」

　柊はこちらに歩いてくる少女を見つめている。

「わたしは嬉うれしいのか。君たちと出会い、楽しい、寂しい、羨ましい……さまざまな感情を思い出した。でも、嬉しいはまだだったようだね」

　桜の木を仰ぐ。

「涙が止まらないよ」

　ぼろぼろと涙をこぼしながら柊は微笑ほほえんだ。水と油みたいな表情が同居した、歪いびつな、しかし柊らしい表情だと光成は思った。

「ご、ごめんね、柊」「すいませんでした、柊さん……」

　初乃と五花が謝罪する。柊はかぶりを振った。

「こんな嬉しいサプライズなら大歓迎さ」

　その言葉に噓うそはないように思えた。

　こちらに歩いてくる少女が、視線に気づいて手を振った。光成は手を振り返す。

　視線を柊にもどして、尋ねた。

「俺、柊さんの命令、ちゃんと遂行できましたか」

「お釣りがくるよ」

　あの柊に素直に褒められた。こんなに誇らしい気分になったのはいつ以来だろう。

「君たちの読者でよかった」

　柊は目を細める。五花がきょとんとした。

「いまさらなに言ってるんですか柊さん」

「おかしなことを言ったかい」

「はい。だって──柊さんも登場人物じゃないですか。最重要の」

　虚を衝つかれたみたいに黙ったあと、柊は言う。

「そうか。じゃあ訂正しよう。──君たちと出会えてよかった」

「それならオーケーです」

　五花は歯を見せて笑った。

　四人は、桜の木の下で、歩いてくる少女を見守る。

　桜は卒業や別れのモチーフだ。しかし四人にとって、どうやらそれは当てはまらなくなってしまったようだ。
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　少女が目の前までやってきた。彼女は屈託のない笑顔で言った。




「ただいま」

「おかえり」







あとがき




　はじめましての方ははじめまして、お久しぶりの方はお久しぶりです。藤ふじ井い論ろん理りです。

　さて、前作『クラウは食べることにした』のあとがきでは主題と関係のないガーターベルトの話が三分の二を占めていましたので、今回は真面目に書きます。

『ラブノート』はお察しのとおり某ノートをイメージしたタイトルですが、企画段階でわたしの念頭にあったのは映画『ジュマンジ』でした。ボードゲーム（双六すごろく）の内容が現実に起こる云うん々ぬんな映画です（詳しくはＷｉｋｉｐｅｄｉａで！）。

「ジュマンジみたいな謎アイテムの力で俺の現実がラブコメになったらなー」

　という純粋な思いを、わたしは企画書にぶつけました。しかしわたしが書くのはライトノベルですので、アニメや漫画から引用したほうがわかりやすいだろうと、キーになるアイテムの名を某ノートにあやかって『ラブノート（仮）』としたわけです。それが正式な名称となり、まさかタイトルにまでなるとは思ってもいませんでした……。

　登場人物について。

　表紙の娘こ、柚ゆず葉はは初期段階から『脚が太い』と設定されていました。「脚が太いのを気にしてる女の子って可愛かわいくない？」という思いを止められなかったのです。表紙をもう一度ご覧ください、肉感の充実したとても良い脚ですね。いいフリーキックを蹴りそうです。

　初うい乃のは当初タイツを着用していました。しかし「パンツは直じかに見たいよね」という作者と担当の悪のりによってサイハイソックスに変更されてしまいました。不ふ憫びんな娘です。

　柊ひいらぎは捉えがたい謎めいた娘ですが、セリフはすらすらと書けたし、改稿においても直しが少なく、作者的には大変扱いやすい良い娘でした。

　それと、留る萌もい五いつ花かが「田舎者」と罵られる場面がありますが、これは留る萌もい市しが田舎であると言いたいわけでは決してありません。

　北海道は札さつ幌ぽろ以外、ことごとく田舎です。札幌もあらかた田舎です。




　最後に謝辞を。

　富ふ士じフジノ先生、素敵なイラストをありがとうございます。可愛らしく表情豊かなキャラクターたちは、見ているだけで幸せな気分になります。

　担当Ｋ様。コミュ障で扱いづらいわたしの手綱を引き、ここまで導いてくれたあなたはさしずめ珍獣使いです。これからも珍獣をよろしくお願いします。

　そしてこの本に関わった全ての方々と、お手にとってくださった皆様に感謝を。

　それではまたお会いしましょう。藤井論理でした。
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